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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　初対面だった。姉皇おう女じよはいきなり、まん丸な目をした七つの妹皇女にこう言った。

「いいこと、よくお聞き。美うま味しの宮みやというのはね、神とわたしに『おいしい』の一言を言わせるために存在するのよ。わかってるのかしら？　そんな冬とう眠みんあけの子こ熊ぐまみたいな、とぼけた顔して」

「へぇ……。そうなんですか？」

　小首を傾かしげた妹皇女の鼻先に指を突つきつけ、十歳も年上の姉皇女は続ける。

「そうなの。わたしは、国くに護まもりの大おお神かみに仕える斎さい宮ぐうなの。そしてあなたは、神とわたしに仕える美味宮になるのよ。あなたはこれから神のために食事を作り、それは神に捧ささげられた後に、わたしの食事になる。それがあなたの役目で、ここに来た意味なの。あなたにできるの？」

「え……お役目……？　お役目ですか!?」

　今まで、どことなくぼんやりしていた妹皇女の目が輝かがやき、身を乗り出す。

「あの、あのっ！　じゃあ、斎宮様！　斎宮様が『おいしい』って言うものを作れば、ここは、わたしの居場所になりますか？」

「居場所？」

「今まで、みんなはわたしのことを、ずっと困った困ったと言ってました。『この姫ひめの行く場所がない』って、お父様も侍じ女じよも言ってました。みんな困ってました。宮中には、わたしのいる場所はなかったみたいです。でも、ここにはわたしのお役目があるんですよね。だったら斎宮様が『おいしい』って言ってくれたら、ここは、わたしの居場所になりますか!?」

　期待するような弾はずむ声だったが、幼いながらの必死さがあった。

　幼い瞳ひとみを見返した姉皇女は、その瞳の中になにを見たのか。ふと口調を和やわらげる。

「ええ、そうね。神とわたしが『おいしい』と言えば、ここはあなたの居場所になるわ。理あや子こ」

　その言葉に、少女──理子──の瞳はさらに輝きを増す。

「じゃあ、わたし。神様と斎宮様が『おいしい』って言ってくれるお食事を作ります！」

　それは十年前。

　和わ国こくでのこと。

　後ろ盾だてがなく、宮中に居場所がなかった御み門かどの第九皇女・理子が、神に捧げる食事を作る役目を授さずかり、美味宮・理子となった。

　その日のことを理子はずっと忘れなかった。それは本当に嬉うれしい日だったから。







　しかし十年後。

　美味宮・理子は海を渡わたり、大陸の大だい帝てい国こく・崑こん国こくの後宮へ入る。貢みつぎ物として。
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「今日から、あなたの名は雪せつ理り美みです」

　半はん刻とき前。

　美味宮・理子は崑国後宮の門を潜くぐった。衣装を改めるように命じられ、幾いく重えにも衣きぬを重ねる和国風の衣装から、軽かろやかな襦じゆ裙くんへと身なりを変えた。

　それから朱しゆ塗ぬりの柱が並ぶ堂へと導かれると、数名の宦かん官がんが待ちうけていた。宦官たちはそこで彼女に、これから彼女が名乗るべき新たな名を告げたのだ。

（姓せいが雪、字あざなが理美……ということね）

　自らの名を、建物の扁へん額がくを掛かけ替かえるように、簡単に変えられてしまうことは驚おどろきだ。

　しかしそのことに多少の違い和わ感かんはあるが、さほどの衝しよう撃げきを受けていない自分にも驚く。

　結局、扁額を掛け替えても、建っている建物は変わらない。それと同様に自分も、違和感を覚えるだけで、今までの自分と変わりないのだ。

（そうか。名が変わるくらいは、たいしたことじゃないのかな？）

　ふむふむと一人納なつ得とくして頷うなずくと、我ながら、こだわりのなさに面おも白しろみさえ感じて表情が緩ゆるむ。

　宦官たちは不ふ審しんな顔をした。

「何かおかしなことでもありますか？」

　昔からよく、「時々、緊きん張ちよう感かんが足りない子」と言われていた。

　理子───改め、雪理美はそれを思い出し、慌あわてて口元を引き締しめる。

「いいえ。なにも」

　習い覚えた崑こん語ごで答える。崑国へ渡るための準備期間は、一年近くあった。そのため崑語の聞き取りは、ほぼ完かん璧ぺきだと自負がある。しかし話すとなると、語ご彙い力が圧あつ倒とう的に不足している。この先の生活では、困った事も起きそうだ。

「あなた様は今日から崑国人です。位は正しよう六ろつ品ぴん。宝ほう林りんとなります。ここからは、尚しよう宮きゆうの女官がご案内申し上げる」

　宦官の言葉を受け、堂の入り口に控ひかえていた年かさの女官がするすると理美に近づく。

「ご案内します。こちらへ、雪せつ宝ほう林りん」

　促うながされた理美は、足元に置いてあった素す焼やきの壺つぼを抱かかえて歩み出そうとした。

　その壺を目にした女官の顔が、不審げに曇くもる。宦官たちも、理美が壺を持ち込んでいたことにやっと気がついたようで、咎とがめるように眉まゆ根ねを寄せた。

「お待ちください、理美様。それはなんですか。どこから持ってこられた」

「和国からですが？」

「和国のみならず、異国の衣装、装身具は、後宮に持ち込んではなりません」

「あ、大だい丈じよう夫ぶです。これ、食べ物なんです。おいしいんですよ。見ますか？」

　ほわっと笑い、一いつ旦たん抱えた壺を再び石いし床ゆかに置き蓋ふたを開く。宦官と女官が中を覗のぞきこむ。

「なんですか、これは」

　怪け訝げんな声で宦官が問う。

　つやつやと白く輝くものが壺を満たしている。きめ細かい泥どろのような質感で、微かすかに甘く、芳ほう醇じゆんでまろやかな香かおりがする。米を醸かもした酒の香だ。ふっと人の気をひくような良い香だったが、崑国の人たちには未知の香だろう。

　これは香かおり漬づけと呼ばれる、食材を漬つけこみ調味するために使用する漬け床どこだった。

（そうか。崑国の人たちは香漬を知らないのね。当然、香かおり床どこも知らないわけで……。漬つけ物もの……床とこ？　あれれ？　崑語で、なんて言えばいいのかな？）

　宦官たちと女官の反応を見て、理美は困こん惑わくした。

「皇こう帝てい陛下の後宮に、得体のしれないものは持ち込めません。没ぼつ収しゆうします」

　事務的な宦官の声に、理美は咄とつ嗟さに壺に蓋をし、胸に抱えて立ちあがる。

「いやです。これは、これは……香の良い、圧あつ迫ぱくする食べ物を作るためのもので」

　知っている単語で説明を試みるが、宦官の顔から血の気が引く。

「圧迫する食べ物？　圧力をかけるとは人を追い詰つめるということで、もしや毒!?」

　圧迫する食べ物とは、漬物を翻ほん訳やくしたつもりだ。押さえこむ様子からの連想で、『漬ける』の意味と理解して欲しかったが、まずかったらしい。焦あせって他ほかの言葉を探す。

「毒ではないです！　違ちがいました。圧迫ではなく、……埋うめます！」

「埋めるっ!?　人をっ!?」

　何を勘かん違ちがいしたのか、さらにぎょっとする宦官。こっちこそ「そんな馬ば鹿かな」と突っこみたいが、理美の言語能力では、それどころではない。

「人ではないです。埋めるのではなく、これを寝ね床どこに……？　え？　寝床でいいのかな？」

「寝床とは、まさかあなた様は、それを陛下の寝しん台だいにでも、ぶちまけるおつもりですか!?」

「陛下？　陛下は関係ないです。このさい陛下は、どうでもいい存在になりさがられて」

「どうでもいいと!?　なりさがるとは!?」

　丁てい寧ねいに「陛下は関係ない」と言おうとしたのだが、これもまずかったらしい。

（だ、駄だ目めかも？　説明しようとすればするほど、なんだか、おかしくなってくる気が……）

　冷や汗あせが背中を伝う。とにかく単純な言葉を使う方がいいと判断し、詳しよう細さいな説明を諦あきらめる。

「とにかく。これは……毒ではないんです。安全なんです。食べ物なんです。これと一いつ緒しよでなければ、わたしは後宮へ入りません」

「ならば説明してください、理美様」

「だから、その……食べ物なんです。毒ではないんです。危険はないんです。食べ物です」

　繰くり返していると、一人の宦官が、高位らしき宦官に耳打ちしたのが聞こえた。

「通つう詞じを呼びましょう」

　そう言ったようだった。高位の宦官が難しい顔で頷く。

　女官と宦官の視線を浴びながら、理美は壺を渡してなるものかと抱えこむ。

（取りあげられたら、どうしよう。これを手放したら、崑国では二度と手に入らない）

　和国から大切に運んできたのだ。

　七日におよぶ船旅の間も、船の揺ゆれで壺が壊こわれないように苦心した。

　建物の扁額を掛け替えるように、名を変えられた。それは受け入れた。名を変えられても、自分という確固とした建物は崩くずれることはないからだ。

　名を変えられても変わらずあり続ける、自分という確固とした建物の柱は、───食。

　食は唯ゆい一いつ、自分の中にある柱だ。

　そしてどのくらい待ったか。わずかな緊張感が漂ただよう堂内に、一人の青年が入ってきた。

　年の頃ころは二十歳はたちをすこし越こしたところか。すらりと細身で、長身だ。その若さにしては珍めずらしいほど、瞳ひとみに落ち着いた色がある。

　宦官たちがすがるように、青年に擦すり寄っていく。

（誰だれ？　通詞？　それにしては、宦官たちの腰こしが低いような？）

　青年は、宦官たちと何事か早口で会話すると、理美に近づいてきた。

　急に呼び出されたのだろう。彼が困惑していることが見て取れた。

『あなたから話を聞くようにと、宦官たちに頼たのまれましたが』

　流りゆう暢ちような和わ語ごで話しかけられ、理美は嬉うれしさに声が弾はずむ。

『和国の方ですか!?』

『いいえ。崑国人ですが、和語は教養として習い覚えました。あなたは和国の姫ひめですね。名は雪理美と聞いています。理美。御ご存ぞん知じですか？　崑国後宮には異国の衣装、装身具は持ち込めない決まりなんですよ』

　青年は、やわらかな物もの腰ごしで問う。責めているのではなく、説得する穏おだやかさだった。

『知ってます。けれどこれは衣装でも、装身具でもないんです。得体のしれない危険物でもなくて、食べ物なんです。食べ物ならば持ち込みできるって聞いたので』

『あなたがそれを食べ物だと言い張っていることは、宦かん官がんから聞きました。宦官たちは、とても食べ物に見えないと言っていますが』

『じゃ、よく見てください』

　理美はその場にしゃがむと壺を床に置き、再び蓋を開く。

『和国の香漬を知ってますか？』

『カオリヅケ？』

『野菜や魚、肉なんかの食材を、塩や味み噌そに漬けこんで食べるんですけど』

『ああ。和国では盛んだと耳にしますが、これがその漬物？』

　青年は壺を覗きこむ。その目に強い好こう奇き心しんがある。

『いいえ。これは香床といって、香漬を作るための床とこなんです。この中に食材を入れて数日寝ねかせると、とってもおいしくなるんです』

『この床は、何でできているんですか？』

『米から造るお酒───和わ酒しゆの、絞しぼりかすです。お米と水からできたものですから、ぜんぜん危険じゃありません。食べようと思えば、食べられるし』

『まあ、これを見る限り、宦官たちの反応は過か剰じようですね。しかし、わざわざ和国から運び、後宮に持ち込みたいとだだをこねるほど、これが大切なものなんでしょうか？』

『大切なんです。とても』

　ひたと青年の目を見み据すえ、答える。

『後宮への持ち込みが許されなければ、今ここで、これに頭を突つっこんで自害しようと思うほど、大切です』

『なるほど。とにかく大切だ、と言いたいわけですね』

　青年は真しん剣けんな理美の瞳を見つめると、頷うなずく。

『なかなか斬ざん新しんな自害の方法を考案されているようで、その光景はちょっと見たい気もしますが。わかりました。それほど大切ならば……。これを、食べますよ』

　いきなり青年は、白く艶つや々つやと輝かがやく床を指につけて一ひと舐なめした。

（えぇっ！　食べちゃった！）

　周囲にいた女官と宦官は、わっと声をあげた。「危ない」「なんてことを」と口々に言ってちょっとした恐きよう慌こう状態だ。

　だが青年は平然としたもの。味を確かめる素そ振ぶりの後、彼の口元は馬鹿馬鹿しい冗じよう談だんを聞きいた後のように微かに笑っていた。

「問題ないです。騒さわぎ立てるのは時間の無む駄だですよ。これは米を原料とした発はつ酵こう食品でしょう。後宮への持ち込みは可能です。異国の珍しい茶さ菓かを、後宮で楽しむのと同じです」

「しかし、得体のしれないものを陛下の後宮に持ち込むことは」

　顔を見合わせ、納なつ得とくしかねる様子の宦官たちに、青年は「仕方のない方たちだ」とでも言いたげに、優やさしく微笑ほほえむ。その微笑に宦官たちは、どぎまぎしたような顔をした。

「俺が保証しましょう。なにかあれば俺の名を出せばいい。責任は取ります」

　微笑に促うながされるように、宦官たちは「……そこまで言われるなら」と、ようやく頷く。

　青年は理美にふり向くと、また和語で話しかけてくれた。

『その壺つぼの、後宮への持ち込みは許可されましたよ』
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『……説得してくれたんですか？』

　驚おどろいていると、彼は手を差しだし、理美の手を引いて立たせた。

『お立ちなさい。あなたはこれから、崑国後宮の女によ人にんとなるのですから。それらしく、優ゆう雅がに振ふる舞まってください。二度と床ゆかに座りこんではいけませんよ』

　背の高い彼を見あげた。理知的な瞳が理美を映している。

『あなたの故国の食べ物、大事になさい』

　労いたわるような言葉を最後に、彼はきびすを返し出て行った。

（声が……優しい、お声）

　呆ぼう然ぜんと青年の姿を見送り、理美の胸はじわりと温かくなる。

　理美は崑国に到とう着ちやくすると、すぐに和国の従者たちと別れた。崑国の役人たちはみな冷れい淡たんで、事務的に理美をこの後宮まで連れてきた。

　緊きん張ちよう感かんが薄うすい理美でも、異国の言葉と見慣れない建物に囲まれていれば、それなりに心細かった。香かおり床どこを取りあげられそうになって、不安だった。

　そんななかで初めて、崑国の人からかけられた優しい言葉だった。

「致いたし方ない。それの持ち込みは許可いたしましょう」

　宦官たちは渋しぶ々しぶの様子ながら認めると、「早く、行かれよ」と追い散らすように手を振る。

　理美は胸を撫なで下ろし、頭を下げ、女官の後について堂を出ようとした。

　そのときようやく、あの和語を操あやつる青年に、頭のひとつも下げていないことに気がついた。

　慌あわてて足を止め、宦官をふり返った。

「あの！　先ほどのお方は、どなたでしょうか。お礼を言いたいんですけれど」

「崑国一の博士です。今回は通詞が見つからず、無理を願ってお越し頂いたが、本来あなた様のような後宮の女性が、出会うことのない方です。二度とお目にかかることはないでしょう」

　宦官は素そっ気なく言うと、早く行けとばかりに、さらに邪じや険けんに手を振った。




　　　二




　和語を操るあの青年は、何者なのだろうか。名すら教えてもらえなかったことを内心で残念がりながら、女官の後について堂を出た。

　陽ひざしは冬の厳しさを失い、微笑む程度の暖かさだった。

（崑国の衣装って軽い。裳もが、すかすかするなぁ）

　慣れない裳も裾すそから、ひやっとする春の空気が入りこみ肌はだに触ふれる。それでも襦じゆ裙くんの着き心ごこ地ちはいいし、その軽かろやかさは気に入った。

　ただ、やはり、少しだけ心細くはある。前を歩む女官の背中は見えるのに、大海の真ん中に放ほうり出された木の葉のような心持ちだ。

　しかしすぐに頭かぶりを振って、心細さを追い散らす。抱かかえていた壺を強く抱だきしめた。

（大だい丈じよう夫ぶ。これがある）

　この壺を抱いていると、故国を丸ごと抱いているような、そんな頼もしさを感じられる。

　微かすかな風が吹ふき抜ぬける回かい廊ろうを廻まわり、後宮の前庭らしい場所へ向かう。白い石が敷しきつめられた庭中央には大きな灯とう籠ろうがすえられ、最さい奥おうには、内部へと続く内門がそびえている。

　内門を通りながら、案内の女官は告げた。

「ここから先が本当の意味で後宮です。先ほどの外門までは、官かん吏りであれば男性も出入りします。しかしここから先に入れる男性は皇こう帝てい陛下だけです。ここから先の後宮に、千五百の妃ひ嬪ひんと侍じ女じよ、宦官や下働きの者が住み、百を超こえる建物があります」

　途と方ほうもない規模だ。

　内門の正面には、馬車がすれ違ちがえるほど太い石いし畳だたみの路みちが一本真っ直すぐに通っており、その左右には石積みの塀へいが延々と続いている。その塀の内側には、朱しゆ塗ぬりの垂たる木きが目をひく、四よ隅すみが弓なりに反り返った優雅な屋根が連なっていた。

　さすがは大陸の半分を領土とする、大だい帝てい国こくの後宮である。これがたった一人の皇帝のために整えられた場所だという事実が、小さな島国からやって来た理美には信じられない。

（これだから和国は、崑国を宗そう主しゆ国こくとあおぐ必要があるんだわ）

　崑国は後宮一つとっても、桁けた違ちがいの規模を誇ほこる大国なのだ。

　そんな大国に攻せめられたら、理美の故国である和国はひとたまりもない。崑国を宗主国とあおぎ、従属することこそ和国の生きる道なのだ。

（わたしは、そのために送られてきた。従属の証あかし……）

　路の正面から風が吹いた。髪かみを飾かざる翡ひ翠すいの歩ほ揺ようが、しゃらりと鳴る。さらに風は襦裙の袖そでを揺ゆらし、通り過ぎていく。こうして広大な後宮を前にして、改めて自分がこの場に踏ふみこみ、新たに名を与あたえられることの意味を実感する。

　崑こん暦れき百十一年。崑国の五代皇帝が即そく位いした。

　新皇帝即位と共に後宮の妃嬪たちは一いつ掃そうされ、新たに妃嬪を集めるのが慣例。そのさい崑国を宗主国とあおぐ属国は従属の証として、皇帝即位の祝い品と共に、自国の姫ひめ君ぎみを皇帝の妃嬪として後宮へ差し出す。姫君たちは、平たく言えば貢みつぎ物。

　和国から貢ぎ物として差し出されたのが、理美なのだ。

　理美が内門を潜くぐると女官は足を止め、わずかにふり返った。その横顔に嘲ちよう笑しようが見えた。

「雪宝林。お気の毒に。わざわざ海を渡わたられた高貴な姫君が、宮きゆう官かんでございますね」

　皇帝には、皇后をのぞいて百二十人の妃嬪が用意される。そのなかでも内ない宮くうと呼ばれ、実質的に妃きさきあつかいされるのは、高位身分の四十人のみ。

　それ以下の身分は妃嬪とは名目ばかり。宮官と呼ばれ、女官として働くのだ。

　理美の与えられた宝林という位は、高位四十人の身分のすぐ下の位。女官としては最高位。

　しかし結局、女官なのだ。

　ないがしろにされているのは間ま違ちがいないが、和国の国力を思えば致し方ない。崑国内の有力商人のほうが、和国よりもよほど宮きゆう廷てい内に影えい響きよう力があるはずだ。

　案内の女官はそれを皮肉ったのだろうが、さして気にならない。

　理美は和国で、人との接せつ触しよくを極きよく端たんに制限されていた。それは美うま味しの宮みやという立場から致し方ないことだった。しかしだからこそ、女官に嫌いや味みを言われるというのも新しん鮮せんに感じる。

（高位女官というのは、わたしにとっては出世になるのかなぁ）

　空を見あげた。広い空だ。山がちな和国の空とは違い、崑国には信じられないほど広大な平地がある。そのぶん空も広い。春の薄い色の、この高い空は、和国まで続いているはず。

（美味宮と呼ばれる皇おう女じよでありながら、実質、厨くりやの番人だった今までと比べたら、出世したのかも？）

　遠い和国の地にいるはずの、姉皇女の顔を思い出す。

　護くにま国もりの大おお神かみに仕える巫女みこ、斎さい宮ぐうであった姉皇女。彼女とは十年もの間、毎日、顔を合わせていた。理美が毎日決まって顔を合わせるのは斎宮だけであり、それが唯ゆい一いつの、人との接触だった。そのせいか故国を思い出すと、必然的に姉斎宮を思い出すのだ。

　故国の記き憶おくのほとんどが姉斎宮と、食べ物のこと。

（斎宮様は今日も元気に、癇かん癪しやくを起こしてるかな？　食事に不平を言っているかな？）

　美しい顔で喚わめき散らし、華か麗れいな衣装のまま膳ぜんを蹴け飛とばす姉斎宮を思い出し、理美は思わず、くふふっと笑う。

　女官はその笑い声に、気味悪そうな顔をした。

　姉斎宮には、「時々、緊張感が足りない子」と言われていた。だがこの立場になってみれば、その自分の性質は幸いかもしれない。

（後宮には、なにが待っているかしら）

　不安と同居するのは、好こう奇き心しんだ。

　美味宮として十年、籠かごの鳥のような生活をしていた。だから目にする外の世界のもの、すべてが面おも白しろく思える。ことにここは馴な染じみのない異国。見慣れないものばかり。

　異国の後宮に踏みこむ緊きん張ちようも不安も、理美は楽しめるかもしれない。

　理美は好奇心を糧かてに、自らを鼓こ舞ぶする。

　──崑国なんて大帝国、おいしい料理はたくさんあるだろうから、あなたなら楽しめるわよ。二度と和国に帰れないのは気の毒だけど、わたしの分までせいぜい楽しんで、文ふみでも送ってきなさい。暇ひまなら、読んであげてもいいから。返事は、書いてあげないけれどね。

　姉斎宮の、嫌味半分の別れの言葉が耳に蘇よみがえる。それに心の内で応こたえる。

（すべてを楽しんでみます、斎宮様。まず女官に嫌味を言われるなんて、初体験ですもの。あの女官とわたしの間にあるのは、なかなか、おつな緊張感）

　大陸は、空気の匂においからして違う。

　砂混じりの風はからりと乾かわき、どこか甘く刺し激げき的な香こう辛しん料りようの香かおりを感じる。

（この国には、どんな食べ物があるのかな？　そして、わたし……ここに居場所を見つけられるのかな？　七つの、あのときみたいに）

　この十年。理美は美味宮として役目を与えられていた。

　神に捧ささげる食事を毎日作り、それは神に捧げられた後に姉斎宮の食事として供された。

　姉斎宮は、神の代理人に相応ふさわしく輝かがやくばかりに美しかった。そして癇癪持ちで、健けん啖たん家かで、容易に「おいしい」と言わない人だった。その彼女に「おいしい」の一言を言わせることだけを考えて毎日過ごしていた。それが理美の役目であり、仕事であり、唯一のやるべきことであり、楽しみであり、そして───自分の居場所を得る方法だった。

　崑国後宮に集められた大輪の花のような美び姫きたちに比べれば、理美など物の数に入らないはず。彼女の存在はせいぜい、山野に咲さく野の花程度。

　美声で歌うこともできないし、楽器や舞まいが上手うまいわけでもない。

　美味宮だった理美にできることは、誰だれかに食事を作ることくらい。

　それでも、もし。この場所で誰かに「おいしい」と言ってもらえることがあれば、理美にも居場所ができるかもしれない。なにもかも違う、この遠い異国の地でも。
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　小しよう翼よく宮きゆうという小さな宮きゆう殿でんが、理美が与えられた房ぼうのある宮殿だった。居室と寝しん室しつの二間続きの房が小翼宮には九つあり、その全すべてが、宝林の位をもつ女官たちに割り当てられている。

　理美は回廊の梁はりに浮うき彫ぼりされた彫ちよう刻こくを見あげつつ、ほとほと歩いていた。

　梁の彫刻は、神しん仙せんが渓けい谷こくに遊ぶ様だ。

　崑国でも和国でも百年前までは、神仙も神しん獣じゆうも、日常的に人の世界に交じっていたという。

　しかし時代と共に彼らの姿は消え、今ではほとんど目にすることがない。

　理美にしても、体をくねらせて飛ぶ白はく龍りゆうを見たことがある程度だ。それはゆらゆらと蒼そう天てんに揺れる、白糸のようだった。それほど遠かった。遠さのあまり、姉斎宮が龍だと教えてくれなければ、見過ごしていただろう。

（そういえば崑国がこんな大帝国になれたのは、神龍の加護だと。いまだに崑国の皇帝は、神龍とともに生きているとか、いないとか）

　のんびり歩いていると、険悪な声が背中に当たる。

「理美様。お早く。遅おくれでもしたら、わたしが恥はじをかきます」

　理美の後ろからついてくるのは、理美付きと決まった老侍じ女じよだった。年季の入った意地悪い目つきをしている。

「ごめんなさい」と謝って歩みを早めると、聞こえよがしに老侍女は溜ため息いきをつく。

「まったく。異国の小こ娘むすめが宝ほう林りんなど、不釣つり合いな身分を」

　理美が小翼宮に入って三日目。

　ここ三日、毎日耳にする老侍女の嫌味。それを心の中で反はん芻すうするが、どんな嫌味も崑語で言われると、いまひとつ心に突つき刺ささらないのは幸いだ。一いつ旦たん頭の中で翻ほん訳やく作業をするので、その過程で冷静になるらしい。

（なんにしても急がないと。本当に遅れてしまったら大変）

　これから後宮に、皇こう帝てい陛下がおみえになるという。

　後宮の妃ひ嬪ひん百二十人という体てい裁さいが整ったらしく、後宮の全妃嬪が一堂に会し、皇帝陛下と対面するというのだ。

　対面の場は、三日前に横目で見て通り過ぎた後宮の前庭だ。

　内門と外門の間にある前庭は、中央に巨きよ大だいな灯とう籠ろうがそびえ、白い石が敷しきつめられている。

　その前庭に、位階の順序で北側から妃嬪が並ぶ。

　理美は、庭の中なか程ほどより少し北側寄りに並ぶように指示された。

　内門の正面に、皇帝陛下は姿を現す手はずになっている。

　神仙神獣が姿を消した今でも、神龍と共に生きるといわれ、強大な帝てい国こくを統治する皇帝とはどんな姿なのだろうか。皇帝の歳としは、理美の一つ下。御おん年十六歳の若い皇帝と聞いている。

（あのお方は、いないかな？）

　外門へ続く回かい廊ろうには、侍じ官かんの姿がちらほら見えた。その中に、後宮入りのときに親切な言葉をくれたあの青年の姿を探した。

　あまりにも熱心にその人を探すあまり、一人の武官の青年とぱちりと目が合ってしまった。がっちりとした体に、幅はば広ひろの剣けんを身につけている。野性的な風ふう貌ぼうの彼は理美と目が合うと、にっと笑え顔がおを見せた。

（わっ、見すぎちゃった）

　理美は慌あわてて、視線をそらす。

「皇帝陛下のおなりです」

　宦かん官がんの高い声が告げると、妃嬪たちが一いつ斉せいにその場に跪ひざまずく。理美もそれに倣ならう。

　襦じゆ裙くんの袖そでと裾すそ、やわらかな領巾ひれが、石の上へと広がる。総勢百二十人の妃嬪たちが一斉に白い石の庭に跪き頭こうべを垂れる様は、とりどりの色しき彩さいの花びらが散ったように華麗な光景だった。

「顔をあげよ」

　若い声が命じた。その声に促うながされ、妃嬪たちは一斉に顔をあげ、息を吞のむ。

　内門の正面に立つ皇帝は、朝あさ露つゆに濡ぬれて芽め吹ぶいた若葉のように、瑞みず々みずしく美しい。

　銀の龍が、彼の右みぎ肩かたから背、左袖へと巻きついている。それは銀糸の精せい緻ちな刺し繡しゆうだ。刺繡が施ほどこされているのは、黒と見まごう深ふか紫むらさきの上じよ衣うい下か裳も。高貴な深い色が、彼の瑞々しい美しさに暗さを添そえる。その対比がまた、一層彼の魅み力りよくを際きわ立だたせているようだ。

（これが崑国五代皇帝。龍りゆう祥しよう飛ひ様）

　皇帝の美しさに目を瞠みはっていたが、理美はふと、彼の瞳ひとみの異様な鋭するどさに気づく。

　皇帝祥飛は、確か十六歳のはず。理美よりも一つ年下にもかかわらず、鋭く暗い目には、年相応の無む鉄てつ砲ぽうさもやんちゃさもない。落ち着いているのとも違ちがう。警けい戒かい心しんの強い、獰どう猛もうな生き物に似た色だ。ぞくりとした。

　祥飛が、居並ぶ妃嬪を無表情に見おろしていると、先頭に跪ひざまずいていた貴き妃ひが顔をあげる。

　年とし頃ごろは十三、四歳。口元や目元に幼さすら残る、可愛かわいらしい顔立ちの貴妃だった。髪かみに飾かざった早はや咲ざきの芍しやく薬やくの生花を揺ゆらし、貴妃は小首を傾かしげて微笑ほほえんだ。顔にあどけなさを残しながらも、微笑には、自分が女であることを充じゆう分ぶん意識している甘さが漂ただよう。

「宋そう麗れい季きでございます。後宮を代表し、陛下に拝はい謁えつ賜たまわりましたこと、お礼申し上げます」

　皇后がいない後宮では、四し夫ふ人じんといわれる貴妃、淑しゆく妃ひ、徳とく妃ひ、賢けん妃ひが、後宮の最高位の女性である。現段階ではこの宋そう貴き妃ひが、後宮で最も権力を持ち、そして皇后になる可能性の高い女性ということだ。その自信からか、もしくは若さのためか。宋貴妃は親しげな笑みを浮かべ、甘えるように続ける。

「陛下にお目にかかれたことが、麗季は嬉うれしくてなりません。心細うございました。わたしのお屋や敷しきと違い、後宮には属国の下げ賤せんの者も住んでいると聞いていますから、恐おそろしくて。でも、これから陛下にお目にかかれるのであれば、麗季は我が慢まんできそうです」

　宋貴妃が言うところの属国の下賤の者が、理美を指していることは明白だ。

　嫌いやなことを言われたと思った。しかし宋貴妃は単純に、理美を引き合いに出し不安を訴うつたえ、祥飛に甘えたいだけなのだろう。

　祥飛は、無表情で宋貴妃の言葉を聞いていた。しばし貴妃を見おろした後、返答を待つように微笑む貴妃の方へついと踏ふみ出す。彼女の前に来ると腰こしをかがめる。

　くっきりした二ふた重えまぶたの目が、宋貴妃を見ている。濃こい睫まつげが、頰ほおに影かげを落とすほどに長い。

「宋貴妃」

　清流のような涼すずやかな声に呼ばれ、宋貴妃は「はい」と感極きわまったように瞳をうるませる。

「四夫人は後宮を支配し、諍いさかいなく、つつがなく営むことが務めと心得ているか？」

「はい、陛下。それは当然のことと心得……！」

　宋貴妃の声が途と切ぎれ、その周囲がざわりと浮き足立つ。

　理美は、人の頭の向こうにその光景を見て、あっと口を開く。

　祥飛が片手で、宋貴妃の顎あごをがっちりと摑つかんでいるのだ。それは指が頰に食い込むほどの力で、宋貴妃の口は半開きになって動けない。彼女の目は、驚おどろきと怯おびえに揺れた。

「後宮を支配し、諍いなく、つつがなく営むことを務めと心得ておきながら、そなたは阿あ呆ほうか？　宋貴妃」

　祥飛は無表情で問う。

「諍いなく営む責任がある者が、率そつ先せんし他者を貶おとしめ、諍いの種を作るとはな。そなたの舌は、よく動く。その舌は災わざわいの元になりそうだ。ここで余が、切って落としてやろうか？」

　涙なみだ目になった宋貴妃は呻うめき、必死に首を横に振ふろうとする。しかし顎を摑む祥飛の力は強いらしく、もがいているようにしか見えない。

「陛下。もうそのあたりで、いいんじゃないですかね」

　誰だれもが身動きとれないその場で、ゆったりと祥飛の背後に近づいた武官の青年が、取りなすように告げた。腰に佩はくのは幅広の剣。先刻、理美と目が合った武官だ。皇帝に直接声をかけるとなると、かなり高位の武官なのだろう。

「まさか本気で、貴妃の舌をちょん切るおつもりではないでしょう」

「そのつもりだ」

「こわいこわい、陛下。しかし陛下にそんな真似まねはさせられませんからねぇ」

　武官はおどけて身み震ぶるいしてみせるが、ふいに声が低く剣けん吞のんになる。

「陛下がお望みなら、この秦しん丈じよう鉄てつが代わりに切りますが？」

　すると祥飛は興ざめしたように鼻を鳴らし、

「宦官どもは、余の後宮に阿呆を集めてきたのか」

　突き放すように手を放した。

　宋貴妃は石の床ゆかに上半身が投げ出され、顔を伏ふせ、ひぃひぃ泣き出す。

「帰る」

　呆ぼう然ぜんとする宦官や女官、脅おびえる妃ひ嬪ひんの群れと、泣きじゃくる宋貴妃を一いつ顧こだにせず、祥飛はきびすを返す。かの武官、秦丈鉄は、何事もなかったかのように、鼻歌でも歌いそうな平然とした顔で皇帝の後についていく。

　宦官たちが慌てて、皇帝の後を追う。

　水を打ったように静まった前庭に、すすり泣く宋貴妃の声だけが響ひびく。

　皇こう帝ていの姿が消えるまで、妃嬪たちは誰一人動かなかった。動けなかった。

　その場を支配しているのは、恐きよう怖ふだった。

　なんという恐ろしい皇帝の後宮へ来てしまったのかと、ことに高位の妃嬪たちの恐怖感は強いらしい。位が高ければ高いほど、あの皇帝の側そばに侍はべる機会が多くなるのだ。一様に色をなくしている。

（うわぁ……殺さつ伐ばつとした皇帝陛下。舌を切ると言ったのは、半分本気だった）

　大陸の半分を領土とし、数々の国を属国として従える大帝国の皇帝。どんな贅ぜい沢たくも思いのままで、現に、百二十人もの妃嬪を、あの若さで与あたえられている。望めばどんな美び姫きでも抱だけるし、どんな豪ごう勢せいな食事だってできるだろうし、どんな華か麗れいな衣装だって身につけられる。

（それなのにあのお方は、すこしも幸せそうじゃない。なんでだろう）

　皇帝の振る舞まいが驚きであると同時に、不思議でならなかった。

（まぁ、いいか。わたしが皇帝陛下に関かかわることは、まずないはずだし）

　なにしろ理美よりも上位の妃嬪が四十人もいるのだ。自分が皇帝の目にとまることはない。

　そう吞のん気きに判断した。

　しかし───いずれ、目にとまるどころの騒さわぎではなくなるのだが、この時の理美は知るよしもない。







[image: 二章◆美貌の宦官]
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「う～ん、なるほど」

　皇帝が初めて後宮の妃嬪たちの前に現れた、その日の夕暮れ。

　理美の室に、一枚の紙切れが投げこまれた。

　その紙には見慣れない単語が並んでいた。そこで、和国の通つう詞じが持たせてくれたお手製の単語帖ちようをめくり、読解に励はげむことしばし。やっと紙に書かれている内容がわかった。

「『異国からやってきた下賤の女め。汚けがらわしい商売女め。おまえなんか陛下の神聖な剣けんで、たたき斬きられるのが相応ふさわしい末路だ』と。だいたい、こんな意味なのね」

　読解できたが、達成感半分、がっかり感半分だ。

　使われている単語は、汚きたない俗ぞく語ごばかり。ちゃんとした崑語の本には載のっていないので、和国の通詞が持たせてくれたお手製単語帖が役立った。

　通詞は、なかなか機転の利きく人だったらしい。この単語帖を理美に手て渡わたすとき、「きっと役に立ちますよ」と言っていたのだ。

　崑国の後宮がどんなものか、通詞は聞き知っていたに違ちがいない。

　後宮でどんなことが起こるか、理美も事前に、あれこれ予想はしていた。そして、ほぼ想像どおりのことが頻ひん発ぱつしている。

　百二十人もの妃嬪がいるとはいえ、和国の姫ひめだと噂うわさ話ばなしの種にされれば嫌でも目立つ。しかも和国から来た理美には、面めん倒どうな後ろ盾だてがないことは明らかで、位は宝ほう林りんという女官。

　宋貴妃にとっても、紙切れを投げこんだ誰かさんにとっても。理美は、手っ取り早く引き合いに出したり、安全に憂うさ晴らしできる、格好の標的らしい。

　籠かごの鳥経験が長い理美は、嫌がらせされるにしても、新発見や意外性があれば面おも白しろがれそうだとは思う。しかし今のところ意外性は皆かい無むだ。

「ものすごく独創的な意地悪をされるのも、それはそれで困るんだけど」

　蠟ろう燭そくの火にかざして紙を燃やすと、文ふ机づくえから立ちあがり卓たく子しの席に着く。

　先刻、老侍じ女じよが置いていった夜食が、卓子の上でふわりと湯気を立てている。箸はしを手に取ると、野菜と肉を炒いためあわせ、とろりとした甘酸ずっぱい香かおりの餡あんで絡からめてある料理に手をつけた。

　一口、二口。口に運んでみる。しかし理美はすぐに箸を置き、溜ため息いきをつく。

「やっぱり、味がしない……。これ、おいしいのかなぁ……わからない……」

　まったく味がわからない。それはこの皿のみならず、後宮に入ってからずっと、どんな料理を食べても味がしないのだ。味覚がおかしい。

　心細さや緊きん張ちよう、不安はほとんど自覚していなかった。そんなものが顔を出しそうになると、意識的に追い出した。だがそれでも、やはり人並みにそれらは胸に奥に溜たまっていて、味覚がおかしくなったのだろうか。

（斎さい宮ぐう様に「緊張感がないっ！」て怒おこられ続けていたわたしでも、こんなことになるなんて）

　崑国料理がどんなものか楽しみにしていたのに、味がわからなければ、楽しみもへったくれもない。しかも味覚を失えば、理美の唯ゆい一いつの取り柄え、料理を作ることすらままならない。

「まあ……料理を食べてくれる人は、いないんだけど……」

　遠い異国に一人きりの寂さびしさと、自分が座っている場所の居い心ごこ地ちの悪さに嘆たん息そくした。座っている椅い子すも、室も、どことなくよそよそしく、理美を受け入れていない気がしてしまう。

「わたしは、また居場所がなくなっちゃったわね。ここには、『おいしい』って言ってくれる斎宮様が居ないもの」

　こうやって和語を口にすることすら控ひかえていても、すぐに崑国人にはなれない。

（だめだ。楽しまないと……。そうだ、あれ。そろそろ、いい感じかも）

　心の隙すき間まに忍しのび寄ってくるものを追い散らし、箸を置いて席を立つ。寝しん室しつへ向かう。

　味覚がおかしいと自覚した三日前の夜、理美はあることを試みていた。

　寝室の隅すみに置いてある小さな壺つぼを引っ張り出す。それは理美と共に後宮入りした、香かおり床どこの入った素す焼やきの壺だ。蓋ふたを開くと、ふわりと香かおる、甘く芳ほう醇じゆんな酒の香。

「うん。まろやかで、いい匂におい」

　胸むね一いつ杯ぱいにその香を吸い込むと、壺の中に指を突つっ込み中を探さぐる。とろりとした白く艶つやのある床からつまみ出したのは、半分に割られた小さな瓜うりだ。

　わずかに水分が抜ぬけているが、薄うす緑みどり色の、上質な翡ひ翠すい色は健在だ。

　理美はそれを紙にくるむと、足取りも軽く厨ちゆう房ぼうへ向かう。

　突とつ然ぜん現れた理美に、厨房の下働きたちは驚おどろいた様子だった。高位女官は普ふ通つう、厨房に顔を出したりしない。しかし理美が、「瓜を薄うすく刻んで欲しい」と丁てい寧ねいに頼たのむと、快く引き受け、手て際ぎわよく刻んでくれた。

　薄く刻んだ翡翠色の瓜を白磁の菓か子し皿ざらにのせ、自分の房ぼうへと戻もどる。

　並んだ料理の皿を押しやって、白磁の皿から瓜をひとつまみして口に入れた。

　ほんのりと酒の香がし、甘く感じる。そりそりとした軽い歯ごたえが懐なつかしい。

　白湯さゆを飲むと、こくりと喉のどを通り過ぎる瞬しゆん間かんに良い香がして、白湯すらおいしく感じた。

「これは味がする」

　驚きに何度か瞬まばたきした。そしてほっと笑い、もう一つ口に入れる。

　なにを口にしても味がしないこの時、この味わいを感じることで心が凪ないでいく。

　食べることが好きだ。とりあえずお腹なかがいっぱいであれば、理美はどんな惨みじめな状じよう況きようでも、自分を惨めと思わないですむ。お腹が膨ふくれてさえいれば、ふくふくと体の中から温かい力は自然とわくのだ。生き物とはそういうものだ。

「あ、もしかして」

　思いついて、崑国の料理にも手を伸のばしてみた。すると微かすかに塩気を感じる。

（完全に味がわかるって程ほどではないけど、香かおり漬づけを食べれば、すこし味覚が戻るみたい。きっと毎日香漬を食べてれば、そのうち、ちゃんと味がわかるようになるかも）

　そんな予感がして、すこし安心した。

　今は、理美の料理を食べてくれる人は誰だれもいない。けれど味覚さえ戻って、料理を作ることができれば悲観しなくていい。

　料理さえ作れれば、七歳の時だって理美は居場所を見つけられたのだ。

　崑国でも、いつか居場所を見つけられるはず。そう思えるのは、美うま味しの宮みやとして十年もの時間をかけて立ちあげた、理美自身を支える柱があるから。

　その真っ直すぐな柱があるからこそ、理美は落ち着いていられる。

　いつか料理を食べてくれる人、「おいしい」と言ってくれる人が現れた時に、味覚が戻っていなければお話にならない。理美には味覚は絶対に必要なのだ。

　そのために香漬が役に立ってくれる。

　後宮入りした日、優やさしい言葉をかけてくれたあの青年に、心の底から感謝の念がわく。彼のおかげで香床を手放さずにすんだのだ。しかも崑国に来て、優しい言葉を聞かせてくれたのは、いまだに彼一人だ。

（会いたいな、あの方に）

　名前も知らないあの青年が、なんとなく恋こいしい。

「夜食を食べないのなら、下げますわよ」

　老侍女が室に入ってくると、つんけんしながら皿に手を伸ばす。そして理美の手元にある白磁の皿に気がつき、毛虫でも見つけたような顔をした。

「なんでございますか、それは」

「食べない？　わたしが作ったの。そこの壺で作ったのよ」

「おお、いやだ。噂うわさに聞いていますとも。理美様は後宮入りされる際、得体のしれない壺を持ち込もうとして、宦官たちを怒らせたと」

「でも許可をもらったもの。食べないのは残念ね。これを食べていると、肌はだが綺き麗れいになるのに」

「えっ!?」

　老侍女が思わず手を出しそうになるが、その前に理美は、残りの瓜を口に入れてしまっていた。「あ、ごめん」と謝ったが、老侍女は恨うらめしそうな目で、じっとり理美を見やる。

「確かに。理美様は……肌だけは美しいですが。でも、そんなものを食べたからといって、肌が綺麗になるものですか」

　理美の姓せいは雪を与あたえられている。聞くところによると雪という姓は、理美の肌の白さからつけたらしいのだ。確かに理美の肌は美しい。頰ほおに触ふれると、さらりとしているのに吸いつくようなきめの細かさがあり、柔やわらかく滑なめらかな餅もちのようだ。

　香漬を食べると肌が綺麗になる。

　香床の中には、体の中を綺麗にする精せい霊れいが住んでいると言われている。精霊が体の中を綺麗にし、徐じよ々じよに肌が美しくなる。その精霊は火の気を嫌きらい、香床を熱すると消えてしまう。

「壺を壊こわさないでね。壊したら、ちょっと殺すから」

「こ、殺す!?」

「殺す、じゃなかった？　あれ？　ぶちかます、だった……？」

　壊したらちょっと許せないと言いたかったのだが、間ま違ちがったらしい。

「そんな物ぶつ騒そうなこと言わなくても、よろしいですよ。まあ、朱しゆ西せい様のお口くち添ぞえで持ち込まれたものと聞いていますから。捨てたりはしません」

　理美は、老侍女の言葉に飛びあがった。席を立ち、勢いこんで問う。

「ねぇ、今！　何か言った！」

「捨てませんと申しましたけれど」

「違ちがう、違う！　口添えと。口添え？　誰の口添え？　名を言ったわ！」

「朱西様ですか？」

「そう、その方。名を教えて！　何者!?」

　それは宦かん官がんが教えてくれなかった、あの青年の名に違いない。

「周しゆう朱西様のことを御ご存ぞん知じなかったのですか。呆あきれましたね、口添え頂いておきながら」

「周朱西様というのね。何者、そのお方」

「礼れい部ぶ配下の祀し部ぶに所属しておいでの勅ちよく任にん官かんで、食しき学がく博士ですわよ」

「食学？　それはなに？」

「先さき頃ごろ興おこった、食べ物に関する学問ですよ」

「食べ物の学問！　そんな学問があるの!?　しかも朱西様はその博士!?」

　驚きに、声が三さん段だん跳とびに跳はねる。

　理美の様子に老侍女は何かを察したらしく、意地悪な目になる。

「朱西様は正しよう四よん品ぴんの侍じ郎ろう待たい遇ぐうのご身分ですよ。しかも皇こう帝てい陛下の幼き頃ころよりの勉強と遊びのお相手で、今も陛下のお近くで侍じ中ちゆうとして相談役をされています。父君は先せん帝ていより朝ちよう廷ていにお仕えしている、周宰さい相しようですからね。朱西様もいずれ宰相となられるお方です。理美様がそんな顔をされても、お目にかかれる方じゃございません」

「皇帝陛下のご相談役？　でも食学博士と」

「朱西様は政治に興味がないと固辞され、食学の研究をしたいと仰おつしやるので、博士の身分でいらっしゃいます。ですが陛下は、いずれ朱西様を宰相に据すえる腹づもりだと、もっぱらの噂です」

（とても身分の高い方なんだなぁ……。でも、会いたい）

　胸に灯ともった小さな明かりを愛いとおしむように、そう思った。







（食学博士の周朱西様……）

　その日の真夜中。燭しよく台だいを手にした理美は、朱西のことを考えながら厨房へ向かっていた。

　香漬を口にすると、微かな味覚が戻った。この調子で香漬を毎日食べられれば、きっと理美の味覚は元に戻るはずだ。だから香漬をもっと漬つけておきたかった。

　厨房に行ってみると、時間が遅おそすぎたらしい。ひとけも火の気もなくなっていた。

　どうしたものかと出入り口から中を覗のぞいていると、背後から甲かん高だかい男の声で「なにをしている」と呼ばれた。

　ふり返ると、厨ちゆう房ぼう責任者を務める宦官らしかった。

　燭台をかざして理美の顔を認めると、宦官は目を丸くする。そこで野菜をわけて欲しいとお願いした。彼は、あれこれ注意するのも面めん倒どうだと思ったのか、肩かたをすくめ呆れた様子で「どうぞ、お好きに」と答え、行ってしまう。

　許可をもらえた理美は遠えん慮りよなく、ひんやりした土間の厨房へと踏ふみこんだ。

　厨房の奥に、人一人が入れるほど大きな竹籠かごがあり、その中に野菜が入っているはずだった。燭台で足元を照らしながら進む。

　柱にくりぬかれた燭台置き場に燭台を置き、竹籠の蓋ふたを開く。

　春はる瓜うりと呼ばれる翡ひ翠すい色の小ぶりな瓜が、香漬にはもってこいだ。

　体を竹籠に突っ込こみ、ごそごそ、ごそごそ、野菜を引っ搔かき回していた。

　暗がりで感かん触しよくだけを頼たよりに竹籠の中を引っ搔き回し、春瓜を三つほど見つけて取り出す。

　さらに物色を続けていると、ふにゃりとして、ふかふかしたものを摑つかんだ。

（ふにゃ？　……ふかふか……？）

　妙みような手て触ざわりに、なんの野菜かと摑みだしてみた。

　それは両掌てのひらに乗る大きさの、もふもふした胴どう長ながの生き物だった。四つ足で、尻尾しつぽが長い。小さな尖とがった耳と、両耳の間に小さな瘤こぶのような突とつ起きが二つ。

（どう見ても野菜じゃないわ、これ。胴長の……鼠ねずみ……？）

　こんな感じで胴長の、異国の犬の絵は見たことがある。しかし犬にしては小さいし、毛色も銀色で毛足が長い。野菜籠の中にいたのだから、崑国に生息する珍めずらしい鼠だろうか。

　くったりしている背中を撫なでてみる。ふわふわと気持ちのいい手触りだ。

　すると鼠がキュッと鳴いて、目を開く。

　鼠はまん丸な青い目をぱちぱちさせると、理美の顔を見あげる。

　つぶらな瞳ひとみに、胸がきゅんとする。鼠は弱っているらしく、理美の手の上から動かない。丸い目をきょときょとさせているので、一層頼りない愛らしさが増す。

（やだ、可愛かわいい……。飼っちゃおうかな……）

　可愛がって元気にして、自由にしてあげようと思った。こんな可愛らしい鼠をお世話すれば、それだけで生活の張り合いになるだろう。

　菖蒲あやめや芍しやく薬やくのような高位妃ひ嬪ひんたちに比べれば、理美は、異国から後宮へ運ばれてきた草花。

　たった一輪。頼りない異国の草花が、この後宮に送られたのだ。

　ここでは、同じ色で咲さいてくれる花はない。

　しかし。ひっそりと咲く草花でも、草花なりの楽しみも面おも白しろみも見つけられるし、見つけるべきだ。彼女は生しよう涯がい、故国に帰ることもなく、この後宮で過ごすのだから。

　理美は春瓜と銀色の鼠を抱かかえ、うきうきと厨房を後にした。




　　　二




「聞きましたよ、陛下」

　螺ら鈿でんで装そう飾しよくされた寝しん台だいで、崑国皇帝、龍祥飛は剣けんの刃はを磨みがいていた。

　皇帝の寝しん室しつに踏みこんできたのは、食学博士の周朱西だ。彼は寝台にいる祥飛に近づくと、わずかに咎とがめる口調で告げたのだ。

　燭台の炎ほのおを映してぎらつく刃から目をそらさず、祥飛は不ふ機き嫌げんな声で答える。

「何を聞いたというんだ」

「後宮で貴妃をいじめたそうですね。その結果、こうやって独ひとり寝ねですか」

「いじめたわけではない。あの阿あ呆ほうが異国の者がどうのこうのと言うから、教育しただけだ」

「後宮入りした異国の姫ひめを庇かばわれたのですか？　珍しい」

「庇ったわけではない。後宮に諍いさかいを起こしそうな阿呆に、腹が立っただけだ」

「阿呆阿呆と……。その阿呆は、あなた様の妃きさきですよ」

　朱西は溜ため息いきをつく。すると窓辺から、けらけらと笑い声が起こる。

「いいじゃないか、朱西。阿呆は阿呆だぜ」

　寝室の窓辺に足をかけ、行ぎよう儀ぎ悪く座りこんでいるのは秦丈鉄だ。

「おまえのことも聞いたぞ、丈鉄。陛下と一いつ緒しよになって、宋貴妃の舌を切ると言ったそうだな」

「心外だなぁ、俺は陛下をお止め申し上げたんだぜ」

「宋貴妃の舌を切ると言うことで？」

「俺が代わりにやると言えば、陛下は興ざめしてやる気をなくすのはわかっていたからな」

「陛下といい、丈鉄といい……」

　頭痛がしそうだと、朱西はぼやいた。

　秦丈鉄も朱西と同様、幼い頃から祥飛に仕えている。
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　今の彼の身分は禁軍に籍せきを置く尉い将しようである。だが皇帝の護衛の勅任武官として、組織には所属せず、常に祥飛と行動を共にしている。

　丈鉄は、祥飛がまだ七つかそこらの時、先代皇帝と周宰相のはからいで祥飛の護衛となった。彼がどこの何者か、祥飛にも朱西にも知らされなかったが、当時、十四、五歳だったはずの彼は、その若さで相当な手て練だれだった。ただ者ではないのだけは、よくわかった。そして先代皇帝がなくなった今、彼の素す性じようを知るのは、周宰相と丈鉄本人だけである。

　丈鉄は今、公おおやけの身分を持っている。だが幼い頃から祥飛の護衛として彼の周囲に気を配っていたために、祥飛が直接使う密みつ探たんの性質が強い。

　気心が知れているので祥飛に対して遠慮がなく、同時に、悪友気分が抜ぬけないらしい。丈鉄は祥飛に、皇帝らしい振ふる舞まいをさせようという気がないのだ。

（困ったものだ。陛下はまだ、女性に興味がない年とし頃ごろなのだろうか）

　そう思ったが、己おのれのことを顧かえりみて不安にもなる。朱西は昨年二十歳はたちになり、周囲からは妻を娶めとれとせっつかれている。だが、まったくそんな気にならない。

　そもそも朱西は、女であれ男であれ、誰だれに対しても恋こい心ごころらしきものを抱いだいたことがない。

（陛下が俺と似た性質であれば、困った事だ。陛下にはお世よ継つぎを作る義務がある）

　そこでふと、食学博士の性さがが顔を出す。

（恋れん愛あい体質になる食べ物というのは、存在するのだろうか？）

　こんなことばかり考えているから恋愛に向かないのだと、そこはかとなく自覚していた。

　しかし自覚していても、性質が治るわけでもなく。彼に対して女たちが使う色目に気がつかない。色目どころか、半はん裸らの美び姫きが目の前で踊おどり狂くるっていても、まずその踊りの様式に興味を抱き、劣れつ情じようは三歩遅おくれてついてくるような男だった。

　食学博士の周朱西は、朝廷内で恋知らずの博士と呼ばれている。

「それに陛下。夜食も召めし上がっていませんね」

　卓たく子しに置かれた酒器と点心の器うつわに目をやる。

「欲しくない。下げさせろ」

「この夜食は陛下の心身に必要なものと、俺が選んだんです。召し上がってください」

　きつく言われると、祥飛は剣を寝台に置き、渋しぶ々しぶの様子で卓子についた。

　箸はしを手にする祥飛を見おろし、朱西は淡たん々たんと告げる。

「明日の夜食は、性欲が増す食べ物を用意しましょう」

　丈鉄がぶっと吹ふき出し、祥飛はむせた。祥飛は慌あわてて酒で喉のどを潤うるおすと、じろりと睨にらむ。

「なぜそうなる」

「性欲が増せば、阿呆と罵ば倒とうしている妃のもとへも行きたくなるでしょう」

「それはなかなか名案だな！　朱西」

　丈鉄が、我が慢まんの限界のようで爆ばく笑しようする。祥飛は目をつり上げた。

「なるか！　おまえはなぜ、そういう恥はずかしいことを平気で口にするんだ」

「恥ずかしいですか？　人が普ふ通つうに持ち合わせている欲求で、食欲や睡すい眠みん欲よくと同じです」

　その手の羞しゆう恥ち心しんが、朱西には理解不能だ。

「ああ、わかった、わかった。とにかく必要ない。しかもそんな食べ物があるとは思えん」

「あります。つい先頃、自分で実証しました。そこそこ効果はあります」

「で、実証したおまえは、女のもとへ忍しのんで行ったか？　恋知らずのおまえが」

「いいえ。忍んで行ける女性が思いあたらず、新たに探すのも口説くのも面倒でしたので、その気力で徹てつ夜やで書き物をしました」

　朱西と祥飛の会話に、丈鉄は声を殺して笑っている。

「ならば余もおまえと同様、書き物をするだけだ。それはそうと朱西。あれの行方ゆくえは？」

　手にした箸で点心を突つつきながら、なにげなく祥飛が問う。気にしていないふうに装よそおっていたが、祥飛は即そく位いしてからずっと、そのことを気に病やんでいる。それは気に病んで当然のことだ。

　今まで笑っていたはずの丈鉄の目にも、一いつ瞬しゆん、期待するような鋭するどい光が走る。

　しかし朱西は、祥飛を安心させる情報は何一つ持っていなかった。首を横に振る。

「手がかりは、なにも」

「……そうか」

　祥飛の声は、低く沈しずんだ。

「まあ、そう簡単には見つかりっこないな。気長にいきましょうや、陛下」

　丈鉄の軽口に頷うなずきつつ、祥飛はおもむろに、点心の傍かたわらに添そえてあった辛シン刺ツー油ヨウと呼ばれる激げき辛から調味料を、点心にどっとかけた。

　朱西はぎょっとし、「陛下！」と注意したが、祥飛はそのままぱくりと点心を口に入れ平然と咀そ嚼しやくする。

「辛からくありませんか？　陛下」

「このくらいしないと、味らしい味がしない」
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「可愛いなぁ、珠たまちゃん」

　理美はうっとり、卓子の上で香かおり漬づけを齧かじる銀毛の鼠ねずみを見つめる。夜中の厨ちゆう房ぼうで見つけた銀の鼠は、このひと月の間に、理美の愛あい玩がん動物として確固たる地位を確立していた。

　厨房責任者の宦かん官がんには「厨房で銀色の鼠を拾ったが、飼っていいか」と相談した。

　すると宦官は「鼠でも蟻ありでも蛙かえるでも、好きなように飼ってください」と言ったので、大手を振って飼っていた。

　珠ちゃんの四し肢しは細く、小鳥のように頼たよりない。四本足には五本の小さな爪つめがあり、右前足の爪は内側に曲がっていた。その爪に巻きこまれて、真しん珠じゆの粒つぶのようなものが見える。成長の過程で偶ぐう然ぜん、珠を巻きこんで爪が生えてしまったようで、珠は取れそうもなかった。

　この珠にちなんで、名は珠ちゃんとしたのだ。

　珠ちゃんが食べている皿とは別に、青磁の皿があり、そこにはふるふるとした塊かたまりが盛られていた。一口大に四角く切られた、半はん透とう明めいの寒天状のものだ。そのなかには緑色の小さな豆が散っている。透すける緑は、春らしい愛らしさだ。

　この半透明の塊の正体は和国の料理、冷ひや煮に霙みぞれという。魚の煮こごりなのだ。

　口に入れればほんのりと魚の風味と生しよう姜がの香がたち、体温に反応し、舌の上でとろりとなる。軽く嚙かめば爽さわやかな春豆がほろりと崩くずれ、食感が楽しめる。

　味覚はまだ、完全には戻もどっていない。

　けれど香漬を口にした後の数刻だけは、きちんと味を感じられる。

　だから香漬を口にして、味覚が戻ったわずかの時間で冷煮霙も作った。

　不思議と、和国の慣れた味であれば、香漬を齧らなくても味を感じる。なので自分の手料理だけは、味わって楽しめるのだ。

　後宮に入り、理美は女官として仕事を与あたえられた。所属の尚しようが決められ、毎日決まった時間に、持ち場に向かうことが義務になった。

　しかしまだまだ不慣れで、仕事を覚えるのがやっと。邪じや魔ま者ものあつかいされ、午後には小しよう翼よく宮きゆうに戻っていることも多い。

「役立たず！」と追い返された午後、理美は珠ちゃんとお茶を飲む。

　後宮入り初日から厨房に顔を出したおかげで、厨房の下働きの女たちや宦官と顔見知りになった。だから彼らにお願いして材料をわけてもらい、簡単な料理を作ることができた。

　和国の料理は、珠ちゃんの元気を回復させた。

　珠ちゃんは理美の作る香漬をよく食べる。食べれば食べるほど、元気になる。

　その時、数人の女官が回かい廊ろうを歩いてくる姿が見えた。彼女らは何事か声こわ高だかに喋しやべりながら歩いていたが、理美の房ぼうの前に来ると、

「おお、このあたりは、なんだか空気がよどんでる」

「野や蛮ばんな気配がするわ」

「いやいや、はやく行きましょう。恐こわい」

　と、はしゃいで通り過ぎていく。

（相変わらずだな～）

　宋貴妃は皇こう帝てい祥飛に、諍いさかいを起こすなと釘くぎを刺さされたが、それは逆効果だった。宋貴妃は理美のせいで祥飛の不興を買ったと、逆さか恨うらみしたらしい。

　宋貴妃の憎にくしみは自然と周囲に影えい響きようし、後宮内に、異国の姫ひめを蔑さげすむ空気が漂ただよっていた。

　しかし「彼女の肌はだはなぜか美しい」、「雪理美はタヌキ顔のくせに、肌だけは美しくて悔くやしい」と囁ささやく声も聞く。

　理美の肌が美しいのは、生まれもった肌質ばかりが原因ではない。長年、肌に良いものを食べる環かん境きようにいたからだ。香漬もそうだが、この冷煮霙も肌には良い料理。

　肌に良いとされる料理を、姉斎さい宮ぐうが好んだ。そのため理美は、それらの料理は何種も作り、毎日のように提供していたのだ。そして残り物は理美の口に入っていた。

　理美は今、香漬を口にしないと味を感じられない状態だ。そのうえ割わり振ふられた仕事でも常に四苦八苦。仕事に向かうと、いつも慌てて焦あせっている。それがさらにヘマに繫つながっている。そう感じるから、少しでも自分の緊きん張ちようを和やわらげる香漬は必要だった。

　だからその日の夜も、理美は香漬の材料を探しに厨房へ向かった。

　厨房の人々と仲良くなってからは、食材も道具も燃料も、自由に使っていいと許可をもらっている。

（魚の香漬もおいしいのよね。皮目を焼くと、甘い香こうばしさが口の中に広がって、まろやかなうまみがあって。身も、しっとりして。白身のお魚があればいいな。でもとりあえずは、定番の春はる瓜うりを）

　食材を求めていそいそと、燭しよく台だいを手に厨房へ入った。

　その瞬しゆん間かん、ぎょっとして立ち止まる。

（人がいる!?）

　真っ暗な厨房の隅すみに、小さな卓たく子しと椅い子すがある。厨房の人間が仕事の合間に食事をとるための卓子だが、そこに伏ふせて、誰だれかがぐったりと座っている。服装からすると宦官らしい。

　理美の気配にも、彼はぴくりともしないので、おそるおそる近づいてみる。

「あの、もしもし。死体ですか？」

　生きているか、大だい丈じよう夫ぶかと問いかけたつもりだった。

　すると死体もどきの宦官が、顔を伏せたままぷっと笑う。

「死体ではないよ。まだね」

　柔やわらかな声とともに大たい儀ぎそうに彼は顔をあげ、ほつれた前まえ髪がみをかきあげた。

（わぁ……なに……この人……）

　気け怠だるげな宦官の姿に、目を瞠みはる。

（なんて………妖よう艶えん……）




　　　三




　崑国に来て、初めて宦官の存在を知った。和国には宦官が存在しないのだ。

　宦官は後宮に勤めるにあたり、男性機能を切除する。そのため男性にしては筋肉が薄うすく、色が白く、声が高くなる。女性ではないが男性的でもなく、独特な雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

　しかし今、ほのかな蠟ろう燭そくの明かりに照らされて目の前にいる宦官は、独特どころではない。

（美しい妖よう魔まのようだわ）

　座っているので定さだかではないが、手足の長さからして長身だろう。肌は、冷水にさらした絹のように白い。瞳ひとみも髪かみも薄うす茶ちやで、全体に色素が薄い。甘く魅み惑わく的な美び貌ぼうだ。後宮のどんな妃嬪よりも艶つやっぽい。

　だが彼の表情に生気はなく、ひどく疲つかれたような気怠さが漂っている。

　美貌に驚おどろいていた理美だったが、その生気のなさに気がついて眉まゆをひそめた。

「あの……具合が悪いんですか？　こんな夜に、こんな場所にいる人には見えませんけど」

　彼の身につけている深しん衣いは暗い色の絹だったが、その上質さは光こう沢たくから見て取れた。

「君もね。女官でしょう？　厨房に出入りする人には見えないね」

「わたしは、許可をもらってます。でも話がそれてますよ。具合が悪いんですよね。人を呼んだほうが」

「構わないでいい。いつものことだから。ただ今日は、夜食を食べ損そこねたんだよ。さすがに少し、なにか口に入れないとまずいと思っただけで。それで目についた厨房へ来てみたものの、誰もいないし。食しよく欲よくもわかなくてね。すこし休んでいたんだ」

（食欲がない？）

　それを聞いた途と端たん、

「何か作ります」

　条件反射で言った理美に、彼は目を丸くした。

「作るとは、料理を？　君が？」

「はい」と頷うなずくと、すぐさま竈かまどを覗のぞきに行った。

　種火が燻くすぶって残っているので、簡単な料理ならば作れそうだった。

（そうだ。ちょうど冷煮霙が残っている）

　厨房の奥にある保冷用の石いし室むろから、煮こごり料理───冷煮霙を取り出すと、鍋なべに入れて竈にかける。ついでに冷煮霙と並んで置かれていた、瓜の香漬も持ち出して刻む。

　薄く刻んだ香漬を齧かじると、口の中にふわりと酒の香が広がり、味覚が蘇よみがえる。

　料理を作るのに、自分の舌がぼやけたままでは駄だ目めだ。

（体調が良くなさそうだから、優やさしくて口あたりのいいものを作らないと）

　思いがけず食べさせるべき人を前にして、急にわくわくする。

　突とつ然ぜん、てきぱきと動き始めた理美に、宦かん官がんは驚いたようだった。

「本当に女官の君が作る気？　いいよ、そんなことをしなくても。別に欲しくはないから」

「食べ物を探して厨ちゆう房ぼうに入りこんだ方が、欲しくないと言っても説得力ないですよ？　大丈夫です。わたしが作りたいんですから、黙だまって見ていやがれでございます」

「……」

　美貌の宦官は首を傾かしげる。

「君、崑国の人間じゃないね。とすると和国の姫……雪理美か。理美、誰から崑語を習ったの？」

「和国人の通つう詞じです。もとは崑国と和国を往復する船に乗り、水夫かこをしていた」

「なるほどそれで。見ていやがれでございます、ね」

　鍋に入れた煮にこごりが、熱で溶とけくずれた。

　この冷煮霙には川魚を使った。臭くさみを消すために生しよう姜がと葱ねぎを入れて煮て、丹たん念ねんに灰汁あくをすくった。そのためにえぐみは少なく、澄すんだ上品な汁しるになった。味つけは塩だけ。食感と甘みを加え、見た目を華はなやかにするために、春採どれの豆を散らしてある。

　その冷煮霙を再度温めて崩くずす。くつくつ煮ると、青い豆が浮うかぶ汁しる物ものになった。

　そこへ夜食の残り材料らしい、小麦粉で作った四角い薄うす皮かわ───雲ワン吞タンというらしい───を数枚入れる。

　雲吞とは読んで字のごとく。汁物の中で熱を加えると、とろりと真っ白な雲のようになり、口に入れれば、つるりと飲みこめる。そしてこの雲吞のとろみで、汁にもとろみが出る。

　仕上げにかかる。

　こくを足すために、崑国で多用される調味料、甘ガン醬ジヤンをたらす。

「どうぞ、試ためしてください」

　できあがった汁物を碗わんに注ぎ、香かおり漬づけの小皿も添そえ、宦官の前に置く。

　自分も彼の前に座った。

　宦官はしばらく迷う素そ振ぶりだったが、匙さじを手にすると、汁を口に運びはじめる。無言で、一匙二匙と口に入れる。上品な川魚の出汁だしに、ほんのり甘い甘醬の風味が加わって、優しい味わいになっている。汁にはとろみもあり、雲吞と一いつ緒しよに、つるりと喉のどを通るはず。

（口に合うかしら？）

　匙を運ぶ彼の口元は、どこか官能的だ。

（こんな綺き麗れいな人でも、ものを食べるんだものね。ほっとしちゃう）

　人並みにものを食うのであれば、どれほど美しかろうと天人でも仙せん人にんでもない、人だと実感できて安心する。彼は手にした匙を箸はしに持ちかえると、香漬も口に入れた。

「これはなに？　甘いね」

「和国の食べ物なんです。香漬といって。甘くても、砂糖を使っていないんです。それに食べ続けていると、体の調子が整います。肌はだが綺麗になるんです」

「和国の食べ物は、初めて口にしたよ。良い味だね」

　彼はまた匙を手にする。

　しばらく魅惑的な口元を見つめていると、彼の匙が止まった。

　碗の汁物は綺麗になくなっていた。

　彼が、温かい息を吐はく。真っ白だった頰ほおに、わずかに色がさしていた。

　聞かなくとも、彼が満足したことがわかった。ほっとして嬉うれしくなる。

「こんなふうに、いつも具合が悪いんですか？」

「具合が悪いというほどではないよ。食欲がなくて胃いの腑ふのあたりが重いというだけ」

　味覚がおかしくなっている理美と同様に、この美貌の宦官の心も乱れているのかもしれない。

　しかし汁物を平らげた彼の雰囲気は、さっきよりも格段に柔らかい。汁しる物もの一いつ杯ぱいで、これほど身に纏まとう空気が変わる。ならば毎日おいしいものを食べれば、彼の心の乱れも和やわらぎ、食しよく欲よく不ふ振しんも改善しそうだ。

　彼の変化が嬉しかった。

「こんなものでよければ、いつでも作ります。わたしを呼んでください」

「珍めずらしいことを言ってくれる」

「珍しいですか？」

「とてもね、珍しいよ。お礼をしないとね。なにか欲しいものはある？」

「別にないです。ただ、なにか食べたいと思った時に、わたしを呼んでくれたらいいです」

　宦官は不思議なものを見つけたように理美を見つめ、その後、微笑した。美しい微笑だった。

「可愛かわいいことを言うね、君。いいよ。ではこれから先、もし君に必要なことがあれば、わたしがなんでも叶かなえてあげる」

「なんでもって。あの……？　そもそもあなた、誰だれなんですか？」

　あまりに自信ありげな言葉に、この宦官の身分が気になった。なんでも思うままに物事を動かせるような、とんでもなく高位の宦官なのだろうか。

「わたし？」

　悪戯いたずらっぽく微笑むと、彼は卓たく子し越ごしに理美の耳に唇くちびるを近づけ、甘く囁ささやいた。

「内ない緒しよ」

「ひゃっ！」

　のけぞった理美に、彼はさらに目を細める。そして席を立ち、夜や陰いんに紛まぎれこむように厨房から出て行った。

　理美は彼の吐と息いきが触ふれた耳たぶを、しきりに引っ張った。揚あげ羽は蝶ちようかなにかが耳たぶに止まったみたいに、むずむずする。彼の色いろ香かは強すぎる。理美には過か剰じような妖よう艶えんさだ。







　しかしあれきり、美び貌ぼうの宦官は姿を現さなかった。

　理美は、あの宦官の体調が心配だった。彼はきっと、理美に出会った夜と同じように、ろくな食事をしていないだろう。

（あの人、食べに来てくれればいいのになぁ）

　と、毎夜のように厨房に行きつつ考えていた。

　その夜も理美は厨房で食材を物色し、春はる瓜うりを抱かかえて自分の房ぼうに帰ってきた。春瓜を居室に置くと、明かりの落ちた暗い寝しん室しつに向かった。月のない暗い夜だったので、蠟ろう燭そくの頼たよりない明かりを寝しん台だいの傍かたわらに置き、帯を解こうとした時だった。

（あれ？　珠ちゃんがいない）

　いつもなら、寝台の上で丸くなって眠ねむっているはずの珠ちゃんの姿がない。どこかに隠かくれているのだろうが、珠ちゃんが姿を隠すのは、室内に理美以外の人間がいるときだけだ。

「……まさか、ねぇ……」

　そう口にした時だった。背後の暗くら闇やみから、ひやりとする気配が迫せまった。びくりとしてふり返ろうとしたが、その前に、大きな手が理美の肩かたを摑つかんでいた。

「よお、女官殿どの。こんばんは」

　低い男の声に、全身が強こわばる。ここは後宮。宦官以外の男がいるはずはないのに、背後の気配は明らかに宦官たちとは違ちがう。がっちりとした、男らしい威い圧あつ感かんをひしひしと感じるのだ。

「……誰？」

「誰でもいいさ。あんたに用があってな。あんたの大切なものを、出してもらっていいかい？」

　理美が唯ゆい一いつ大切にしているものとなると、香漬を作る香かおり床どこの壺つぼだ。他ほかの持ちものは後宮に入ってから用意されたものだ。理美だけが持っている特とく殊しゆなものは、香床しかない。

「い、いやです。それだけは」

「いい子で出してくれれば、恐こわい思いはさせないさ。でもいい子じゃなけりゃ、俺はあんたになにかしなきゃならないぜ？　なぁ、女官殿。細い首だな。片手で折れそうだぜ」

　男の片手がすいと動いて、理美の首を軽く摑む。首に触れる冷たく硬かたい指の感かん触しよくに、一気に恐きよう怖ふがわきあがる。理美は泣きそうになりながらも、頷うなずくしかなかった。

「いい子だ。さあ、どこだ。大人しく出せ」

　理美はそろそろと歩み、寝台の傍らに置いてある壺を手にした。男が、不ふ審しんげに問う。

「そのなかにいるんだな」

　軽く背後から突つき飛ばされ、よろけた。その隙すきに前に回ってきた男が、理美の手から壺を奪うばい取った。そのまま床ゆかに倒たおれこんだ理美がはっと見あげると、揺ゆれる蠟燭の明かりの中に、ほのかに見える男の姿。

　顔はよくわからないが、頑がん健けんそうな筋肉質の体と、腰こしに佩はく幅はば広ひろの剣けんが恐おそろしかった。

「このことは忘れてくれ。これを渡わたしてくれさえすれば、文句はないんだ」

「どうして……？　なぜ、それを……？　あなた、誰……」

「詮せん索さくはなしだ。いいか。このことは口外するな。忘れてくれよ、雪理美。そうでなけりゃ、俺はあんたの口を封ふうじに来るぜ」

　それだけ言うと、彼は暗闇に溶とけるように音もなく室から出て行った。その様があまりにも鮮あざやかだったので、幻まぼろしを見たのかと思ったほどに暫しばらく呆ぼう然ぜんとしていた。

　そしてそのうちに、じわりと涙なみだがあふれてきた。

「香床が……」

　あれがなくなれば香漬を作れない。今の理美は香漬を口にしないと、味覚が戻もどらないのだ。

　味覚が戻らなければ冷ひや煮に霙みぞれも作れない。

　あの顔色の悪い宦かん官がんがやって来ても、料理を作ってあげることもできない。

　この先、このままの状態であれば、料理を味わうどころか、作ることもできない。

　理美の唯一の技わざが、奪われたに等しいのだ。

　あの男が何者か、そしてなんの目的で香床を奪ったのか。そんなことを考える余よ裕ゆうすらない。

　ただ香床が奪われた喪そう失しつ感かんで、頭も体もいっぱいになってしまう。

　ぽたぽたと裳もの上に涙が落ちる。すると寝台の下から、キュウキュウと小さな鳴き声がして、珠ちゃんが出てきた。珠ちゃんは気き遣づかうように理美の肩に乗り、耳元で小さく鳴き続ける。まるで慰なぐさめてくれているようだった。しかし涙は止まらなかった。

（……どうすればいいの？……斎さい宮ぐう様）

　理美を支える柱が、突とつ然ぜん、引っこ抜ぬかれてしまったのだ。
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　泣き続けているうちに、灯ともしていた蠟燭は燃もえ尽つきた。そして朝あさ陽ひが顔を出すと、扉とびらの隙すき間まから寝室へ、細い光が射さしこむ。

　理美はまだ床に座りこんでいた。涙の染しみが残る裳に、朝の光があたる。

（ああ……朝……）

　そう思ったが、ただぼんやりしていて、自分がなにをどうすればいいのか考えられない。

　普ふ通つうならば身み支じ度たくをして、朝あさ餉げを食べ、仕事へ向かう。だがそれらの行動を、今まで自分がどうやってこなしていたのか、その手順を一いつ切さい忘れてしまったかのように動けない。

　珠ちゃんは理美の肩の上にいて、心配そうにうずくまっていた。しかし何かの気配を察したように、急に顔をあげると肩から飛び下り、寝台の下へと潜もぐりこんだ。すると、

「理美様？　まだ寝室ですか？」

　朝の支度が遅おそいことに焦じれたのか、老侍じ女じよが寝室に顔を出す。そして理美の様子に目を丸くした。

「どうしたんですか、そんなところに座りこんで」

　理美は俯うつむいたまま、なんでもないと言う代わりに首を左右に振ふった。

「理美様。とにかく朝のお支度をして頂かないと、お務めに間に合いませんわよ」

　困こん惑わくする老侍女の発した、お務めの言葉に、理美はどきりとする。今まで十年間、理美は美うま味しの宮みやとして務めてきたのだ。自分の務めと言われれば、それは美味宮としての務めだと聞こえる。絶望感で真っ白になった頭に、務めという言葉だけが反はん響きようする。

（務め。わたしの、やるべきこと）

　そうすると、香床を奪われて呆然としている自分が、遠い場所にいる姉斎宮に叱しつ責せきされる気がした。なんとかしなさいと、命じられている気もした。

（なんとかしないと）

　その思いだけで立ちあがった。頭はほとんど動いていなかったが、それでも必死に、自らがやるべきことを考える。とにかくあの男を捜さがすべきだ。それだけはわかった。

「わたし……ちょっと、捜しものがあります」

「え、理美様!?」

　理美は老侍女を押しのけて房を出た。老侍女は、「理美様、どこへ行くのですか」と言いながらついて来るが、無視して、ふらつく足取りで内門を抜けた。回かい廊ろうを廻まわり、外門へと向かう。老侍女がついには「どこへ行くつもりですか！」と、悲鳴のような声をあげていた。

　老侍女の声を背に聞きながら、外門へと向かい、閉じられた門もん扉ぴの前で立ち止まる。

　門の大扉は閉じていたが脇わき門もんは開いていたので、そちらへと足を向ける。

　見張りの若い宦官が怪け訝げんそうに迎むかえる。

「なんの御ご用ようですか」

「外へ出してもらえませんか？　捜しものがあります」

　昨夜の男は宦官ではなかった。普通の男だとするならば、後宮の外にいるはず。しかも身なりもよく、腰に剣も佩いていた。武官のようだった。武官であれば、宮城内をくまなく探せば会える可能性はある。そのためには後宮から出るしかない。

「許可は？」

「ありません。けれど、すぐに戻りますから」

「だめです。許可のない者は、外へ出すことができません」

「なら、誰だれに許可をもらえばいいんですか？」

「それは内ない侍じ省の……」

　若い宦官はしどろもどろで、内侍堂の方へと視線を向ける。理美は頷く。

「では、内侍省から許可をもらいます」

　あの男のことを口外すれば、命がないかもしれない。なにか理由をつけて、うまく後宮から出られるように許可をもらえればいいのだ。無む茶ちやだとはわかっていたが、掛かけ合ってみる価値くらいはあるだろう。老侍女はおろおろしている。

　するとその様子を察したらしい宦官が数人、内侍堂から出てきた。

「なにをしておられる。あなたは雪宝林か」

　年かさの宦官が胡う乱ろんな表情で近づいてくると、老侍女は助けを求めるように、金切り声で訴うつたえた。

「理美様を宥なだめてくださいまし。今朝から、ご様子がおかしくて」

「わたしは、おかしくなんかありません。ただ外へ出て、捜したいものがあるんです」

「どんな理由にせよ、陛下の命令以外で、妃ひ嬪ひんは後宮の外へ出られません」

　宦官は淡たん々たんと拒きよ絶ぜつする。

「でも、出る必要があるんです」

「お引き取りください」

「嫌いやです。わたしは、出たいんです。捜しものがあるんです。見つけないといけないんです」

　理美は宦官と睨にらみ合い、そして、正せい攻こう法ほうではけして外へ出してもらえないと感じた。

（すこしの間でも、出られたら。ほんのすこし）

　焦あせりがせりあがる。まともに頭は動かないのに、衝しよう動どうばかりがつきあがってくる。

（すこしでも！）

　半分真っ白な頭に衝動が入りこみ、体が動いていた。理美は若い宦官を突き飛ばし、脇門へ向けて駆かけた。しかしすぐに宦官たちの手が伸のび、理美の腕うでや肩かたを摑つかむ。

「放してください！　わたしは、外へ！」

「大人しくなさい、雪宝林！」

「ああ、理美様！　なんてだいそれたこと！」

　老侍女は悲鳴をあげた。理美はもがきながら、宦官の冷静な言葉を聞いた。

「大人しくなさい、雪宝林。後宮務めを始めたお方には、よくあることですよ。嫌になって故郷や家に帰りたいと、こうやって門前で騒さわぎを起こす人は、あなただけではない」

「ちがいます、わたしは！　捜しものがあるんです！」

「とにかく、あなたはここから、陛下の許可なく出ることは叶かなわない。頭が冷えるまで、すこし内侍堂の仮かり牢ろうでお休みください」

　宦かん官がんたちに引きずられ、理美は内侍堂の中にある、格こう子しのついた部屋に入れられた。
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「なんですか、それは。書類ですか？」

　食しき学がく博士であり皇こう帝ていの相談役の侍じ中ちゆうである周朱西は、皇帝の居室に向かう途と中ちゆうの回廊で、吏部の官かん吏りと出くわした。

「はい。これから陛下のもとへ、この書類を届けに参ります」

「書類一枚で、わざわざ面めん倒どうでしょう。俺が預かりますよ」

　申し出ると官吏は恐きよう縮しゆくしながらも「助かります」と頭を下げ、帰って行った。気軽に預かった書類を手に歩き出した朱西は、書類の文面に目を落として首を傾かしげる。

「内侍省の仮牢の使用？」

　それは後宮を取り仕切る内侍省からの報告で、内侍堂内の仮牢を一時使用する旨むねが記されている。普ふ段だんならそんな書類が、皇帝のもとまで回されることはない。だが牢に入るのが妃嬪の場合、事後承しよう諾だくであれ皇帝の許可が求められるのだ。

　どうやら妃嬪の一人が、後宮から飛び出そうとしたらしい。その妃嬪の名が記されていた。

「雪理美？」

　覚えのある名だった。確か後宮入りした和国の姫ひめで、後宮入りの時、朱西は彼女に会っている。姫君にしては珍めずらしく、食品を命より大事そうに抱だいていて、後宮に持ち込みたいと訴えていた変わった姫だった。

「あの人が」

　異国からやって来たあの姫は、後宮務めのつらさに耐たえかねたのだろうか。それはままあることで、珍しいことでない。そんなことを考えながら、皇帝の居室に近づいた。

　朝議の時間。皇帝である祥飛が朝議に出席している間、彼の室は空のはずだった。

　だが、室の中に秦丈鉄の姿があった。彼は室の中央に据すえられた卓たく子しの上に素す焼やきの壺つぼを置き、その蓋ふたを開き、中を覗のぞきこんで困り果てたような顔をして頭を搔かいていた。

「参ったね、こりゃ……。俺の勘かん違ちがいか？」

　独り言を呟つぶやいている。

「なにをしているんだ？　丈鉄。今朝は陛下と一いつ緒しよに朝議に出なかったのか」

　室の出入り口に立った朱西が声をかけると、丈鉄は眉まゆ尻じりを下げる。

「いや、なに。ちょっと野や暮ぼ用があって」

「職務怠たい慢まんだな」

　と言いながら室に踏ふみこんだ朱西は、卓子の上の壺に気がついた。見覚えがある気がして、何げなく覗いて目を見開く。

「これは和国の姫、雪理美という人が和国から持ってきたものだろう!?　なんでここに!?」

　手にある書類に名が記されている姫の持ちものが、こんな場所にあることに仰ぎよう天てんした。

「いや～、ちょっとした勘違いで」

「おまえの仕し業わざか？　どうして」

「だから、勘違いで。後宮から持って来ちまった」

「持って来たのではなく、盗ぬすんだんだろう！」

　後宮入りするときあの異国の姫は、絶対にこれを手放してなるものかと、精せい一いつ杯ぱいの抵てい抗こうをしていた。そんな彼女が、ほいほいと簡単に壺を手放すわけはない。

（まさか、彼女は）

　内侍省からの書類に再び目を落とす。書類には雪理美が「捜しものがある」と騒ぎ立て、後宮から出ようとしたと記されている。もしや彼女は大切な壺を奪うばわれたことに動どう揺ようし、取り返そうと試みて、後宮から出ようとしたのではないか。

「なぜ盗んだ。丈鉄」

「いや、だからな」

　いつになく弱よわ腰ごしで足を引く丈鉄に詰つめ寄り、朱西は相手の剣けんへと手を伸ばす。剣の柄つかを飾かざる組くみ紐ひもの一本を的確に摑むと、それはなぜかするりと抜ぬけ、朱西の手に残った。

（やはり。不自然だと思った）

　飾り紐ひもの中に一本だけ、白っぽい紐が交じっていたのを朱西は見み逃のがさなかったのだ。それは紙をこよりのように捻ねじったもので、広げると意味もなく崑こん字じが羅ら列れつしてある。

「おい、返せよ」

「これは符ふ牒ちようだな？　文ふみの頭に「勅ちよく」とあるから指令だろうが。誰からの指令だ？　この指令で、壺を盗んだのか」

　黙だまる丈鉄に、朱西はさらに問う。

「この筆ひつ跡せきには覚えがある。父上───周宰さい相しようだな？　なんの命令がおまえに下っているんだ。まさか陛下の身の安全に関かかわることか？　そもそもおまえはなぜ、周宰相の命令を受けている」

「おまえの目は誤ご魔ま化かせないな。まあ、いろいろと事情があってな」

「その事情とやらは、俺も陛下も昔から聞いたことがない。陛下は気にしていないようだが、俺は気になるよ、丈鉄。おまえと周宰相の関係と、おまえが本当は何者なのかと」

「そんな顔するなよ。気にするほどのもんじゃないさ。とにかくこの壺は、ちょっとした俺の勘違いで持って来ちまったんだ」

「まさかとは思うが……、あれに関わることか？　おまえが関わっているのか？」

「なんのことだ？」

「陛下の周囲で起こった最も憂うれうべき異変といえば、一つしかない。五ご龍りゆうだ。おまえなら簡単だったはずだ」

　丈鉄はにっと笑う。

「まさか俺を疑うのか？　そんなことして、俺になんの得がある」

「おまえが、おかしな行動をするから疑わざるを得ないだけだ。特に周宰相が絡からんでいるとなると、なおさらだ。周宰相はどんな思おも惑わくでどんな命令を下すか、誰だれにも予測できない」

　わざとらしく丈鉄は肩をすくめ、哀かなしげな表情を作る。

「ひどいなぁ、泣けてくるぜ」

「おまえが泣くたまか。とにかくその壺を勘違いで持って来たなら、返して、謝ってこい」

「いやだね。間ま違ちがえたからって、奪ったものをわざわざ返しにいく馬ば鹿かな密みつ探たんはいないだろう」

「これは、あの異国の姫にとっては大切な物だ。これを見ろ」

　朱西は手にした書類を、丈鉄の胸に押しつけた。

「それを奪われた雪理美は、後宮から出ようとして仮牢に入れられている！　それを取り戻もどそうと、必死になっていたに違ちがいない」

「だから？」

　せせら笑うように言われ、朱西は眉まゆをひそめる。丈鉄は時々、こんなふうに人の思いを踏みにじっても平気なところがある。朱西はそれが我が慢まんならない。

　人の思いを踏みにじって平気な顔をしている父親、周考こう仁じんに、嫌けん悪お感かんを抱いだいて育ったからだ。

　───うぬぼれるな。おまえはただ、思考の道具なのだ。

　幼い頃ころ、愛情を確かめようとした朱西に、周宰相は冷れい酷こくに告げた。父親から愛されていることを確かく認にんしたいという、当たり前すぎる思いだった。うわべだけでも「可愛かわいい我が子だ」と言って欲しかった。その幼い気持ちを、宰相は平気で踏みにじった。

　その時以来、朱西は誰かのために頭脳を使うことに嫌悪感がある。まるで自分が、思考するためだけに使われている、ただの人形のような気がして。

　だから頑かたくなに、自らが望む食学の研究をする博士でいたいと言い続けているのだ。

　朱西は黙って壺に蓋をし、抱かかえた。

「どうする気だ、朱西」

「おまえが行かないなら、俺が返してくる」

「おいおい、おまえが行く必要ないだろう。宦官に預けて返させればいい。落ちてました、とか言ってな」

「自分で行く。おまえが謝らないのであれば、これを返して、代わりに俺が詫わびを言う」

　そうしなければ、大切な物をわけもなく、ただの勘違いで奪われた異国の姫が気の毒すぎた。彼女はきっと無理を承知で、それでもなんとか後宮から出て、これを取り戻そうとしていたに違いないのだ。その果か敢かんさにも、報むくいる必要があるはずだ。
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　仮かり牢ろうに入れられると、理美の真っ白な頭も、ゆるゆると現状を理解した。

（どんなにがんばったところで、後宮から出られるわけないのに。わたしは……馬鹿みたいなことをした）

　大人しく項うな垂だれて座る理美を、宦かん官がんたちも哀あわれに思ったのか。日が落ちる頃には仮牢から出してくれた。「二度と、馬鹿な真似まねはおよしなさい」と釘くぎを刺さされ、それに悄しよう然ぜんと頷うなずくと、理美は小しよう翼よく宮きゆうへと戻った。

　房ぼうに戻ると、老侍じ女じよもさすがに心配らしく、理美を支えて寝しん台だいへ連れて行ってくれた。なにか口にするかと聞いてくれたが、なにも食べたくはなかった。どのみちなにを食べても、味などしないのだ。首を横に振ふると、老侍女は嫌いや味み一つ言わずに静かに出て行った。

　寝台に横になって、目を閉じる。

　口の中に、何一つ味を感じられない。それが虚むなしくてどうしようもなくて、昨日まで感じていた香かおり漬づけの味わいすら、思い出せなくなりそうだ。

（なにも考えられない……）

　空くう虚きよ感に、ただ眠ねむりたいと願った。珠ちゃんがこそこそと寝台の下から出てきて、理美の枕まくら元もとに丸まってくれた。小さな生き物が理美を労いたわってくれているような気配に、じんとした。「ありがとう、珠ちゃん」と囁ささやき、そのまま眠ってしまった。

　再び目を覚ましたときには、周囲は真っ暗になっていた。現実を拒きよ否ひするように眠り続けていた自分を愚おろかだとは思うが、気力はわかず、体を起こすのも億おつ劫くうだった。

　胸の上にかかっている掛かけ布ふを引きあげようと手を伸のばしたとき、紙の感かん触しよくが指先に当たった。

　半ば無意識に、手に触ふれた紙を摘つまんだ。その小さな紙切れに文字が綴つづってある。

　月の明るい夜だったので、月明かりだけで文字が判読できた。

『今夜。陰いんの刻こく二つ。東とう梨り苑えんに来られたし。大切なものをお返しします』

　薄うす暗ぐらい中で文字を確認した途と端たんに、ばっと跳はね起きていた。紙し片へんを両手で握にぎりしめ、再度、文字を目で追う。

「大切なものって、きっと……」

　今は何時だろうと、月の光が入ってくる角度を確認する。おそらく陰刻二つに近い。

　この手紙の主は、誰かわからない。のこのこと出かけていったら、どんな目に遭あうかわからない。なにしろ指示してある場所、東梨苑は人目がない。そこは後宮の外れにある、梨なしの木が広がる庭園で、幽ゆう霊れいが出ると噂うわさがある不気味なところなのだ。

　だが理美に迷いはなかった。なにが起こるにしろ、今よりはきっとましだ。

　寝台から足をおろすと、キュウと小さな鳴き声がして、袖そでを引っ張られる。

　珠ちゃんが心配そうな青い目で、理美を見あげていた。珠ちゃんは袖の先を口に咥くわえ、引き留めようとしている。心配しているのだろう。

「ありがとう、珠ちゃん。でも、行かなきゃ」

　珠ちゃんの背を撫なでて安心させて、咥えている袖を放させた。

　行ってくるねと小さく笑って手を振って、理美は小翼宮を抜け出した。

　夜の後宮は恐こわい。

　しんと静まりかえっていて、人ひと影かげがまったくない。女たちはそれぞれの室に引っ込んで、ぬくぬくと過ごすのを好む。好きこのんで、暗い後宮内をうろつくのは、あらゆる理由で命を落として恨うらみを募つのらせた、亡ぼう霊れいくらいだ。

　それでも今夜は、月が明るいのが救い。

　かなりの広さを誇ほこる東梨苑だったが、外周を屋根つきの壁かべに囲われている。もともと徳とく妃ひの住む宮きゆう殿でんがあったらしいのだが、不幸な事故があり、それを機に建物を取り壊こわして庭園にしたという。それでもそこに住んでいた徳妃の亡霊が出ると、誰も近寄りたがらない場所だ。

　優ゆう雅がに弧こを描えがく半円の出入り口が、正面の壁に開いている。それを目にすると、我知らず全身が強こわばった。

（亡霊の出る梨苑。ここに……、誰が、わたしを呼び出したの……？）

　けれど引き返すつもりはなかった。くっと唇くちびるを引き締しめると中に踏ふみこむ。

　すると、思いがけず美しい景色が広がっていた。

「……きれい」

　目の前に広がる梨の木々。その枝先が月光を受け、白く光っている。白い梨の花の蕾つぼみが、月光をはじき返しているのだ。その様は、枝先に舞まい降りた白い精せい霊れいたちが、群れをなし、そっと静かに休息しているようだった。

　ここが亡霊の出現する場所だということを一いつ瞬しゆん忘れ、みとれていた。

「来てくれましたね、雪理美」

　柔やわらかく静かな男の声が聞こえ、理美ははっとして周囲に目をやった。すると一本の梨の木の陰かげから、背の高い細身の青年が姿を現した。それを目にした理美は、息が止まるほど驚おどろいた。
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「周朱西様……？」

　まさかと思った。ここは後宮だ。高位の官かん吏りであれど、男性が入れる場所ではない。しかも彼は、理美がずっと会いたいと願っていた人だ。梨の花の美しさにあてられて、夢を見ているのだろうか。そんな気がして呆ぼう然ぜんとしていると、朱西はゆっくりと近づいてきた。

「俺のことを覚えていますか？　理美」

「幻まぼろし……ですか？」

　問いかけて、手を伸ばし、そっと朱西の肩かたあたりに触れてみる。すると指先に確かな現実味を感じ、「ひゃっ！」と驚いて手を引っ込めた。本物だ。朱西は苦く笑しようした。

「驚くのも無理はありませんが、現実です。この東梨苑には、陛下のために作られた隠かくし通路があり、外朝へ続いています。知っているのは陛下と側近の数名だけですが、それを利用させてもらいました。おおっぴらに、あなたのところへ行けないものですから」

「わたしのところへ？」

「あなたが、なにかを捜さがすために後宮の外へ出ようとしたことを知りました。それで俺は内ない侍じ省を訪ねましたが、あなたはまだ仮牢の中にいて、会わせられないと断られた。しかし夕暮れには仮牢から出されたと聞き、急ぎ会える方法を考えたんです」

　朱西は、彼が歩み出てきた梨の木の陰に戻もどると、そこに置いてあったらしい壺つぼを抱えて戻ってきた。

「これを返したかったんです。俺の知人が、勘かん違ちがいであなたから奪うばってしまったようだ。申し訳ない」

　それを目にして、理美は両手で口を覆おおった。嬉うれしさのあまり、一気に視界が滲にじむ。

「これ……！」

　震ふるえる指先を伸ばし両手で壺を受け取る。そして壺を抱だいたまま、青々とした下生えが広がるその場に、へなへなと座りこんでしまった。

　震える手で膝ひざの上に抱かかえた壺の蓋ふたを開き、中身を確かく認にんし、香かおり床どこだと認めると蓋を閉じた。強く壺を抱えこむ。嬉しくて、眦まなじりから次々に涙なみだが滲み出てきた。

「良かった……。良かった……。これで、わたし……」

　希望そのものを抱いている気がした。

　座りこんでしまった理美の横に、朱西も腰こしを落とす。

「本当に申し訳なかったです。すみません。これを奪った者のかわりに、俺がお詫びを言います。ですが彼も、あなたに呼び出しの手紙を届けるのだけは、やってくれました。彼なりの詫びだとは思います。それで許してやってもらえませんか？」

「これが戻れば、なんでもいいんです。これがあれば」

　穏おだやかな朱西の声を聞いて、香床の壺を抱いていると、不安や絶望が蕩とろけるように消えていく。そしてかわりに現実感が戻ってくる。

「それが本当に大切なんですね。後宮入りするときも、随ずい分ぶんがんばっていましたね」

　苦笑するように言われると、理美はようやく、こうやって朱西に会えたことの喜びが胸の内にわきあがってくる。そして彼に会ったら、真っ先に言おうと決意していた言葉を思い出す。

「あのときは、ありがとうございました。わたし、お礼も言えなくて」

「たいしたことではありませんよ。俺はあのとき急に、わけもわからず呼び出されたんですが。あなたのような姫ひめ君ぎみ育ちの人が、食品に愛情を注いでいることが驚きで面おも白しろかったんです。だから口くち添ぞえしただけです」

「わたし、姫君育ちではありません。美うま味しの宮みやという務めがあったから」

　ようやく落ち着いてきた理美だったが、安あん堵ど感かんと嬉しさで力が抜ぬけ、ふにゃりと、背後にある梨の木の幹にもたれかかった。

「美味宮とは？」

「神に捧ささげる食事を作るための、お役目なんです」

　ふと遠い昔を思い返し上に目を向けると、白い梨の蕾が光っている。

　そういえば和国の宮中の庭にも、梨の木はあった。

　理美は御み門かどの第九皇おう女じよとして生まれた。

　理美の母は更こう衣いだった。身分はさほど高くない。実家の家いえ柄がらは悪くないが、父君が早世したために財産もなく、老いて出家した母君しかいなかった。ゆえになんの後ろ盾だてもなかった。

　そしてさらに不幸なことに、母更衣は、理美を生むと同時に身み罷まかった。

　理美は御門の血を受け継つぐ皇女であったが、後ろ盾もなく母君もなく、御門の情けだけで内だい裏りに住んでいるような有様だった。

　七つになった時、理美を臣下の妻にする動きがあった。婚こん姻いんには早すぎる年ねん齢れいだったが、後ろ盾もない母君もいない皇女は、いつまでも内裏にとどめておけないのだ。

　皇子であれば姓せいを賜たまわり臣下へ下る方法もあったが、皇女は結けつ婚こんするより他ほかに手はない。

　だが御門には皇女が多かったために、ほとんどの有力臣下には姉皇女たちが嫁とついでいた。

　身分のさほど高くない貴族へならば嫁げたのだろうが、皇女という血筋から、滅めつ多たなところへは輿こし入いれできない。相手貴族も、皇女を受け入れるほどの体面は保てないと遠えん慮りよする。

　結局、理美の引き取り手はなく、御門も理美付きの侍じ女じよも、困り果てていた。

　大人たちはいつも理美を見て、困ったと言っていた。可哀かわい相そうにとも言ってくれた。

　ないがしろにされているわけではなかった。だが、自分の存在が周囲を困らせていることが心苦しくて、肩かた身みが狭せまかった。小さな肩を、いつもすぼめていた記き憶おくがある。

　そして御門が考え出した奥の手が、理美を美味宮として、伊い那なの地へ送ることだった。

　都から遠く離はなれた伊那には、国くに護まもりの大おお神かみを祀まつる大社がある。そこには御門の皇女が一人、神に仕える役目を仰おおせつかり、斎さい宮ぐうとして住んでいた。それが理美のすぐ上の姉皇女だった。

　そして斎宮と同様に神に仕える役目として、美味宮という役目があった。

　美味宮は、神に捧げる食事を調理する役目を務める聖職。

「それは巫女みこなんですか？」

「聖職ですが、実際は厨くりやの番人です。姫ひめらしくもないです」

　美味宮としての生活を思い出し、苦笑した。

　神に捧げる食事を作る時、一いつ切さいの穢けがれは禁きん忌き。調理する者は人と交わらず穢れを身に纏まとわず、常に禊みそぎをし、日々神に捧げる食事を作る。食事は神に捧げられた後、斎宮の食事として供される。美味宮とは実質、斎宮の食事を作る役目なのだ。

　人との接せつ触しよくは制限され、日々、禊ぎ。そして料理。それ以外が許されないお役目であるから、ここ百年ばかりは空位になっていた。美味宮といえば聞こえはいいが、その実、片かた田舎いなかで籠かごの鳥になり、毎日厨に立つ、孤こ独どくな厨の番人なのだから。

　けれど「美味宮になるのはどうか」と父御門に問われたとき、理美はすぐ「諾だく」と答えた。

　美味宮がなにをする役目なのかは、知りもしなかった。だが「諾」と答えれば、周囲のみんなが、もう困らなくなると察したからだ。

　肩身の狭い思いをしなくてすむと、そう思ったからだ。

　理美は七歳の時、伊那の地へ下った。そして美味宮となり、十年───。

　理美は姉斎宮だけを見つめて生きていた。彼女が食す食事を毎日作り、捧げた。

　姉斎宮は気まぐれで癇かん癪しやく持もちで、大変な健けん啖たん家かで美食家だった。籠の鳥である斎宮の楽しみは食事しかなく、理美はいつも目の前にいる姉斎宮を満足させることばかり考えていた。

　目の前にいる人に「おいしい」と言わせたくて、どうしようもない。

　そんな奇き妙みような習性が体に染しみつくまで、理美は毎日厨に立ち、容易に「おいしい」と満足しない姉斎宮と向き合っていたのだ。

「おいしい」と言ってくれる人がいれば、理美は必要な人間とされていると思えた。

「おいしい」と言ってくれる人がいる場所が、理美の居場所になる。

　姉斎宮のいた場所が、確かに理美の居場所だった。

「実際はただの厨の番人でも、そのお役目があったから、わたしはそこにいてもいいのだと思って……安心したんです。宮中には、わたしの居場所がなかったから」

　その言葉に、朱西はすこし痛ましげに問う。

「幼い頃ころに、宮中でつらい思いをしたんですか？」

「いいえ。ただ、周りを困らせているのが申し訳なかっただけです。でもそのかわり美味宮になってからは、安心して、ここがわたしの居場所だと確信して過ごせました」

「崑国にも、神に捧げる食事を作るという話はありますね」

「えっ!?　わたしみたいな人がいるんですか」

「伝説の中での話です。神に捧げる食事は聖せい餐さんと呼ばれ、仙せんが作るとされています」

　朱西の語るところによると、崑国の伝説には、一つの技わざを極きわめる仙が無数に存在するという。武芸、詩歌、狩しゆ猟りよう、農耕、あらゆる技があるというのだ。

「その中には、食を極める仙が存在します。その仙は食を極め、神の食事を作るという伝説があるんです。ですから人は神の食事を作りません。しかし仙が作り神に食事を捧げるという伝説は、おそらく豊富な知識と技術をもってものを食せば、それは神に捧げうるほどの効能があるという意味だろうと解かい釈しやくしました。俺は、幼い頃から陛下にお仕えしているんですが」

「あ、知ってます。侍女が教えてくれました。朱西様は陛下に仕えているんだって」

「そうなんですか？」と微笑ほほえみ、朱西は続ける。

「俺は、陛下が口にするもので、陛下が皇こう帝ていとしての資質をあげられるのではないかと考えたんです。様々に食の効能を調べ、体系的にまとめようと、こつこつ探究していました。そして三年前に、ようやくそれは食しき学がくという学問として国に認められました。美味宮はいませんが、崑国には食学があります」

　大切な壺つぼをぎゅっと抱え、理美は頰ほおを染めた。

（このお方、そんなことを考えて、学問を興おこした方なんだ）

　理美も毎日の務めの中で、食べ物を選ぶ事で人は効能を得られると、なんとなく実感していた。しかしそれを突つき詰つめて考えようと思ったこともないし、まして学問として体系的にまとめようなどとは、考えもおよばない。

「探究してたら、目新しい発見はいっぱいあるんでしょうね」

　呟つぶやくと、朱西はすこし情けなさそうに笑う。

「まあ、そこそこですね。研究者は、実はまだ俺一人ですし」

「じゃあ食学は、健けな気げな朱西様の、ひとりぼっち学問なんですか？」

「その表現は、そこはかとなく自分が哀あわれになります。もっと遠回しに、比ひ喩ゆなどを使ってもらえるとありがたいですが」

「すみません、崑語があまり得意ではないので。とにかく食学は……朱西様の孤独的、不ふ憫びん的学問なんですね」

　一いつ瞬しゆん、朱西は沈ちん黙もくした。

「……先ほどよりも表現が剝むき出しです……。『的』をつければ、比喩になると思っていませんか？」

「違ちがいますか？」

「違います。あなたは崑語が堪たん能のうなようで、時々怪あやしい……。とにかく食学とは、食べ物が人に及およぼす影えい響きようを知り、まとめる学問です。またできれば新たに、知られていない食べ物の影響なども、探究したいと思っています。つい先さき頃ごろ手をつけたのは、陛下の、お世よ継つぎを作るのに必要な食についてです」

「必要な食？」

「性欲を増大させる食べ物です。妓ぎ楼ろうのやり手に伝わる秘伝などを蒐しゆう集しゆうし、効能を実証しました。何種もの食材を、何人かに試ためしました。自分でも試しました。しかし効能が確かく認にんされたのは、まだ一種類。南方の佳か生おという果物です。これを定期的に食すと、むらむらします」

「そうですか、むらむら」

　理美は真ま面じ目めに頷うなずくが、はたと気がつく。

（む……、むらむら？）

　涼すずしげな食学博士の口から出た言葉に目を剝くが、朱西は引き続き、しごく真面目に返す。

「そうです、確実に効きます。危あやうく俺は、実証を手伝っていた同どう僚りように襲おそわれかけました。俺もそのとき自ら試していたので、理性が働かなければ大だい惨さん事じになっていたことでしょう」

　平然と話しているが、なかなかきわどい内容だった。

「しかしこの食材も、摂せつ取しゆ量や、食べる時間を計らねば効果は期待できません。これらのことも含ふくめ、いずれ食効大たい綱こうという書にまとめようと考えています」

「その御ご本が完成したら、わたしも読ませてもらっていいですか？」

「ええ、さしあげましょう。あなたは和国の、聖餐を饗きようする仙らしいですからね」

　冗じよう談だんめかして言うと、朱西は立ちあがり、下した裳もについた草葉を払はらい落とす。そして理美に向かって手をさしのべた。

「さあ、お立ちなさい。おしゃべりが過ぎました。俺は、ここにいてはならない人間ですから。けれどあなたにそれを返せて、そして話ができて良かった。安心しました」

　差し出された手は、初めて出会ったときの再現のようだった。

　彼の背後には夜空の美しい月と、梨なしの蕾つぼみの白い輝かがやきがあった。

（優やさしい……。なんて優しい方）

　崑国に来てずっと感じている、自分の居場所のなさ。それは幼い頃に感じた居たたまれなさと同様で、自分がこの場所に受け入れてもらえない寂さびしさと哀かなしみが、常に心の奥にうずくまっている。

　けれどこんなに優しい人もいるのだ。この広大な崑国で、たった一人だけでも、こんなふうに微笑みかけてくれる人がいるというだけで、自分の居たたまれなさも耐たえられる気がした。

　朱西のような人がこの国にいてくれるというだけで、ほっとできる。

　手を引かれて立ちあがると、理美はたまらなく切なくなって、朱西を見つめた。

「あの、またお目にかかれますか？」

「どうでしょうか。本来、あなたと俺は、会えるはずのない立場なのですが。なにかの縁えんがあれば、またどこかで会えるでしょう」

　握にぎっていた手をさらりと離はなし、朱西はきびすを返した。梨の木の向こうの暗くら闇やみに消えていく姿を見つめて、そして彼の姿が消えた闇やみを見つめ、理美の胸は絞しぼられるように痛む。

（朱西様……。会えるかしら、また……）
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　月夜に朱西と会ってから、心の隅すみに切ない気持ちを抱かかえて過ごしていた。

　ただ香かおり床どこを取り戻もどせたことで、毎日香かおり漬づけを口にすることができた。そして朱西に会ったことをきっかけに、理美の味覚は徐じよ々じよに戻った。

　そして驚おどろいたことに数日で完かん璧ぺきに元通りになり、繊せん細さいな味さえも味わえた。

　あの美しい梨り苑えんで、朱西は理美の緊きん張ちようや不安を持ち去ってくれたようだった。

　そうしていると、ひやりとする初春の気配は去り、花々が咲さき競きそう暖かさになった。

　そしてその頃から、理美の周囲で奇妙な変化が起こりはじめた。

　理美は尚しよう食しよくの女官として、各宮きゆう殿でんから求められる食材をとりまとめて、発注する仕事を任されていた。和国と崑国では使う文字が同じなので、喋しやべるよりも文字を書くほうが楽だった。

　それでも最初は、何をどうすればいいのかわからず、四苦八苦した。

　例えば、各宮殿からの要求項こう目もくに『水』と書かれていたので、厨ちゆう房ぼうごとに井い戸どがある後宮で、水を注文するのはあり得ないと思って発注項目から削さく除じよした。しかし実は、お茶を淹いれる水だけは水売りから買っていることが判明し、泡あわを食って注文書を全部書き直したり。

　崑国特有の調味料、醬ジヤンの種類が多過ぎて、混乱し、発注を間ま違ちがえて呆あきれられたり。

　他ほかの尚食の女官や宦かん官がんたちは、最初こそ冷ややかだった。

　だが暇ひまを見て細々したことを教えてくれる人や、手伝ってくれる人も出てきた。

　親しくなってくると彼女彼らは、決まって照れたように「あなたの肌はだが美しいのには、秘密があるともっぱらの噂うわさだ。その秘密を教えてくれ」と言う。理美が、和国の食べ物を食べているからだと教えると、今度はそれが欲しいと言う。

　理美の持っている香床では、大量の香漬は作れない。なので特に親切にしてくれた女官や宦官に、時々少しずつ分けるしかなかった。

「気味悪い……かも？」

　自分の房ぼうで、理美は呟く。

　甲斐かい甲斐がいしく室内を整えていた老侍じ女じよが、大おお盤ばん振ぶる舞まいの笑え顔がおでふり返る。

「なにか仰おつしやいましたか！　理美様。あ、お疲つかれではございませんか？　お茶をお持ちしましょうかね？　花茶はいかが？」

「……これが最高に気味悪い……」

　あれほど嫌いや味みたらたらだった老侍女が、近ちか頃ごろやたらと愛あい想そがいい。この変化は間違いなく、「噂」に原因がある。理美の美肌に秘密があるという噂だ。

　美容に関心が高い後宮内では、秘密の美容法を知る者は尊敬され、重宝され、仲良しになりたがる者がわんさと寄ってくる。

　そのためか近頃、理美への嫌いやがらせめいたことは、すっかりなりをひそめていた。

　しかし、解げせない。そもそも美肌の噂は、誰だれがどんな目的で流しているのだろうか。

　小しよう翼よく宮きゆうの厨房で働く女たちは、下働きの女同士で理美の噂をしている。ただ彼女らが女官や侍女と交じることは希まれだ。下働きの女たちの噂うわさ話ばなしが、女官や侍女に伝わるとは思えない。

　理美付きの老侍女も最初は「そんなもので肌が綺き麗れいになるものか」と、信用しなかった。

　いそいそと花茶を運んできた老侍女に、理美は試しに言ってみた。

「美しい肌の……」

「美肌のなんでございますか!?」

　たった一言で、老侍女は急きゆう須すを取り落とさんばかりに興奮して身を乗り出す。

（絶対、怪しいわぁ～）

　間違いなく女官や侍女の間に、信用できる筋からとして、理美の美肌に秘密ありと噂が流れている。そうでなければ老侍女がこれほど見事に、掌てのひらを返すわけがない。

「理美様の美肌のなんでございますか！　理美様の壺つぼの、あれですよね。わたしにもあれを下さる気になったとか、そんなことでございますか!?」

「違うけど」

「ああ……そうでございますか……」

　あからさまに落らく胆たんした老侍女は、こぽこぽと力なく花茶を淹れる。

「前に香漬をすすめたときに、あなた、肌が綺麗になるって信用しなかったのに。なんで今、欲しがるの？　なんで信じる気になったの？」

「宋貴妃様の侍女が、噂していましたからね。貴妃様付きの侍女が言うのだから、確かですよ」

（なんで宋貴妃？）

　理美を貶おとしめようと、先頭で旗を振ふっている人だ。

「失礼いたします。こちら雪理美様のお部屋でしょうか」

　房の出入り口に、品の良い若い侍女が現れた。見慣れない侍女だ。

「はい。わたしが理美です。なんの御ご用ようですか」

「宋貴妃様がお呼びです」

　ぎょっとした。今、噂していたばかりだ。

「貴妃様がなんの御用でしょうか」

「お茶にお招きしたいとのことです。雪理美様お一人でお越こし下さいとのことです。わたしがご案内しますので、供の侍女も不要です」

　呼ばれた理由を聞いて、さらに面めん食くらった。なんと、お茶とは。

（いったいなにが起こったの？）

　老侍女が親切にも、理美の耳に囁ささやく。

「わたしを連れてくるなというのは、怪あやしいですよ理美様。なにか企たくらみがあるはずです」

「う～ん。そうよね、きっと。でも、まあ、とって食われることもないだろうし。貴妃の宮殿なんて滅めつ多たに覗のぞけないだろうし」

　理美は、使いの侍女に微笑ほほえみ返す。

「行きます」

　緊きん張ちよう感かんの弱さと、籠かごの鳥経歴の長さゆえの好こう奇き心しんを発揮し、理美は宋貴妃のお茶の誘さそいを快かい諾だくした。老侍女は呆れ顔をした。







　宋貴妃の住まう太たい麗れい宮きゆうは、理美たちの住まう小翼宮の倍の広さがあり、庭院にわには見事な芍しやく薬やく園が広がっている。朱しゆ塗ぬりの回かい廊ろうが芍薬園を廻めぐり、その一部が中央へ張り出し、芍薬園の中でお茶を楽しむための四阿あずまやに繫つながっていた。

　理美が案内されたのはその四阿だった。四阿に置かれた、黒こく檀たんに螺ら鈿でん細工の卓たく子しと椅い子すには、宋貴妃と宦官が一人座っていた。その周囲に六人ほど侍女が控ひかえ、給きゆう仕じをしている。

「雪宝林をお連れいたしました」

　案内の侍女に紹しよう介かいされると、宋貴妃と宦官がこちらに顔を向けた。

「あっ……！」

　小さく声をあげてしまった。そこにいた宦官はいつかの夜、厨房で汁しる物ものを提供したあの美び貌ぼうの宦官だ。彼は微笑んでいたが、相変わらず顔色が良くないので、理美の顔は曇くもった。

（ろくに食べていない人の顔だわ）

　美貌の宦官は理美のしかめ面つらに、まるで初対面のようなよそよそしい微笑を返す。

　宋貴妃は、嫌味なほどの作り笑顔だ。

「いらっしゃい、雪宝林。急なお誘いで、ごめんなさい。あなたとお茶を飲んでみたいと、前々から思っていたものですから」

「お招き感謝いたします」

　と、礼は言ったものの、ここからどうすれば良いのかまごついた。供の老侍女がいれば作法を耳打ちしてくれたのだろうが、一人ではどうしようもない。

「あら、お作法を御ご存ぞん知じない」

「さすがは海からやってきた子こ猿ざる」

　控えていた侍女が聞こえよがしに言ってくすくす笑うが、宋貴妃が「あなたがた、およしなさいな。許しませんわよ」と、やんわりとたしなめる。

（なんだろう、この茶番。供を連れてくるなと言ったのは、これをするため？）

　侍女たちが理美に嫌味を言い、それを宋貴妃がたしなめるという、あからさまな芝しば居いだ。

「こちらへどうぞ」

　すすめられた椅子に座ると、宋貴妃はわざとらしく哀かなしげな顔をする。

「あなたに謝らなければならないわね、雪宝林。わたしの侍女たちが、あなたに無礼を働いて。以前から、そんなことはおやめなさいと言っているのに、聞き分けのない者ばかりで。これからはもっと厳しく注意をするから、許してくださる？」

　不信感いっぱいで椅子に座った理美の前に、可か憐れんな花鳥模様が描えがかれた茶器が置かれる。

「紹介するわ。彼は蔡さい伯はく礼れいよ。陛下のお側そば近くに仕えている、わたしのお気に入りの内ない侍じよ」

（蔡伯礼様というの？　陛下付きの内侍？　道理で……、自信満々だったわけね～。本当に、厨ちゆう房ぼうにいるはずのない方だったんだ）

　皇こう帝てい陛下の側に仕える内侍ともなれば、位は理美よりもはるかに高い。

　そんな高位の宦かん官がんが、後宮の片かた隅すみの厨房にいたことが不可解だが。

「ねぇ、伯礼は美しいでしょう？　お茶を飲むときには、いつも伯礼を呼び出すの。芍薬の花を卓子に飾かざるより、よほど心が慰なぐさめられると思わない？」

　同意を求めるように言われたが、頷うなずくことができない。

（確かにこの方は美しいけれど、観賞用のお人形あつかいだわ。こんなに顔色の悪い人を前にして、お茶なんて楽しく飲めない。なにか食べてもらわないと、なんか、そわそわする……。このお菓か子し、口に突つっこんであげようかなぁ）

　半ば本気で、目の前の薄うす皮かわ餅もちを眺ながめる。その内心を知るよしもない宋貴妃は、得意げに伯礼に微笑みかける。

「伯礼。これからわたしのお友だちになってもらう、雪宝林よ」

　宋貴妃が伯礼に水を向けると、彼は理美が口を開くのを制するように、間かん髪はつを容いれず名乗った。

「はじめまして、雪宝林。蔡伯礼と申します」

（え？　はじめまして？）

　彼の目を見るが、微笑する彼の目からは意図がくみ取れない。

　どうしようかと迷ったが、彼に合わせることにした。

「はじめまして、雪理美です。よろしくお願いします」

「こちらこそ……おや、あれは、わたしへの使いですね」

　芍薬園を一人の宦官が横切り、こちらへ向かって来る。伯礼は「失礼」と断って座を立ち、芍薬園の中へと歩いて行く。咲さき誇ほこる芍薬の間を歩む彼の背中を見ながら、宋貴妃が、含ふくみ笑うような顔で理美に囁く。

「伯礼はね、実は、男だという噂うわさがあるの」

「はい？　確かにおきれいですが、正しよう真しん正しよう銘めい、男ですね。女にしては背が高いです」

「違ちがうわ。彼は男性としての能力を、失っていないという意味」

「能力？？　その心は？」

「まあ。言わせる気なの？」

　意味を摑つかみ損そこねてぽかんとしていたが、ようやく理解して手を打つ。

「そういうことですか！　子をなせると、そういう。まあそれは、おめでたい……ではなくて、あれ？　でも？　そんなことあり得るんですか？」

　宋貴妃は、伯礼が男性機能を失っていないという噂がある、と言っている。けれど宦官は男性機能を切除するからこその宦官で、そうでなければ後宮にいてはならないはず。

「あくまで噂だけれどね。でも、伯礼は特別だから」

　意味深な返答に、さらに突っこんで訊きこうとしたが、伯礼が帰ってきた。

　宋貴妃は上手な作り笑え顔がおで、話題を別の方へ向ける。

「美しいと言えば、雪宝林。間近で見ると、あなたの肌はだは本当に美しいわ。羨うらやましいこと。なにか秘ひ訣けつがあるの？」

　宋貴妃が、さっそくとばかりに切り出した。

　改めて宋貴妃の顔を見やった理美は、先刻の小芝居の目的を理解した。

　若さに似合わず、宋貴妃は厚く白粉おしろいを塗ぬり込んでいる。その白粉の下、頰ほおと額に吹ふき出物が広がっている。肌に悩なやみを抱かかえているらしい。

　宋貴妃は、理美の美しい肌に秘訣があると噂を聞いて、その秘密が知りたくなったのだ。

　しかし今まで散々貶めてきた相手が、機き嫌げん良よく秘訣を教えるわけはない。

　そこで一計を案じた。理美を茶に招き、今までのことは宋貴妃ではなく侍じ女じよたちの仕し業わざだったと思わせるために、先ほどの小芝居を打ったのだろう。

（皇帝陛下の前でわたしを侮ぶ辱じよくしたことは、なかったことにするんだ。わたしって、そんなに物忘れがよさそうに見えるのかなぁ～。まあ、見えなくもないだろうけど）

　宋貴妃の思おも惑わくは単純で、すぐに理解できた。

　だが気になるのは、理美に秘密があると噂を流したのが、何者かということだった。

「誰だれから、そんな話を聞きましたか？」

　尋たずねると、横から伯礼が柔やわらかく口を挟はさむ。

「わたしがあなたの侍女から、和国の食べ物のことを聞きました。それを宋貴妃様の侍女に話したところ、貴妃様のお耳に入っただけですよ」

　それは噓うそだ。あの老侍女は最初、香かおり漬づけを食べると肌が美しくなると信用していなかったのだ。

（この方は、あの夜口にした香漬のことを、自ら噂にして流したということ？）

　目的はなんだろうか。彼は曖あい昧まいな微笑で、理美を見つめている。

「その秘密、わたしに教えてくれない？」

　鼻にかかった甘えた声で、宋貴妃はしなを作った。

　蔡伯礼の意図がわからず不安ではあるが、こうなってしまったからには、宋貴妃にどう返事をするかが目先の問題だ。

　理美は食べ物を求められれば、条件反射的に作ろうと思ってしまう。食べて欲しくなる。

　だが今回ばかりは、相手が相手だけに迷う。

　理美を貶おとしめておきながら、役に立つと知った途と端たんに利用するのは、いただけない。

　だがもし宋貴妃に恩を売れば、後宮の中で生活しやすくなることは確か。仮に断れば、理美は前以上に嫌いやがらせを受けるかもしれない。

　逆に香漬を提供すれば、宋貴妃は理美をないがしろにできなくなる。

（求められれば居場所ができる。苦々しいけれど、居場所を得るために必要なことなら……）

　理美は決断した。

「毎日、わたしの作る香漬というものを食べていれば、肌が綺き麗れいになるんです。宋貴妃様が良ければ、香漬をお届けしますけれど」

　約束すると、宋貴妃は声をあげて嬉うれしがった。その時、伯礼が理美の耳元でそっと囁ささやいた。

「君はうまく立ち回れば、宋貴妃を操あやつることができるよ」

　ぎょっとした。

（なんて恐こわいことを）

　確かに貴妃ともなると、美び貌ぼうは命の次に大事なもの。宋貴妃が、理美の香漬で肌の美しさを保ち続けたいと願ったら、理美の立場は圧あつ倒とう的に強くなる。

　操れるというのは、大げさではないはず。

　驚おどろいて伯礼の顔を見やると、彼はなにを考えているのかわからない曖昧な微び笑しようで、理美を見つめ返した。







　大喜びの宋貴妃から、高価な猿さる茶ちやを振ふる舞まわれたが、長居したい場所ではなかった。程ほどなく理美はその場を辞し、太たい麗れい宮きゆうを出た。小しよう翼よく宮きゆうへ帰ろうと歩き出した。

（伯礼様は、なんで香漬の噂を流したのかしら。貴妃様を操れるなんて言っていたから、もしかすると、わたしの立場をよくするために流してくれた？　そんなことあるのかな？）

　伯礼のことが、すこし恐くなった。しかも宋貴妃の口から、伯礼に関して囁かれているらしい、奇き妙みような噂を聞いた。常識的にはあり得ないが、それでもなんとなく気にはなる。

　理美には珍めずらしく難しい顔をして歩いていると、突とつ然ぜん、行く手を誰かが遮さえぎった。見ると、理美を通せんぼするように宦官が一人立っている。しかも背後に二人の衛え士じを従えて。

　足を止めると、宦官と目が合った。

「雪理美様ですね」

「はい」

「あなた様を逮たい捕ほします」

「はぁ、そうですか。逮捕……」

　耳慣れない単語をおうむ返しにして、その単語の意味を頭の中から引っ張り出して仰ぎよう天てんした。

「た……逮捕!?」

　衛士たちが動き、理美の腕うでを両側から摑んだ。

　そのまま衛士たちはずんずんと歩き出し、理美は半ば引きずられる。

「待ってください！　どこへ連れて行くんですか!?」

「外朝の陛下の御ご前ぜんへ連れてくるようにとの命令です。陛下に対する不敬罪です」

「不敬!?　お話をしたこともないのに!?　なぜ!?」

「まずは大人しく、おいでください」

　宦かん官がんは冷れい酷こくに告げた。
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　朝議が開かれている新しん和わ殿でんへと、連行された。

　天てん井じようは人の身長の三倍ほども高く、規則的に並ぶ柱は紫し紺こんの彩色。その厳おごそかな新和殿には高位の官かん吏りたちが居並んでいる。

　正面の一段高い玉座には、皇こう帝てい・龍祥飛が、頰ほお杖づえをつき、片かた膝ひざを立てた横おう柄へいな態度で座っていた。その傍かたわらには、秦丈鉄の姿もある。

　祥飛の正面に引き出された理美は、ひんやりした床ゆかに跪ひざまずかされた。

（なにが起こったの？　どうなってるの？）

　一人の官吏が進み出て、祥飛に告げる。

「先にご報告しましたとおり、和国は我が国を侮あなどり侮辱いたしました。この雪理美も、その和国の者でございます。如何いかがいたしましょうか、陛下」

（和国が崑国を侮って侮辱した？　どういうこと？）

　目の覚めるような美しい顔で、祥飛は理美を見つめる。そして、

「その者の首を刎はね、首を塩しお漬づけにして和国へ送り返せ」

　と、目の覚めるような残ざん酷こくさを発揮した。

「待って下さい！　和国がどんな不敬を働いたんですか!?　理由もわからず首を刎ねられるなんて、納なつ得とくできません！」

　さすがに黙だまっておれずに、理美は声をあげた。

　先ほどの官吏が、厳しい目を向けてくる。

「皇帝陛下の即そく位いに際し和国から送られた祝いの品は、甚はなはだ我が国を愚ぐ弄ろうするものだった」

「そんなはずはありません。和国は皇帝陛下の即位を心から祝うため、最高の品を用意しています。その証あかしに、御み門かどの皇おう女じよであるわたしも後宮へと入りました」

「その祝いの品が問題だ。和国は祝いの品として、乾かん燥そうした木の皮と木ぎれを送ってきたではないか。あれが香こう木ぼくであるならまだしも、香かおりの一つもしない」

「木の皮……、木ぎれ……」

　そんなものを祝いの品として、崑国に運んだ覚えはなかった。理美は船旅の途と中ちゆうで、和国官吏に、祝いの品々を見せてもらった。その時のことを思い出し、愕がく然ぜんとした。

「あれは食材です！　食べ物です！　最上級の食材なんです！」

「あんなものが、食べ物のわけはない」

「本当です！　和国は最上級の食材を贈おくり物としたんです！」

　そこで祥飛が、ついと官吏を指さす。

「礼れい部ぶ尚しよう書しよ。和国の祝いの品をここに持ってこい。余が検分する」

（え……えええええっ!?）

　官吏と睨にらみ合っていた理美だったが、祥飛の言葉を聞いてふり返った。

（この皇帝陛下は品物も見ずに、官吏の注進だけで首を刎ねろと言ったの!?　なんて杜ず撰さんな判断で、人の首を刎ねようとするの！）

　驚くやら呆あきれるやら腹が立つやら、よくわからない感情で啞あ然ぜんとした理美の傍らに、和国から送られた品々が、四人の衛士の手によって運びこまれる。

　扉とびらの大きさほどもある、大きな塗ぬりの盆ぼんに山と積まれているのは、黒く平たい、ごわごわした硬かたいもの。それが何枚も重ねられ、頑がん丈じようなこよりを使って束ねられている。

　これは最高級の海うみ布ふだ。海布は、海布という巨きよ大だいで平たい海草を乾燥させて作った食材だ。そのまま煮にて味をつけても美味なのだが、これを使えば極ごく上じようの出汁だしがとれるのだ。

　そしてその隣となりに同様に積まれているのは、両掌てのひらに乗るほどの、ころりとした紡ぼう錘すい形の茶色の硬い塊かたまり。

　これも高級な食材で、堅けん魚ぎよ堅けんという。堅魚という、身が血色をした、高速で泳ぐ海の魚がいる。その魚を三枚におろし、特とく殊しゆな黴かびを付着させて燻いぶし、乾燥させ、かちかちになるまで水分を抜ぬく。薄うすく削けずれば、こちらも極上の出汁がとれる。

　和国では海布と堅魚堅は、金と同等の価値がある。原料が貴重なこともあるが、この形になるまでに大変な手間をかけるのだ。手間をかけても失敗することが多く、加工を試みたうちの数割しか上質のものにならないのだ。

　しかし崑国人にとっては、これは木の皮と木ぎれに見えた。

（なんてこと……）

　珍しいものを贈ろうと、なまじ気をきかせたことが仇あだになった。わかりやすく、金の粒つぶでも送っておけば良かったのだ。

　しかしこうなったからには、今さらなにを言っても始まらない。

　祥飛は玉座を下りると、運びこまれた祝いの品に近づき堅魚堅を手に取る。じっと見おろすと、

「木ぎれだ。首を刎ねろ」

　いとも簡単に告げ、堅魚堅をぽいと投げ戻もどした。

「陛下、これは食材です！」

　声をあげる理美の両りよう腕うでを、衛士が摑つかもうとしたときだった。

　玉座の裏側から出てきた何者かが、するすると祥飛の傍らに歩み寄った。

「陛下。雪理美は和国から運びこんだ、奇き妙みような食材を利用し、後宮で重宝がられる食べ物を作っていると噂うわさがありますが？」

　背後から、祥飛の耳にそう囁ささやいた意外な人物に、理美は目を見開く。

「伯礼様！」

　祥飛が訝いぶかしげな表情になる。

「なんだと？　伯礼」

　美び貌ぼうの宦官は魅み惑わく的に微笑する。

　官吏たちは困こん惑わく、あるいは不ふ愉ゆ快かいな表情で互たがいに目交ぜするが、誰だれも何も言わない。

　かつて宦官は捕ほ虜りよや奴ど隷れいがなったものだ。そのため今でも宮廷人たちには、宦官に対して侮ぶ蔑べつ的な慣習がある。よって宦官の耳打ちというのは、公おおやけの言葉にはなり得ないのだ。

　特に今は朝議の場であり、公ではない言葉に反応するのは官吏の尊厳が許さない。ただしっかり皇帝の耳にも聞こえているし、官吏の耳にも聞こえている。

　皇帝に近しい立場の宦官の耳打ちというのは、厄やつ介かいなものなのだ。官吏が高位宦官を嫌きらう要因でもあったし、また、官吏が陰かげで高位宦官と結びつきたがる理由でもあった。

　玉座の傍らに控ひかえていた丈鉄の表情も、わずかに曇くもっている。

「この女は後宮で、この木の皮と木ぎれを使っているのか？　伯礼」

「いいえ、別のものを使っているようですが。もし本当にこれが和国の高級な食材であれば、勘かん違ちがいで和国の姫ひめの首を刎ねることになります。誰か、博識の者の意見を聞かれてみては？」

　恐きよう怖ふに震ふるえ出しそうだった。今は伯礼の言葉にすがるしかない。

「ならば朱西を呼べ。これが口に入るものなのか、あれに判断させる」

（朱西様!?　朱西様を呼んでもらえるなら……！）

　期待が大きくなる。香かおり床どこの壺つぼを返してくれたあの夜から、会いたいと願い続けていた人だ。しかも彼は食しき学がく博士で、理美と親しく話までしてくれたのだ。

　朱西を呼びに、侍じ官かんが走る。

　理美と目が合うと、伯礼は曖あい昧まいに笑う。理美に同情し、励はげましているようにも見えるが、面おも白しろがっているようにも見えた。

　すぐに朱西はやってきた。

「何事でしょうか、陛下」

　跪き拝はいの礼の後、玉座の方へと向かってきた朱西は、そこに伯礼の姿を見つけて訝しげな顔になる。さらに玉座の前に跪く理美を見つけると、目を見開く。

「あなたは雪理美？　なぜこんなところに」

　祥飛は玉座に戻ると、大たい儀ぎそうにまた頰杖をつく。

「朱西。おまえに訊ききたいことがあって呼んだ。そこの木の皮と木ぎれは、和国からの貢ぎ物だ。礼部の者は、そんなものを贈った和国は、我が国を侮っていると言う。吏り部ぶも処しよ罰ばつするべきだと言っている。しかし和国の姫は、それは高級な食材で、和国は余を侮ってるわけではないと言い張っている。おまえはどう思う。それは食材か？」
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　理美はすがるように朱西を見あげた。彼は困惑した表情で、祥飛と伯礼を見やり、次いで理美を見る。それから意を決したように頷うなずく。

「見てみましょう」

　朱西は貢みつぎ物の山に近づくと、海布と堅魚堅を手に取る。香かおりを嗅かぎ、撫なでる。軽く端はしを齧かじろうとするが、硬さのあまりすぐに諦あきらめる。首を傾かしげた。

「どうだ、朱西」

　祥飛の問いに、朱西は眉まゆ根ねを寄せたまま答える。

「……微かすかに、なにかの香はしますが。食べるものには思えません」

「そんな！　朱西様！」

　愕然とした理美の耳に、冷れい酷こくな祥飛の声が聞こえる。

「首を刎ねろ」

「お待ちを陛下」

　鋭するどく制すると、朱西は立ちあがり理美を背後に庇かばう。

「我々には食材には思えませんが、この姫なら、食材にできるかもしれません。この姫は和国で、神に捧ささげる食事を作る仕事をしていたと聞いています」

（朱西様……！）

　その言葉と凜り々りしい後ろ姿に、泣きたくなる。

「そんなものが、口に入るものに変化するのか？　法術でも使うのか？」

「わかりませんが、食学を探究する者としては、未知の食材に興味があります」

「しかし食材でなければ、和国は余を愚ぐ弄ろうしたということ。その女の首を刎はねる必要がある」

「彼女の言葉が本当かどうか、試ためさせてから、首を刎ねても遅おそくはないでしょう」

　そこで朱西は肩かた越ごしに、理美をふり返る。

「これが食材だと、証明できますか？　理美」

「は、はい！　できます。これは大変素す晴ばらしい食材で、とてもおいしくなるんです。和国は、けして陛下を侮あなどっているわけではないと証明します。証明させてください」

「では、証明しろ」

　祥飛の鋭い言葉に、声が震えそうになりながらも答える。

「今すぐは無理です。準備が必要です。厨ちゆう房ぼうと時間がないと」

「ならば七日間だけやろう。それで七日後に、余に証明してみせろ。その間は、おまえが責任を持て朱西。おまえの興味とやらに免めんじて与あたえる時間だ」

「では水すい祇し宮きゆうをお借りできますか」

　挑いどむように、朱西は問う。

「俺は後宮に入れません。なのでこの姫を水祇宮に移し、そこで七日間の試みをしたいと思います」

　朱西の要求に祥飛は「好きにしろ」と答え、玉座を立った。

「女。おいしくなると言ったな？　七日後、その和国の貢ぎ物を使って、余に、うまいものを捧げろ。これで朝議は終わった」

　宣言すると、祥飛はさっさと出て行く。丈鉄はちらりと理美を見やったが、無表情のまま祥飛に従う。それを追う侍従たち。礼部と吏部の官かん吏りたちは、苦い顔をして理美を睨にらんでいたが、祥飛の決断に異議を唱えることもできないらしく、そのまま大人しく出て行く。

　理美は力が抜けて、立てなかった。正しよう真しん正しよう銘めい腰こしが抜けていた。とりあえず首と胴どうが繫つながっていることに安あん堵どして、頭は真っ白だ。

「雪理美。お久しぶりですと言いたいところですが……久しぶりに顔を見たと思えば、なんでこんなことになっているんですか、あなた」

　気の毒そうに眉まゆ尻じりを下げた朱西の隣となりに、ついと伯礼が並ぶ。

「伯礼。あなたが、俺を呼ぶように仕向けたと、俺を呼びに来た侍官が言っていましたよ。どうして俺を呼んだんです」

「借りがあるのでね、この人には。君なら、うまくことを運ぶと思ったから」

　伯礼は、微笑で理美を見おろす。

「伯礼、様。あ……ありがとうございます」

「まだお礼は早いよ、雪理美。君は七日間で、これが食材だと証明する必要がある」

「それは、できます……。本当に、食材なんです」

「そうだね。でもここは和国ではない。君の思うとおりにいくとは限らない」

　それだけ言うと伯礼は、背を向けて行ってしまった。

　朱西は座りこんだ理美の前に腰を落とし、顔を覗のぞきこむ。

「理美。大だい丈じよう夫ぶですか？」

「朱西様。ありがとうございます。朱西様のおかげで……」

「伯礼も言うように、お礼を言うのは早いですよ」

「なぜ、助けてくれたんですか」

「あれが食材だと言われれば、興味をもって当然では？　俺はあんな木ぎれのような食べ物を、目にしたことがありません。それを試しもせずに処しよ刑けいするのは、野や蛮ばんに過ぎるでしょう。あなたとは、少なからず縁えんもありますし。だから、あなたはこれから俺と共に、水祇宮という離り宮きゆうに向かいます。そこで七日間をかけて、あれが食材であることを証明するのです。いいですか？」

「はい」

「では、行きましょう」

「はい」

　と頷いたが、生まれたての子こ鹿じかみたいに足腰がふるふるして、立ち上がれない。

「理美。立てないようですが？」

「い、いえ。待ってもらえれば立てます。きっと」

「待つとはどのくらい？」

「とりあえず、何日くらい待ってもらえますか？」

「まあ、せいぜい二、三日……ではなくて。そこまで、気長に待っていられませんね」

　朱西はいきなり理美の体を抱かかえ上げた。

「朱西様!?」

「運びます。暴れないで」

　慌あわてふためく理美と逆に、朱西は平然としている。

　今まで、これほど異性と密着した経験のない理美は、背や足に当たる硬かたく強い腕うでの感かん触しよくと、近く感じる体温に顔が火ほ照てった。また会いたいと願っていた人に抱だかれていることが、夢のようだ。目をあげると、朱西の引き締しまった顎あごの線が間近にある。賢かしこそうな綺き麗れいな顔だ。

（近い……。お顔が近い……。というより、なにもかも近い……触ふれてる……）

　耳まで真っ赤になった理美の様子を知らぬげに、朱西はすたすたと彼女を運んだ。女性をあつかっているというよりは、荷物を運んでいる感が否いなめない。その素そっ気なさでも、理美の心臓はどきどきして、その鼓こ動どうが朱西に伝わらないかと心配だった。
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（なんとも間の悪い人だ、雪理美は）

　蔡伯礼は皇こう帝てい祥飛を追い、皇帝の居室へと向かう。皇帝付きの内ない侍じは、後宮と皇帝の間をつなぐ役目があり、位は正しよう三さん品ぴん。官職こそ付かないが、官吏で言えば尚しよう書しよと並ぶ高位である。

　皇帝の意思をよく心得、後宮を束ねる妃きさきたちにも信しん頼らいされる立場で、陰かげの発言力は強い。

　だが朝議の場で口を挟はさむのは、本来出過ぎた行こう為いだ。しかしそれを承知で、伯礼はあの和国の姫ひめ君ぎみ、理美を助ける必要があった。

（吏部尚書あたりは、さぞ苦々しかっただろう。口を出したのが何者でもない、わたしだから。丈鉄もなかなか、不ふ愉ゆ快かいそうだったが。しかしなんにしても、周宰相がいなかったのは幸いだった。あの人がいたら、わたしの耳打ちなど簡単に阻そ止ししたろう）

　くすっと笑い、その笑いの余よ韻いんを綺麗に消し、祥飛のいる居室へ入る。

「陛下。先ほどは出過ぎた真似まねをいたしました」

　茶器を前に座った祥飛に深々と礼をとると、祥飛は顔を背そむけたまま答える。

「かまわない。あれはただの耳打ちだ」

「恐おそれ入ります。陛下の寛かん容ようなお心に感謝いたします」

　卑ひ屈くつな態度と言葉に、祥飛は顔をしかめた。

　窓辺には丈鉄が静かに控ひかえていた。伯礼をじっと見つめている。その視線に気がついた伯礼は、彼と目が合うと、できる限り自然な笑えみを浮うかべる。

「なにか言いたげですね、丈鉄」

「いいや、俺もあんたと同じ、あってなきがごとき者だからな。余計な事は言わないさ」

「ご謙けん遜そんを。宦かん官がんのわたしとは違ちがいますよ」

　ちくりとした嫌いや味みに気づかないふりで、伯礼は祥飛に向き直った。

「それはそうと陛下？　今こ宵よいは後宮へお越こし下さいますか？　宋貴妃は近ちか頃ごろ、大変お寂さびしそうにしておられますよ」

「下がれ。行く気はない」

　美しい微び笑しようを残し、伯礼はその場を辞した。

　後宮へ向かいながら、甍いらかの向こうに、突つき抜ぬけるように青く広がる空に目を向ける。

「さて、どうしたものかな。雪理美」

　真夜中の厨房で、汁しる物ものを振る舞まってくれた彼女のことは嫌きらいではない。

　あの汁物を口に入れると、久しぶりに温かいものを口にしたような気がした。その日の朝に熱い粥かゆを食べたにもかかわらず、だ。すっかり忘れていた、心の底が温まるような感覚だった。

　きっと彼女がなんの下心も期待もなく、純じゆん粋すいに、伯礼に温かいものを食べさせたいと思っていたからなのだろう。そんな純粋な厚こう意いがあることすら、すっかり忘れていた。

　ただ伯礼の心はすぐに冷える。ほんのりと温まった胃いの腑ふのあたりが落ち着くと、手足の先に血が通わないような、冷えた感覚に戻もどっていた。

（手を打たねばならない）

　そう決断したが、どこかにわずかな嫌けん悪お感かんと躊躇ためらいが残っている。必要があれば良心の呵か責しやくなく、平然となんでもできると思っていただけに、その嫌悪感と躊躇いは自分でも意外だ。

「危ないな。たかが汁しる物もの一いつ杯ぱいで、手て懐なずけられるつもりか？」

　自らに囁ささやき、歩き出す。
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　退出する伯礼を見送り、秦丈鉄は目を細める。

（奴やつの動きも気になるが……。やはりもう一度、雪理美を調べるべきか）

　鋭するどく思考する気配を察したらしく、祥飛が怪け訝げんそうな顔をする。

「どうかしたのか、丈鉄」

「いいえ、なんでもありませんよ陛下。さて、俺もちょっと別件があるので、出てきますよ」

　にっと笑うと、丈鉄は座っていた窓まど枠わくから下りた。すると祥飛が、なにげなく言う。

「忙いそがしいことだな、おまえも。おまえには、余の他ほかにも主人がいるらしいからな」

　ぎくりとして、丈鉄はふり返り苦笑いする。

「十年近くお仕えしている俺に、なにかご不満でも？」

「不満はない。おまえが誰だれの命で動こうが、余に関係ない。余の害毒にならぬ限りな」

「俺は、毒にも薬にもならない男ですからね、ご安心を」

　冗じよう談だんめかして答えて室を出ると、ふっと息をつく。ひやりとした。祥飛はなにも見えていないようで、時々、ぎょっとするほど鋭い。しかし彼の良いところは、ことがはっきりとするまで問題視せず、鷹おう揚ようにかまえていてくれるところだ。

「さて、俺は俺の仕事をするか」

　庭院にわに下りた丈鉄は、隠かくし持っていた「勅ちよく」の崑字が書かれた紙し片へんを、小さくちぎって池の中へ放ほうりこんだ。文字は滲にじんで、消えた。




　　　二




　崑国の都、安あん寧ねい。その東の地には、こんこんとわき出る深緑色の美しい泉がある。名は翡ひ翠すい泉せんという。その翡翠泉にせり出すように造られたのが、皇帝が避ひ暑しよのために過ごす離り宮きゆう、水すい祇し宮きゆう。

　理美はそのまま後宮へ戻ることなく、水祇宮へと身み柄がらを移された。

　必要な着き替がえや香かおり床どこの壺つぼは、後宮から運ばれてきた。

　衣装箱の前に座りこみ、詰つめ込まれてきた香かおり漬づけの壺や衣装を確かく認にんしていると、キュッと小さな鳴き声が聞こえた。そして衣装箱の中に詰められていた裳もや領巾ひれがもこもこ動き、銀色胴どう長ながの生き物が顔を出す。

「珠ちゃん！　来てくれたんだ」

　珠ちゃんを抱き上げ、頰ほおずりした。可愛かわいい生き物は、そこにいてくれるだけで心強い。

「理美。和国からの貢みつぎ物が運びこまれました」

　室の入り口に朱西が姿を見せると、珠ちゃんは小さく鳴き、衣装箱の中に飛びこんだ。

　朱西が首を傾かしげる。

「今、なにか動くものがいましたか？」

「わたしの飼ってる鼠ねずみです。可愛いんです。爪つめは鋭いですけど、もふもふで、目がくりくりで、胴長短足で」

「その情報を聞く限り、鼠とは思えませんが。鼠ですか？」

「鼠ですよ？　野菜籠かごの中にいましたから」

　吞のん気きに断定すると、理美は「さてと」と立ちあがる。ほわりと笑う。

「厨ちゆう房ぼうへ行きます。すぐにあれらの品が、最上級の食材だと証明してご覧にいれますから」

「すぐですか？　あんなものを、どんな法術を使えば食べ物にできるんです？」

　不ふ審しんげに問いながらも、朱西の表情には、未知の食材への好こう奇き心しんがあふれていた。ただ命がけの理美を慮おもんぱかって、あからさまに面おも白しろがっていないだけだ。

　だが理美は、まったく心配はしていなかった。証明することは簡単だ。

（陛下は七日間と言ったけど、七日も必要ないはずだもの）

　明日にでも祥飛の前に、あれらが食材である証しよう拠こを突きつけ、簡単に理美の首を刎はねようとしたことを反省してもらいたいものだ。内心、祥飛には腹を立てていたが、これから久しぶりに和国の食材をあつかえることが嬉うれしくて、顔がほころぶ。

　怒いかりの感情が弱くて長続きしないところが、緊きん張ちよう感かんがないと言われるゆえんだろう。

　しかも理美の機き嫌げんが、自分でも意外なほどに良いのは、間ま違ちがいなく朱西といられるおかげだ。あの梨り苑えんの夜から、ずっとずっと会いたいと願っていたのだから。

　朱西と共に厨房へ向かう。

　水祇宮にはひとけがなく、厨房もまたがらんとして冷えた空気に支配されていた。そこにある大きな大理石の作業台に、海うみ布ふと堅けん魚ぎよ堅けんが山と積まれていた。

「この木の皮と木ぎれの正体はなんですか？」

「木の皮に見えるのは、乾かん燥そうした海草です。海布といいます。そしてそっちの木ぎれのようなものは、堅魚という魚です」

「なるほど、乾燥させた海草。それはわかりますが、こちらは、どう見ても魚には……」

「魚を燻いぶして、黴かびを付着させて、かちかちになるまで乾燥させると、そうなります。崑国には、こんなふうに乾燥させた食材はありませんか？」

「沿海地方で、貝柱を干したものを目にしたことはありますが。これほど硬かたくはありません。そもそもこんな硬さのものを、どうやって食べるんですか？　常識的に考えれば、水で戻し、柔やわらかく戻して調理に使うのでしょうが」

「方法は色々ありますが、まず、これそのものは食べないんです。基本的に」

「食材なのに食べない？」

「はい。見ていてください。堅魚堅を使うには、それを薄うすく削けずる器具が必要なんです。そんなものはないので……。とりあえず、こちらの海布が食材であると、朱西様の前で証明します」

　厨房内にある井い戸どから水をくみあげ、鍋なべに水をはる。

　適当な大きさに海布を折り取ると、綺き麗れいな布で表面を拭ふき、鍋の中の水に浸ひたす。

（これで、四し半はん刻とき待つ）

　その間に竈かまどに火をおこした。

　朱西は興味深げに作業を見守っている。

　四半刻がたつと竈の火も大きくなった。海布を水に浸した鍋を竈にかける。それが、ぐらりと沸ふつ騰とうする直前で竈から下ろす。すぐに海布を湯から取り出す。

「できました」

　ほんのりと薄い色のついた湯を碗わんに注ぐと、朱西の前に差し出す。

「これは？　白湯さゆですね？」

「ちがいます。それは……」

　出汁だしを説明しようとして、はたと迷った。出汁とは、崑語でどう言えばいいのか。

「あの、和語で『出汁』というものは、崑語ではなんと言えばいいのですか？」

「ダシ？　なんですか、それは」

　朱西は首を傾げた。その反応を見て、崑国には出汁の概がい念ねんが存在しないのだと理解した。

　わざわざ、うまみのある出汁を作り、それを調理に利用する習慣がないのだ。

「『出汁』というのは水や湯に味をつけて……。汁しる物ものの味にする……えっと……」

「湯タンのことですか」

「そうです、そんなものです」

　様々な食材を煮に込み、うまみのある汁物にする料理は崑国にも存在する。しかしそれはあくまで料理の一つで、出汁そのものを作るためではない。ただ概念的には湯タンと説明するのが、最も近いだろう。

「湯タンは数種の野菜や肉や魚を、長時間煮て作るものでしょう？　こんなに簡単にできますか」

「作れるんです、これを使えば。飲んでみてください」

　自信満々ですすめると、朱西は期待顔で一口すする。そして、しばし沈ちん黙もく。

「どうですか？」

「まごうかたなき、白湯ですね」

「え……？　まさか！」

　理美は朱西の手から碗をひったくると、口に含ふくむ。

「噓うそ……、なんだか、苦い」

　驚おどろきに、手から碗が滑すべり落ちてしまった。碗は床ゆかで砕くだけ裳も裾すそが濡ぬれた。

　これは朱西が言うように、わずかに色がついた、ぬるい白湯。しかも舌に苦みが残る。

「これはやはり……木の皮？」

　そう呟つぶやく朱西の胸むなぐらを、思わず摑つかんでしがみつく。

「ままま、待ってください。これは食材なんです！　信じてください」

「ええ、信じたいのですが。でも……白湯ですよ？」

「……白湯ですね。しかも苦い」

　朱西から手を離はなし、理美はがくりと代理石の作業台に両手をつく。

「こんなはずではないんです。なぜこんな味に」

「原因は思いあたりませんか？　船旅の間に腐くさったとか？」

「いつも通りの海布で、変わったところはないです。なのに、どうして……」

　さっきまで、祥飛に反省してもらおうと考えていた楽天的な気持ちは、綺麗に消し飛んだ。このままでは朱西が言うように、七日後に首と胴どうがお別れだ。

　出汁をとった鍋に目をやる。

　大陸の出汁は、とるのに大変な手間をかける。丸ごとの鶏とりと香こう辛しん料りようや野菜を何時間も煮込んだり、海産物を煮に詰つめたり。しかし和国の出汁は、海布のみ、あるいは堅魚堅のみで、しかも簡単に作れることが特とく徴ちようだ。とても単純なのだ。

　海布出汁を取るのに必要なのは、海布と水のみ。

　海布は和国から運んだものなので、違ちがいがあるはずはない。ということは。

「もしかして……水……？」

　井戸からくみあげた水が入った桶おけへと走ると、柄ひ杓しやくで口に含む。舌に、重い硬さを感じる。

「理美？」

　心配そうな朱西に、理美は勢いよくふり返った。

「水。水が違うんです、朱西様！」

　目を輝かがやかせてふり返り、水桶を指さす。そしてその瞬しゆん間かん、閃ひらめいた。ああっと声をあげ、口に手をやる。

「そうか、だからですね！　お茶を淹いれるためにわざわざ水売りから買った水を使うのは！」

　尚しよう食しよくの仕事中、水代のことで慌あわてたのを思い出す。

　崑国には、二種類の水があるのだ。だからわざわざ水売りから水を買っているのだ。

　一つは後宮の井戸からわき出る、料理に使われている水。これは舌に、重い硬さが残る。それでも料理に使うのであれば、様々な調味料が加わるので気にならない。しかし茶を淹れるとなると、繊せん細さいな茶の味が狂くるう。そのために、もう一種類の別のお茶用の水を使う。

　理美はお茶の味に違い和わ感かんがないのだから、きっとお茶用の水が、和国の水に近い水なのだ。

「水には二種類ありますよ。和国では違いますか？　井戸や川からくみあげられる、普ふ通つうの水。そして特別に山やま間あいから水売りがくんでくる、売り水と」

「和国には、水は一種類しかありません。きっと売り水に近い水です。和国の出汁は、きっと売り水でしか、きちんとした味が出ないんです！」

　咄とつ嗟さに厨房から駆かけ出そうとした理美の手を、朱西が慌てたように摑む。

「どこへ行くんです、理美」

「水を買ってきます！」

「無理です。いちおう、あなたはここに捕とらわれているんですよ？」

「あ、そうか……」

　理美ははたと気がついて、朱西を見あげる。

「じゃあ、どうすれば」

「いいですか、理美。水祇宮の門には見張りの衛え士じが居ます。絶対に出てはいけません。俺が水を手配します」
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　朱西は衛士に命じ、売り水を買いに走らせた。

　水が届いたのは夕暮れだったが、理美は蠟ろう燭そくを灯ともし厨ちゆう房ぼうに立った。

　届いた水を口に含み、吟ぎん味みし、理美はにんまり笑う。竈の熾おき火びをかきおこし、鍋に水と、海うみ布ふなるかちかちの食材を加える。

　朱西は興きよう味み津しん々しんで、理美の作業を見ていた。

　あのかちかちの木の皮の正体は海草だと理美は言ったが、あれほど幅はば広ひろの丈たけ長ながの海草は、崑国では知られていない。乾かん燥そうしてあの厚みと幅はばと長さなのだから、生であったときはよほど巨きよ大だいなのだろう。

　そしてそれを鍋の水に浸して四半刻待つと、鍋を火にかける。水が沸騰する直前で鍋を火から下ろし、ふやけている海布を取り出す。たったそれだけ。

（こんなもので、湯タンになるのだろうか）

　食材の味を湯の中に溶とかし込むには、長時間煮ることが必要不可欠だ。しかも食材は数種類を用いる。そんな常識からすると、理美のやっている作業で得られるものは、湯タンではなく、ただの白湯だ。

「どうぞ、朱西様」

　できあがったものを碗にとり、理美はまず自分で味見をした。そして納なつ得とくしたように微笑ほほえむ。その微笑のまま、別の碗に、理美が言うところの『出汁』を注ぎ、朱西に手て渡わたす。

　碗を受け取り、それを口元に持ち上げた朱西は、ほのかに香かおる磯いその香かおりに気づく。

（磯の香。しかし生なま臭ぐささはない。不思議と）

　わずかに飴あめ色いろになった白湯を口に含む。すると香と共に、微かすかな深いこくが舌に感じられた。

　味ではない。塩味も、甘味も、辛からさも、なにも味らしい味はない。

　しかし、なにかが舌にまとわりつく。

　それは、こくとしか表現しようのないもの。一いつ切さいの味を排はい除じよしてあるにもかかわらず、うまいものを食べた後に舌の上に残るおいしさに似たもの。

「これは」

　驚きに朱西は目を見開く。理美は期待顔で言葉を待っている。

「どうですか？」

「これは白湯ではない。味つけがないにもかかわらず……、極ごく上じようの、湯タンです」

「良かった。やっぱり水なんですね」

　微笑む理美の顔を見つめ、朱西は不思議な生き物を発見したような気がした。

　こんなふうに試行錯さく誤ごし、ものを作る女性には会ったことがなかった。貴族の姫ひめはたいがい、礼れい儀ぎ作法や刺し繡しゆう、習字など、決まりごとをどれほど美しく、そつなくこなすかに心血を注ぐ。

　仙せん丹たんを練る仙せん人にんのように、あれこれ思考し、試ためし、探究する女性というのが新しん鮮せんだ。試すこと、考えることを楽しんでいる。

　ふと、自分と似ていると感じる。そんなふうに、自分との共通点を感じる人間は幾いく人にんかいる。

　しかしそれらは全すべて男だ。女性に、自分との共通点を感じることが不思議で、興味深い。

（なかなか……おもしろい人だ。しかも和国の食材は、さらにおもしろい）

　朱西の口元がほころんだ。彼の中の探究心が、胸を躍おどらせる。

　食材にすら見えないものが、水でさっと煮にるだけで極上の湯タンになる。崑国の常識では、考えられない食材だ。

　未知の食材に、強い興味がわく。

「こちらの木ぎれ……ではなく、堅けん魚ぎよ堅けんというものも、同様においしい湯タンになりますか？」

「はい。でも、これを薄うすく削けずるための道具が必要です。木を削る道具のような」

「大工道具の鉋かんなでは？　駄だ目め？」

「それ、それが言いたかったんです！　それでいけます」

「料理に大工道具とは興味深いですね。いいですよ、準備しましょう」

　朱西は鉋を調達するために、厨房を出て行こうと理美に背を向けた。

（食材を使うために、大工道具とはな。おもしろい。これは）

　久しぶりに朱西は興奮し、笑いたいような気持ちになる。

　しかし突とつ然ぜん、背後で、鍋なべと碗わんをひっくり返す音が響ひびく。それと同時に右半身に熱いものが降りかかり、思わず声をあげて飛び退のいた。

　驚おどろいて背後をふり返ると、理美が床ゆかに倒たおれていた。彼女が倒れた拍ひよう子しに鍋がひっくり返り、熱湯が朱西の体に飛び散ったらしい。

「理美!?」

　熱湯がかかった右みぎ腕うであたりがじりじりと痛んだが、それよりも女性である理美に怪け我ががないかと焦あせった。駆け戻もどって抱だき起こすと、幸いにも彼女の体には熱湯がかかっていない。けれどなぜか、ぐったりと目を閉じている。意識がない。
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（斎さい宮ぐう様は、どこだろう？）

　暗くら闇やみの中で、理美は姉斎宮の姿を手て探さぐりで探していた。思いきり手を伸のばしても、そこに摑つかめるのは実体のない暗闇だけだ。その不安が恐きよう怖ふになり、

『斎宮様！』

　悲鳴のような声をあげた。

「理美！」

　伸ばした手を温かい手に握にぎってもらえて、理美は目を覚ました。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　理美」

「朱西様」

　寝しん台だいに横になった理美を覗のぞき込み、伸ばした彼女の手を握ってくれたのは朱西だった。

「わたし？　あれ、れ？」

　状じよう況きようが飲みこめないでいると、朱西は握っていた理美の手を、そっと上うわ掛がけの中へとおさめてくれる。それから腰こしに佩はいていた剣けんもはずし、壁かべに立てかけた。「剣は慣れないですね」と、苦く笑しようし、枕まくら元もとの椅い子すに腰かける。文官の朱西だが、外出時は貴族のたしなみで帯たい剣けんするらしい。

「医師に診みてもらいましたが、貧血だろうということです。まあ、考えてみれば今日は朝から首を刎はねると脅おどされ、慣れない離り宮きゆうに移され、大変な思いをしたのですから当然です。今夜は、このままお休みなさい」

「でも証明を」

「陛下から頂いた猶ゆう予よは七日。今日はまだ初日です。しかも二品ある一方は、もう味わいを確かめられました。あと一品ですから、今夜くらい休んでも大丈夫でしょう」

　そこで言葉を切り、朱西は訊きく。

「さきほど呼んでいましたが。『斎宮様』とは、何者ですか」

「国くに護まもりの大おお神かみにお仕えしている巫女みこを、斎宮様とお呼びするんです。わたしの姉皇おう女じよです。わたしは神様の食事を作るのが務めでしたが、その食事は同時に斎宮様へ捧ささげる食事でもあるんです。実質、斎宮様のお食事を作るのが役目みたいなもので……わたしには、そのお役目があるので、そこに居場所がありました。斎宮様がいたから」

　いつもぼんやりしていると言われていた理美だが、なにも感じていないわけではなかった。

　いつもぼんやりしながらも、不安を抱かかえていた。

　ここに居てもいいのだろうかと、ずっと、いつも、ぼんやりと不安なのだ。

　それは幼い頃ころから、自分の身の置き場がなかったからだ。七歳になって美うま味しの宮みやになり、姉斎宮の役に立つと実感した時から、姉斎宮の側そばであれば役に立てるのだから、彼女の側にならばいられると安あん堵どした。だが幼い頃に植え付けられた不安感は、いつか姉斎宮がいなくなり、また自分がいるべき場所を失うのではないかという、根こん拠きよのない不安を引き寄せる。

　そしてそのぼんやりした不安は、現実になってしまった。

　姉斎宮ではなく、自分が彼女の側を離はなれるはめになった。

　崑国皇こう帝ていの即そく位いと共に、御み門かどの皇女を崑国へ送る必要が生じた。しかし姉皇女たちは既すでに嫁とつぎ、斎宮という聖職者を無む闇やみに異国へ送ることもできない。

　だから理美に白羽の矢が立った。

　そう決まったのだと聞いたとき、愕がく然ぜんとした。せっかく手に入れた居場所から、引き離されるのだ。けれど嘆なげいても仕方がないと、持ち前の吞のん気きさで引き受けた。

　どうあがいても結局、理美以外にいないのだ。だから覚かく悟ごを決めただけだ。

「役目があるから居場所がある。俺にもその気持ちは、わかります。俺も似たようなものです」

「似たような？」

　と問い返そうとしたが、朱西の右手首から肘ひじにかけて包帯が巻かれているのに気がつき、はっとした。

「朱西様。その腕うでの包帯は」

　彼はなんでもないというように苦笑いしたが、理美はあることを思い出して青ざめた。

「もしかして、わたしが倒れたときに」

　意識を失う直前、熱湯を入れた鍋が手元にあるのを危ないと意識していた。きっと理美が倒れた拍子に鍋がひっくり返り、熱湯が朱西にかかってしまったのだ。

「わたしのせいですよね。……すみません朱西様……。わたし、朱西様に怪我をさせて」

「大丈夫です。たいした火傷やけどではないと、医師も言っていました。傷も残らないでしょう」

「でも……朱西様に……ごめんなさい……」

　じわりと瞳ひとみの表面が熱くなる。

　この崑国で、たった一人だけ理美に優やさしい朱西に怪我をさせてしまった。その罪悪感でいたたまれない。自分に関かかわったばかりに、怪我をさせたことが申し訳ない。

「……ごめんなさい。朱西様」

　結局、理美は崑国にとっても、朱西にとっても、厄やつ介かい者にしか過ぎない。そんな気がしてしまう。だから本当に、自分にはこの国に居場所がないのかもしれない。

　胸の奥にしまい込んで、けして見ないふりをしていたその思いが、耐たえきれなくなったように顔を出す。

　姉斎宮の側にいられない現実までもがふいに胸に迫せまり、こみあげてくる涙なみだ。

（……どうして……わたしらしくもない……）

　貧血でくらくらしているせいか、なんだか気持ちまでぐらついている。

　涙があふれそうになり、慌あわてて朱西から顔を背そむけて瞼まぶたをきつく閉じる。

（楽しみなさいと言われたら、「はい」って言って、ほけほけ笑っていられるはずなのに、わたし……それなのに……）

　楽しんでみようと思っていた。姉斎宮がそう言ってくれたのだから、そうしようと。姉斎宮が励はげましてくれたように、強がってみようと思った。今も、そんな気持ちに変わりはない。

　けれど言葉を操あやつるのにも苦心する国で、なんとか自分らしく泳ぎ切ろうとしていたのに、食文化の違ちがいから首を刎ねられそうになる始末。唯ゆい一いつ、理美に優しい人にまで、怪我をさせてしまう。居場所どころの騒さわぎではない。

　ここは、とうてい理美を受け入れてくれるほど寛かん容ような場所ではない。幼い頃と同様に、自分は厄介者なのだ。そんな気がして、さすがに吞気な理美の心もくしゃくしゃに萎しぼんでしまいそうなのだ。

（斎宮様……。わたしにはもう、居場所は見つけられない……）

　その時、朱西がぽつりと言った。

「おいしかったです」

　その言葉に、理美は目を開く。

（今、なんて？）

　朱西に背を向けながらも、耳をそばだてた。

「和国からもたらされた品で作った、湯タン。木の皮にしか見えなかったものが、あなたが手を加えると、おいしい湯タンになった。おもしろいですね。味など一いつ切さいないのに、なぜか舌に残るおいしさがあった」

　理美が泣き出したので、朱西は話題をそらそうとしているようだ。だが彼が話をそらすつもりで口にしたたった一言が、理美の体を温かく包む。

　彼は「おいしかったです」と言ってくれたのだ。

　なんの意図もなく、ただ話題をそらすためだけに、心にあったことを口にしてくれたのだ。

　さっきまでとは別の種類の涙が、新たに熱く盛りあがってきた。

　くしゃくしゃに潰つぶれそうな気持ちでいた瞬しゆん間かんよりも、何倍も大きなものが喉のどの奥からせりあがってきて、掛かけ布ふを顔に押し当てる。嗚咽おえつがもれた。

　朱西は驚おどろいたように、理美を覗きこむ。

「理美？　俺はなにか、ひどいことを言いましたか？」

　顔を隠かくしたまま、理美は首を横に振ふった。

「……いいえ……ただ。……ただ……良かった、って……」

　朱西が、安堵したように微笑ほほえんだ気配を感じる。彼の手が、理美の頭を撫なでた。

「今夜は、安心しておやすみなさい理美。そしてまた明日に、あなたの技わざを見せてください」

　そう優しく囁ささやくと、朱西は沈ちん黙もくした。掛布から顔を離して、ちらりと目をあげる。と、朱西の顔は、理美の顔ととんでもない近さにある。

「なかなか涙が止まりませんね。俺は女性を慰なぐさめる方法は、よくわかりません。なにしろ恋こい知らずと呼ばれるほどですから。それでも昔すこしだけ、教養として女性のあつかいを習ったことがあります。……もし、あれでいいなら……」

「教養？」

　朱西は横になった理美の肩かたに触ふれ、もう一方の手で掛布を握る細い手を包む。

「こうやって触れることが、高貴な女性を慰める方法だと。女性を安堵させるために、こうすることが常識とか」

　これは、まさしく恋れん情じようの絡からんだ仕草。朱西に教養とやらを伝授した人間は、かなり頭がゆるかったのか。もしくは悪ふざけしていたか、どちらかだ。

「……なんだか常識とは違う気が」

「和国では違いますか？　本来、親しく触れるのを遠えん慮りよするべき身分の女性に対しても、慰めのときに限っては、このような慰め方が礼を失しない基本だと習いました。こうして……」

　二人の視線が絡み合う。理美の胸の鼓こ動どうが急に激しくなる。手と肩に触れ、朱西はゆっくりと顔を寄せた。まるで口づけで慰めようとするかのように。

「あ……朱西様……それは……絶対に違う……」

　動どう揺ようして声が震ふるえた。朱西は無言だ。彼の吐と息いきが、理美の唇くちびるに触れるか、触れないか。そんなきわどい瞬間。

　ふかふかっとしたものが、いきなり理美の口を塞ふさいだ。

　理美と朱西の顔の間に、銀色のもふもふした生き物がぬっと体を突つき出していた。

「うわっ!!」

　朱西が悲鳴をあげて飛び退のき、理美も仰ぎよう天てんして飛び起きて涙が引っ込んだ。

　理美の顔に張りついていた銀毛の生き物が、ぼとりと膝ひざに落ちる。

「た、珠ちゃん!?　驚かせて、ごめんなさい朱西様！　これはわたしが飼ってる鼠ねずみで」

　理美の膝へと視線をやった朱西が、目を剝むく。
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「それは、神しん龍りゆう!?」

「そうなんです、すみません！　いつもは悪戯いたずらなんかしない、人を脅おどかすこともない、大人しい鼠なんです！　けれど……え……？」

　理美は目をぱちくりさせて、啞あ然ぜんとしている朱西を見あげる。

「今、神龍って？」

「それは……神龍です。……崑国皇こう帝ていが代々受け継つぐ神龍、五ご龍りゆう……」

「へ？　珠ちゃんが？　神龍？　龍？」

　顔を見合わせた。

　もふもふの銀の毛並みの、胴どう長ながの小さな生き物は、理美の膝の上に凜り々りしく立ちあがり、

「キュウゥ─────ッ」

　と、いつもよりちょっぴり猛たけ々だけしく鳴いた。迫はく力りよくも神秘性も、皆かい無むではあったが。
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「この五龍をどうしたんです」

　取り調べのような口調で問われ、理美は首を傾かしげた。

「でもこれは、崑国の珍めずらしい鼠じゃ……」

「そんな鼠いますか!?　ごらんなさい。宝ほう珠じゆを握にぎる五本爪づめの龍は、崑国皇帝が代々引き継いでいる神しん獣じゆう。最も高貴な神龍である、五龍なんです」

「でも神獣というには、愛あい玩がん動物的すぎませんか？」

「それは否定しません。俺は五龍を皇帝陛下の寝しん室しつで目にしたことがあるので、すぐにわかりましたが。ただ初見でも、さすがに鼠とは思いません。理美、五龍をどこで手に入れたんです」

「え～と、拾いました。厨ちゆう房ぼうで」

「神獣が落ちてますか、普ふ通つう？」

「本当に厨房の野菜籠かごの中にいて、普通に。で、可愛かわいいので拾っちゃいました」

　寝しん台だいに腰こしかけた理美が、気まずさを誤ご魔ま化かすためにてへっと笑うと、朱西は頭痛を感じたように額を押さえる。

　神龍の珠ちゃんは、理美の膝の上でぎろぎろと朱西を睨にらみあげている。

「とにかく五龍は、俺がお預かりし、責任を持って陛下のもとへ届けましょう」

　そう言って朱西が一歩近づくと、珠ちゃんはキュッと鳴いて、理美の肩の上へと逃にげる。

　朱西は眉まゆをひそめ、さっと理美の肩へと手を伸のばす。が、珠ちゃんはそのまま理美の背中の方へと飛び下りる。

「五龍！」

　業ごうを煮にやした朱西が、珠ちゃんに飛びかかった。しかし勢い余り、理美を巻きこんで寝台の上へと倒たおれこむ。押し倒されて悲鳴をあげた理美に、「申し訳ない」とおざなりに謝った朱西の脇わきの下をすり抜ぬけた珠ちゃんは、足をばたつかせる理美の裳も裾すそから裳の中へと入りこんだ。

「ひゃっ！　珠ちゃん!?」

「こっちか！」

　と、なんの下心もなく、理美の裳をめくろうとする朱西の手に動揺し、

「いやぁ──っ！　朱西様ぁ──っ！」

　咄とつ嗟さに理美は、朱西の後頭部を平手ですぱぁんと張りとばす。

　うっと呻うめいた朱西は、我に返ったらしく、めくろうとしていた裳裾から手を離はなした。そして自分が理美を押し倒していたことにも気がつき、さっと立ちあがった。

「申し訳ありません。失礼しました理美」

　朱西は慌あわて、三歩ほど寝台から遠のく。と、裳裾から珠ちゃんが顔を出し、キキキキキと小さく笑った。朱西は、途と方ほうに暮れたように肩を落とす。

「五龍は、なぜこれほど、あなたに懐なついているんですか」

「さ、さあ？　ごはんをあげたから？」

　裳裾を慌てて直して座り、首を傾げる。裳の中で珠ちゃんが、ごそごそしているのがくすぐったい。珠ちゃんは断固として、朱西に捕つかまる気はなさそうだ。

「ごはん……」

　心の底から脱だつ力りよくしたように、朱西は呟つぶやく。

「朱西様。五龍って、神獣ですよね？　本来は皇帝陛下のもとにいるべきなんですよね？」

「そうです。神龍は代々、崑国皇帝に引き継がれてきました。銀細工の檻おりに入れられ、新たな皇帝即そく位いと共に、新たな皇帝の手に渡わたるものです」

「それがなんで、わたしが拾うはめに？　本当なら銀の檻の中にいるんですよね？」

「何者かの手によって、盗ぬすまれたのです。今上陛下の即位式の日に」

　珠ちゃんは理美の裳裾から這はい出て、彼女の肩に乗った。長い理美の髪かみをくるくると体に巻きつけ、警けい戒かいして朱西を見ている。朱西は理美の隣となりに腰を下ろすと、諦あきらめたように言う。

「五龍。安心してください。もう手を出しません。あなたが理美から離はなれたくないのは、よくわかりましたから」

「朱西様、でも、盗まれたって誰だれにですか？」

「わかりません。行動が疑わしい者、生おい立ちが疑わしい者はいますが……。ただ安易に、証しよう拠こもなく疑いをかけることは、してはならないはずです」

　眉まゆ根ねを寄せて、朱西は複雑な表情になった。そして続ける。

「五龍の檻は常に皇帝陛下の寝室にありますが、陛下が即位式を終えられて寝室に帰ると、檻の扉とびらがあけられ、五龍がいなくなっていたんです。五龍は、崑国皇帝が国を治める力を与あたえると伝えられています。初代皇帝仁じん宗そうは、五龍に選ばれたゆえに皇帝となったのです。その五龍が消えたと知られれば、一大事です。五龍が消えたことは、俺と周宰さい相しよう、内ない侍じの伯礼、そして丈鉄しか知りません。必死で探していましたが手がかりはなく、陛下は即位されてからずっと気にかけておいでです」

「でも、珠ちゃんが見つかったんですから良かったですよね。すぐに陛下にお知らせして、ここに珠ちゃんを迎むかえに来てもらうとか？」

「そうしたいのは山々ですが……。五龍は、あなたから離れようとしない。こんな様子を目まの当たりにしたら、陛下はあなたを即そく座ざに斬きりますよ」

「わたしが珠ちゃんに好かれているから、やきもちですか？　たしかに皇帝陛下は……」

　と苦情を言おうとした先を、朱西が制す。

「陛下を批判する気でしたら、やんわりと比ひ喩ゆや婉えん曲きよくになさい。本当の不敬罪になります」

「ええ、はい。陛下は変態的な加か虐ぎやく趣しゆ味み者的なお方で、とんでも素す晴ばらしいですものね」

「理美、前にも言いましたが、それでは悪口剝き出しです。時々怪あやしくなる言語能力をなんとかしなければ、いつか陛下に斬られますよ。陛下があなたを斬ろうとするのは、陛下がそういった趣味をお持ちだからとか、嫉しつ妬ととかではありません。五龍があなたを選んだとなれば、あなたを皇帝にするべきだと言い出すような、不ふ穏おんな輩やからが出てくるからです」

「わたしが皇帝ですか!?」

　あまりに突とつ拍ぴよう子しもないことに、目を丸くした。

「陛下はそれを未然に防ごうとなさる、というだけです。それほど五龍は大事な存在です」

「え、じゃあ珠ちゃんが陛下のもとに帰ってくれないと、わたしは殺されるんですか」

「そうですね」

「たたた、珠ちゃん！」

　慌てて肩かたの上の珠ちゃんを抱だこうとしたが、珠ちゃんはするりと理美の手をすり抜け、

「ひゃあ！」

　また理美の裳の中に潜もぐりこんだ。理美は裳を押さえ、すがるように朱西を見あげた。

「朱西様、助けてください～！　珠ちゃんが裳の中にぃぃ～！」

「残念ですが、大変助けづらい状じよう況きようです。あなたの裳の中に手や頭を突つっこむ気はありません。そもそも、俺が頭を突っこんだところで、五ご龍りゆうは思うとおりにはなってくれないでしょう」

「じゃあ、わたしはこのまま陛下に斬られるしかないんですか」

「五龍はあなたから離れる様子はない。裏を返せば、五龍の所在は明らかであるということなので、焦あせる必要はありません。とりあえずこのことは陛下に伏ふせておき、あなたが五龍を説得するとか、五龍が陛下に懐くように仕向けるとか、策を考えましょう。たまたま五龍に懐かれたからといって殺されるのは、あなたが不ふ憫びんすぎます」

「ありがとうございます……。うう、でも、珠ちゃん。なんで裳の中へ……」

　珠ちゃんの毛のくすぐったさに身をよじっていると、朱西は理美の足元に跪ひざまずき、裳裾へ顔を近づける。

「出てくる気配はありませんね」

　その時、

「なにをやっているんだ、朱西」

　呆あきれたような声が、寝室の出入り口から聞こえた。

　理美と朱西は同時に出入り口に目をやって、驚おどろきに声をなくす。

「恋こい知らずのおまえが、女の裳裾に口づけか？　珍しい光景を見たものだな」

　横おう柄へいに言いながら踏ふみこんで来たのは、目が覚めるほどに美しい皇こう帝てい、祥飛だ。

（皇帝陛下！）

　混乱して、目が回りそうになる。

（なんでこんなところに陛下が!?　というか、ここで珠ちゃんが見つかったら、わたしは今ここで、この残ざん虐ぎやく皇帝に斬られてしまうの!?）
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　理美は涙なみだ目で、ふるふると震ふるえだした。それを認めた朱西は跪いたまま、そっと理美の膝ひざを手で押さえる。そのままでいろと合図する無言の仕草。

　彼は理美の膝を押さえたまま、冷静な表情で祥飛を迎える。

「なぜこちらへ？　陛下。まさかお一人ですか。供の衛え士じや侍じ官かんは？　丈鉄は？」

　祥飛は、珠ちゃんのことに気がついていないらしい。理美の裳へは目もくれない。

「供のものはうるさいからな、門で待たせてある。丈鉄も外だ。木の皮と木ぎれを食べ物に変えるという奇き妙みような技わざが、本当に見られるなら面おも白しろいと思って見に来たが……」

　朝議の場で、あっさり理美の首を刎はねようとしたくせに、祥飛はまるで悪びれたところがない。そもそも、悪いとさえ思っていないのだろう。人の命を軽々しくあつかう、なかなかの冷血漢ぶりだ。

「だが、もっと面白いものが見られたな」

　にやりとすると、祥飛は朱西が跪いている傍かたわらに立つ。

　涙目の理美の顔を覗のぞきこむと、片手で理美の顎あごを摑つかんで顔をあげさせた。

「恋知らずのおまえが、そそられた女がこれか？　肌はだは綺き麗れいだな。この女には、そんなに良い味があるのか？」

　顔を近づけ、祥飛は理美の頰ほおに唇くちびるを近づけようとする。

（ひぃっ、殺される！）

　裳もの中に珠ちゃんを隠かくしている理美は、祥飛のきわどい行動よりも、珠ちゃんの存在に気づかれることが恐きよう怖ふで、全身が硬こう直ちよくした。

　しかし祥飛の唇が理美の頰に触ふれる直前に、朱西が祥飛の腕うでを摑む。

「陛下。戯たわむれは、おやめください」

「なぜだ？　この女は和国から余のために送られてきた後宮の女だ。余のものだ」

「俺をからかうために、彼女を利用しないでください」

　厳しい眼まな差ざしに、祥飛は薄うすい笑いを返し、理美の顎を自由にした。

「本気らしいな朱西」

「色々と、本気にならざるを得ない事情があります。そちらの露ろ台だいへご案内します。和国から送られたあの木の皮は、早々に食材だと確かく認にんしました。陛下にお見せします」

「早いな？　やはりこの女、法術使いか？」

「単純に、和国の独特の技術です。彼女が説明します。理美、これから俺は陛下を露台へご案内します。あなたは厨ちゆう房ぼうで、さっきの湯タンを作ってください。それを陛下にご賞味頂きましょう。できますか？　片づけものも、ありますが？」

　片づけものとは、珠ちゃんのことだろう。祥飛を一いつ旦たん連れ出すので、その隙すきに珠ちゃんを隠せということだ。そして海うみ布ふ出汁だしを作り、祥飛に提供せよと。

「は、はい。できます」

　頷うなずくと、朱西は祥飛を促うながして寝しん室しつを出た。

「助かった……」

　理美がぐったり寝しん台だいに伏せると、珠ちゃんが裳も裾すそからしゅるりと出てきて、掛かけ布ふの中へと潜りこんだ。よほど祥飛に見つかりたくないのか、自主的に避ひ難なんしているようだ。

「賢かしこいのね、珠ちゃん。でもそんなに賢い珠ちゃんは、なんで皇帝陛下に捕つかまりたがらないのかなぁ」

　安あん堵どの溜ため息いきと共に立ちあがり、理美は、深呼吸を繰くり返して気持ちを落ち着かせた。

　せっかく祥飛がやって来たのだ。ここは極ごく上じようの海布出汁を提供し、彼の鼻をあかしてやろう。そして「首を刎ねようとして悪かった」くらいは、言わせてみたい。

　なにしろ和国の味は、朱西が認めてくれたのだ。よしと、気合いを入れて厨房へ向かう。

　夕暮れ時に竈かまどを使ったので、種火は赤々と残っていた。火をかきおこしつつ、海布を水につける。鍋なべを火にかけ、沸ふつ騰とう直前に火から下ろす。できあがった澄すんだ黄金色の出汁を、純白の器うつわに注ぐ。その器を盆ぼんにのせ、静々と捧ささげ持って露台へと向かった。

　露台は澄んだ翡ひ翠すい泉せんへとせり出している。月が明るく、月の光は細い一本の路みちのように、水面に伸のびている。水面を微かすかな風が渡わたるとさざ波が起こり、その月光の路はちらちらと揺ゆれた。

　露台の卓たく子しに着いた祥飛の前に、理美は白磁の碗わんを置く。

「ご賞味ください、陛下。和国の貢みつぎ物で作ったものです」

　祥飛は無造作に白磁を手にして、一口飲んだ。その瞬しゆ間んか眉んまゆをひそめ、またすぐに一口、口に含ふくむ。そして、いきなりだった。

「ただの白湯さゆだ！」

　白磁を露台の床ゆかにたたきつけると、椅い子すを蹴けって立ちあがった。

「余を愚ぐ弄ろうしているのか!?　余はそなたに、和国の貢ぎ物を使い、うまいものを捧げろと命じた！　それが白湯か!?」

「陛下、それは白湯ではありません。味わいのある湯タンなのです」

　慌あわてて朱西が取りなすが、祥飛は怒いかりの表情を崩くずさない。

「なにが湯タンだ！　なぜこの女を庇かばう、朱西！」

（どうして）

　極上の湯タンだと朱西が判じてくれたものを、どうして祥飛は白湯と言うのか。

「なんの味もない白湯だ！」

　祥飛の一言に、はっとなる。味だ。

「慣れていないから！」

　理美は思わず、声をあげていた。

「なんだと？」

「陛下はこの味わいに慣れていないからです。だって崑国の料理は、あの重い水を使って作る濃こい味です！　これを白湯に感じるのは、和国の味に慣れてないからです」

　朱西は食しき学がく博士だ。様々に食を探究するのだから、舌の感覚も敏びん感かんで、味を吟ぎん味みする注意深さがある。だから彼は特別なのだ。普ふ通つう、濃い味に慣れた崑国の人間が、味つけのない海布出汁を飲まされれば、白湯に感じてしまうのだ。きっとそうだ。

「では結局、和国は崑国の人間が味と感じられない屑くずを、貢ぎ物として贈おくったのか！」

　腰こしにある太た刀ちに、祥飛は手をかけた。

（言われれば、そのとおり!?　駄だ目めだ、やっぱり斬きられる）

　咄とつ嗟さに覚かく悟ごした時に、

「理美！」

　と朱西の緊きん迫ぱくした声。その声で、さっき耳にした彼の言葉が蘇よみがえる。「おいしかったです」と言ったあの言葉。あの言葉を聞けたのだ。「おいしい」と言ってくれる人がいれば、そこが理美の居場所になるかもしれない。諦あきらめるのは早い。

（可能性がある、まだ！）

　あの朱西の一言は希望をくれた。理美は祥飛の手を制するように、

「いいえ！　まだ六日あります！　和国の貢ぎ物は、きっと陛下に、おいしいものを捧げられる食材だと証明します！」

　言い放つと、真っ正面から祥飛を見つめる。

　祥飛が満足するものを作れる確信はない。だがやってみる価値はある。

　こと食べ物に関して、悪あがきもせずに首を刎ねられたのでは、美うま味しの宮みやとして過ごした十年の時間が泣く。理美があがきもせずに首を刎ねられたと聞けば、姉斎さい宮ぐうは腹を立てるに違ちがいない。だから、やってみるのだ。その決意だけで祥飛と向き合った。

「作れるか？　証明してみせるか？　女……名はなんだった？」

　祥飛はようやく初めて、目の前にいるのが人間だと認識したような顔で訊きく。

「はい。作れます。名は、雪理美です、陛下」

　頷くと、祥飛は鼻を鳴らして椅子に腰かけた。不ふ機き嫌げんそうに頰ほお杖づえをつき、月光がきらめく水面へと視線を向ける。

「うまいものを食わせると約束したのに、おまえたちは余に、まずいものしか出さない気か」

「では俺が、陛下のために用意している品を提供しましょうか。水祇宮に持ち込んでいますから、すこしお待ちを」

　祥飛が落ち着いたと見て取ったのか、朱西は露台を離はなれた。

（朱西様ぁ～）

　祥飛と二人きりになる嫌いやさで、理美は泣きそうになる。じっと綺麗な顔で睨にらまれているといたたまれず、とりあえず口を開く。

「あの、陛下？　お好きなお料理はありますか？」

　うまいものを食わせろと要求されているのだから、本人の味の嗜し好こうを確かめておくべきだった。しかし祥飛は、

「好きな料理などない」

　一刀両断だ。とりつくしまがない。

「では、好きなお菓か子しとか」

「料理も菓子も、どれかを特別好きと思ったこともないし、うまいと思ったこともない」

「……え？　それは味音おん痴ち様ということでございますか？」

　なるべく丁てい寧ねいに、失礼なことを訊いてみた。言葉の使い方は間ま違ちがってないだろうかと、冷や汗あせが出る。しかしこれは訊いておかなければならない。

　なにしろ、「おいしいものを捧げろ」と、命令されているのだ。もし相手が味音痴であれば、どんな料理を作ったところで、祥飛はおいしいと言わないはずだ。そうなれば祥飛の要求は、もともと無理な要求ということになる。

「味音痴様だと？」

　祥飛の目がきらりと剣けん吞のんな光を宿すが、それでも理美がしごく真ま面じ目めな表情なのを見て取ったのか、答えてくれた。

「味はわかる。だがおいしいと思ったことはない、というだけだ」

「そんな……寂さびしい……」

　思わず、言葉がこぼれた。

「寂しい？」

　祥飛は、不可解な生き物に遭そう遇ぐうしたかのような顔をする。

「食べ物がおいしくないなんて、人生の楽しみが半分消えます」

「そうか。おまえの人生半分は、食い物か。くだらん」

　小こ馬ば鹿かにするように鼻を鳴らした祥飛に、理美はしっかりと頷く。どれほど馬鹿にされても、いいと思っている。それが理美にとって真実だからだ。

「はい。だって人は、食べなければ生きられないので」

　なにを食べてもおいしいと思えないなんて、とてもつまらなくて、寂しい。

「そのくだらんおまえの人生も、七日後には終わるかもしれないがな」

「……そうですね……」

　気軽に残ざん酷こくなことを言う彼を前に、理美はどっと疲つかれを感じる。この皇こう帝ていは、こうやって気安く会話している女の首を、七日後に平然と刎はねるという。普通では考えられない神経だ。しかも、まったく悪気がなさそうなところが、なんとも言えない。

（この人、いったいどんな育ち方をしたの？）

　ふと気になった。残酷なことを言うくせに、それを悪いと思っていない。しかも食事すら、おいしいと感じたことがないという。理美にしてみれば、信じがたい感性をしている。

「陛下のお母上はどんな方でしたか？」

　問うと、祥飛は暗い翡翠色の水面みなもへと視線を向ける。

「愚おろかで、どうしようもない女だった。死んでせいせいした」

（え？）

　母親に対する愛着の一いつ切さい感じられない返答に、言葉を失う。

　そのとき朱西が、小さな陶とう器きの瓶びんと湯飲みを盆にのせて帰ってきた。

「お待たせしました、陛下」

　と、卓子の上に盆を置き、瓶の中身を湯飲みに注ぐ。どろりと瓶の口から出てきたのは、青黒いなにか。それをなみなみと湯飲みに注ぎ、それを堂々と祥飛に差しだす。

「どうぞ召めし上がって下さい、陛下」

「なんだ、これは？」

　と不信感丸出しながら、祥飛は意外にも素す直なおに湯飲みに口をつける。湯飲みに口をつけた祥飛に、朱西は自信ありげに告げた。

「それは陛下の頭脳の成長に役立つ、魚の目玉の塩しお漬づけです」

「くそまずい！　そのうえ気持ち悪い！」

　祥飛は湯飲みを露ろ台だいの外へと、力ちから一いつ杯ぱい投げつけた。

　怒いかれる若き皇帝は、そのまま帰って行った。




　　　三




「あの、朱西様？　大だい丈じよう夫ぶですか？」

　魚の目玉を全力で拒きよ絶ぜつされ、朱西は卓たく子しに両手をついてがっくりしていた。

「あれは、かなり効果が期待できるんです。近ちか頃ごろ完成させた、長期研究の成果です。双ふた子ごの片方に、あれを三年毎日食べさせ、彼らの頭脳の明めい晰せきさを一年ごとに比ひ較かくする試験を実じつ施しして」

「朱西様、もしかしていつも、あんなものを陛下の食事としてお出ししているんですか？」

　もし毎日あんなものが食事に出ているとしたら、皇帝への立派な嫌がらせだ。

「朝昼の献こん立だては料理人が考えて作りますが、夜食は、俺が吟味した食材を、料理人が料理してお出しすることにしています。今日のあれは、貴重な海の魚からとった食材でした」

「それで陛下は……ああいったものを、おいしいと仰おつしやるんですか？」

　こわごわ訊いてみる。

「いっこうに、おいしいと言いません。毎回、辛シン刺ツー油ヨウを常識外れにかけて召し上がります」

　それはそうだろうと、理美は逆にほっとする。

「それどころか陛下は朝も昼も、料理人が考えた献立も、なにをいつ食べても、おいしいと言ったことはありません。まずいとは、よく言いますが……。どんなに美味で豪ごう華かな料理も、珍めずらしい料理も。なにもおいしいと言いません。俺はあの方が、おいしいと言ったのを聞いたことがないんです」

　祥飛もさっき、同じことを言っていた。

「それはお小さい頃ころからですか？」

「俺が知る限り、一度もありません」

「陛下は、なにを食べてもおいしくないのに、おいしいものを食べさせろと、わたしに命じたんですか？」

「いいえ、そこまで理り不ふ尽じんではないです。まともに自分が味わえる程度の料理を捧ささげろ、という意味です。陛下は、自分がものを食べて心からおいしいと言えるとは、思っていません」

（とりあえず食べられる程度の料理を出せ、ということ？　そんな……）

　胸の奥で、理美の抱かかえる困った衝しよう動どうがむくりと起き上がる。

（そんな、情けない。とりあえず食べられる程度の料理なんて、情けない）

　心の中で呟つぶやいた言葉は、以前、姉斎さい宮ぐうから受けた叱しつ責せきに似ていた。

　───ただ食べられるものなんて、あなたに望んでないの。わたしは、おいしいものが食べたいの。それを作るのがあなたの役目。

　姉斎宮はそう言ったのだ。

「とりあえず食べられる料理なんて、いやです」

「しかし陛下は、おいしいと口にしたことがないのですよ」

「陛下が食べ物をおいしいと思わないのには、原因があるはずです。わたしだって、後宮に入って味がわからなくて、なにを食べてもおいしくありませんでした」

「そんなことがあったんですか？　では俺と二度目に会ったときには、味がわからなくなっていたんですか？」

「はい。けれど親しんだ味を口にして、味覚が戻もどりました。それにあのとき朱西様に会って、話をしたら、さらに良くなって……」

　と、口にすると、なんだか控ひかえめに愛の告白をしているような気がして、ぽっと頰ほおが染まってしまう。すると朱西も、どことな照れくさそうな顔で咳せき払ばらいした。

「それは、良かったです。俺も、なにかの役に立ったようです」

「と、とにかく。陛下もきっと、なにか理由があって、なにを食べてもおいしいと思えないだけです」

　なぜか、わくわくしていた。和国の食材が、崑国人にとっても高級な食材と認められなければ七日後には首が飛ぶ。それはわかっていた。

　それを回かい避ひする方法は、祥飛に「おいしい」と言わせることなのだ。

　命がけのくせに、それを忘れてしまうほど、祥飛の口から「おいしい」と言わせたいと思ってしまう。

「だから原因を調べて突つき止めて、皇帝陛下がおいしいと言う料理を作ります」

　挑ちよう戦せん心と、探究心。それが理美の瞳ひとみを輝かがやかせる。

「不思議ですね。今日、厨ちゆう房ぼうでも感じましたが。あなたの目は……まるで学究の徒のようだ。俺に似ていると思ってしまう」

　朱西は呆あきれたように微び苦く笑しようする。

「あなたの意欲は、よくわかりました。でもとりあえずは、あなたの首が繫つながることが大切です。五ご龍りゆうのこともある。俺も協力しましょう。あなたは和国の、聖せい餐さんを饗きようする仙せんらしいですから、あなたのやり方に興味があります。食しき学がくを興おこし、探究する者として」







（なぜ陛下は、おいしいと感じないのかな？）

　貧血で倒たおれた直後、祥飛の訪問を受けた理美はさすがに疲れていた。

　朱西も、今夜はゆっくり休むように言ってくれたので、理美は寝しん台だいで横になっていた。

　枕まくら元もとには珠ちゃんが丸まって、気持ちよさそうな寝ね息いきをたてている。クゥ、スゥと規則的に響ひびく珠ちゃんの寝息が耳に心ここ地ちいい。

　朱西は別べつ棟むねの寝しん室しつで休んでいるはずだ。

　見張りの衛え士じが門前で篝かがり火びを焚たいているが、侍じ女じよもいない。下働きの男女が数人いるはずだが、彼らは夜になると水すい祇し宮きゆうから出て、家に帰ってしまうらしい。ひどく静かだ。本来ならもっと侍女や下働きの者たちがいるものだが、理美は今、半ば罪人なのだ。致いたし方ない。

　月光が、閉じた戸の隙すき間まから入りこみ、天てん井じように細い綺き麗れいな筋を一本描えがいている。それを見あげながら、考えを巡めぐらす。

（後宮に入った時のわたしと同じで、陛下の心になにか……なにかがあるの……？）

　風が樹木を揺ゆする音に耳を傾かたむけていると、いつの間にか眠ねむっていた。

「雪理美」

　耳元で甘く囁ささやかれ、理美はとろりと目をあけた。そして間近に迫せまった美しい顔に仰ぎよう天てんし、目が覚めた。

「伯礼様……！」

　寝ね覚ざめには強きよう烈れつすぎる美び貌ぼうが間近にあったので、悲鳴のような声を出しそうになる。

　その口を伯礼の手が塞ふさぐ。

「しぃ。静かに、理美」

「なぜここに？」とか、「なにをしているのですか？」とか訊きこうとするが、もごもごと伯礼の掌てのひらの下で呻うめくばかりになってしまう。

　月光に照らされた伯礼は恐おそろしいほどに美しく、怪あやしげで、本物の妖よう魔まのようだった。彼は寝台に乗り、理美の上に覆おおい被かぶさり、顔を覗のぞきこんでいる。

「大きな声を出さないで。いいね。そう約束するなら、手をどけてあげるよ」

　うんうんと頷うなずくと、そっと手がはずされる。

「伯礼様。どうしてここに。どうやって」

　囁くように問うと、伯礼が、息のかかる近さで囁き返す。

「衛士を買収した。君を助けるためにね。わたしと一いつ緒しよにおいで、ここから逃にがしてあげる」

「あ……でも」

　きっと伯礼は理美の身を案じてくれたのだ。そう思うと嬉うれしかった。だがしかし、この状じよう況きようでは逃げ出すほうが危険かもしれない。逃げ出せば確実に追われる身になり、どんな言い訳もできなくなる。つかまれば問答無用で処しよ罰ばつされるはず。

　しかも今、理美の身み柄がらは朱西に預けられているのだ。逃げ出せば、朱西が責任を問われる。

（だめだ、そんなこと。朱西様に迷めい惑わくがかかる）

　理美は首を横に振ふった。

「ありがとうございます、伯礼様。でも、わたしは行けません。行けば朱西様にご迷惑が」

「朱西なら大丈夫だよ。彼は宰さい相しようの子息で、陛下にとっても大切な存在だから」

「でも、逃げる方が危険です。今なら、許される可能性があります。逃げてしまえば、その可能性を自ら捨てることになります」

　薄うす闇やみの中で伯礼の気配が一いつ瞬しゆんだけ、すっと冷えたように感じる。

「わたしの助けは、いらない？」

「そんなことは……、ただ、逃げるのは良い方法ではないと」

「では、どうやって助けようか？　君のことを、理美？」

「すみません。わたしには、わからない……！」

　驚おどろきに声が途と切ぎれた。伯礼が両手で、理美の肩かたから両りよう腕うでへとゆっくりと撫なで下ろしたのだ。薄うすい衫さん一枚の上から撫でられると、素す肌はだに触ふれられたようだった。

「君を助けたい。今、わたしには何もできないというなら、せめて君を慰なぐさめてあげる」

　彼の仕草に危険を感じてもがくが、のしかかられているので身動きがとれない。

「けけけ、結構です！　そんな顔色で慰めてもらわなくても！」

　伯礼の顔色は、相変わらず悪い。

「そう？　試ためしてみないの理美？　試してみれば気に入るかも知れない。試してあげる」

「それはお断りを……」

　と言おうとして、息を吞のんだ。伯礼の顔が理美の首のあたりに近づき、肌はだに温かな吐と息いきが触れたのだ。

『やめて！』

　恐きよう怖ふがせりあがり、混乱し、和語で悲鳴をあげた。その短い声は、すぐに口を押さえた伯礼の掌の下で封ふうじられる。

「静かにと言ったよね。わたしが嫌きらい？　理美」

　綺麗な顔で覗きこまれ、理美は首を縦に振る。彼は恩人だが、突とつ然ぜんこんな理り不ふ尽じんなことをされれば、大嫌いだと言いたくなる。すると伯礼は苦笑する。

「大だい丈じよう夫ぶ。好きになる、これからね」

「それはどうでしょうか、伯礼」

　突然、声が降ってきた。その声は氷のように冷ややかだった。そしてよくよく見れば、伯礼の背後から、彼の首に剣けんの刃はが突きつけられている。

　うるむ涙なみだ目で伯礼の背後を見あげると、そこには怜れい悧りな朱西の姿があった。彼は衫一枚の姿で、髪かみも結ゆっていない。眠っていたところを駆かけつけたようだ。手にある刃を伯礼に突きつけ、刃と同じほど冷たい目で伯礼を見おろしている。

「おや？　どうして気がついたのかな。別棟で眠っていたはずなのに」

　刃を意に介かいさず、伯礼は微び笑しようしたまま身を起こして寝台を下りる。

「眠っている俺を叩たたき起こし、理美の窮きゆう地ちを知らせてくれるものがありました」

　理美は胸の前をかき合わせ、寝台の端はしへ逃げて縮こまる。そして誰だれが窮地を知らせてくれたのだろうかと思い、珠ちゃんの姿がないことに気づく。

（珠ちゃんが、朱西様を呼んでくれた？）

　窮地を脱だつしたとわかっていたが、震ふるえていた。あんなふうに触さわられるのは初めてで、恐こわかった。その震えを見て取った朱西は、伯礼と対たい峙じし、剣を突きつけながら、怒いかりの表情を顕あらわにする。

「なぜこんな真似まねを働いたんだ、伯礼。あなたらしくない」

「博士の君の手に剣は似合わない。それを下ろしてくれない？」

　はぐらかす軽口に、さらに朱西の目がきつくなる。

「なぜかと訊いているんだ」

「可愛かわいい人を、助けに来ただけだよ。このままでは理美は、首を刎はねられてしまうだろう？」

「それは噓うそだ。理美をここから連れ出す方が危険だと、あなたに、わからないわけはない。しかも助けに来たと言いながら、あなたは今、理美になにをしようとした」

「理美が逃げないと言うから、せめて慰めてあげたくてね」
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「それも噓だ」

　朱西は厳しい声で断定した。

「そんな愚おろかな行こう為いで人を慰められると、あなたが本気で思うはずはない。なにが目的ですか、伯礼。なぜ理美を連れ出そうとしたんだ。もし仮に理美を籠ろう絡らくしたいのであれば、あなたなら数ヶ月もかからず、女性の心など溶とかすはずだ。なのにこうも焦あせって、強ごう引いんな方法で理美を自分の支配下に置こうとしたのはなぜです」

「支配？」

「そうとしか思えない。理美が初うぶなのは、俺にだってわかる。そんな女性が強引にあなたのものにされてしまったら、恐さと恥はずかしさで、あなたの支配下に置かれてしまう。間ま違ちがって、本当にあなたに好意を抱いだくかも知れない。あなたらしくもない、強引で野や蛮ばんな方法だ」

「わたしのものにすると？」

　自じ嘲ちようするように、伯礼がくすっと笑う。

「わたしは宦かん官がんだよ、朱西。どうやって、わたしのものにすると？」

「本当にそうなのか、俺はまだ、確信をもてていない」

　その言葉に、伯礼は切なげな微笑を返す。

「帰って下さい、伯礼。今すぐ」
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「大丈夫ですか？　理美」

　伯礼が出て行くと、朱西は剣を投げ出して寝しん台だいに駆け寄り飛び乗った。寝台の端で震える理美を、あやすように抱だきしめた。

「恐かったですね。でも、もう安心して。俺がいます」

　抱きしめられる温ぬくもりが頼たのもしくて、心から安あん堵どして、朱西の胸に顔を埋うずめる。沈じん香こうの清すがしい香かおりが朱西の衫から薫かおる。

「なぜ伯礼はこんな真似を。なぜ、なにを焦って理美を……」

　苦々しく朱西は呻いたが、手は理美を宥なだめるように、彼女の髪を撫で続けてくれる。

「そもそも伯礼とは、いつ知り合ったんですか。なんのきっかけで。伯礼は借りがあるとしか、俺に言っていませんが」

「小しよう翼よく宮きゆうの厨ちゆう房ぼうで会いました、初めて。その時、伯礼様は具合が悪そうだったので、汁しる物ものを作ってさしあげて。それで……」

「厨房？」

　不可解そうに朱西は問い返す。確かに厨房は、高位の宦官が出入りする場所ではない。そのことは理美も不ふ審しんに思っていた。

（伯礼様は、なぜあそこにいたの？　そしてなぜわたしのことを調べて、香かおり漬づけの噂うわさを流してわたしの立場をよくしてくれたの？　首を刎ねられそうになったら、助け船さえ出してくれた。でも……なぜそれほど、親切に……）

　そうして親切だったにもかかわらず、今夜、奇き妙みような行動に出た。

　朱西は、伯礼の行動は、理美を支配するためだろうと言っていた。それが本当に伯礼の目的であったら、今までの親切も合が点てんがいく。親切にして心を開かせ、ゆっくりと支配していくためかもしれない。

「厨房で会ったのが初めてですか？　それ以外の関かかわりは？」

「ありません。そこで初めて会って以降、親切にして頂いて……」

「ならば。そこで出会ったことが、きっと伯礼にとっては重大な意味があったんです。その時に、伯礼はあなたを支配するべきだと、そう考えたのでしょう」

「そこで出会ったことの意味？」

　それは伯礼が、普ふ通つうは絶対に入りこむはずのない後宮のはずれの、小さな宮きゆう殿でんの厨房にいた意味、ということ。特別な厨房ではない。各宮殿に備えられている厨房で、これといって特とく徴ちようはない。そこで働く者も、ごく普通。変わったことと言えば───。

「珠ちゃん！」

　息を吞み、朱西を見あげる。

「わたし、伯礼様が厨房に現れるひと月前に、あの厨房で珠ちゃんを拾いました」

「五ご龍りゆうを？」

　顔を見合わせ、二人は同時に、同じことを考えついたのだと、互たがいの目を見て悟さとった。

「まさか……伯礼様が……」

「五龍を盗ぬすみ出し後宮へ持ち帰り、隠かくしたとすると……。それが逃にげ出したか、あるいはたまたま小翼宮の厨房に隠していたものを、理美が見つけたとしたら」

　朱西は唇くちびるを嚙かむ。

「伯礼ならば、陛下の寝しん室しつへ自由に出入りできます。可能性があるとは思っていたが、疑いたくはなかった……」

　伯礼は五龍を盗み出した。そして後宮に隠していたのだろうが、なにかの拍ひよう子しに伯礼の手から離はなれ、理美が拾ってしまった。伯礼は五龍が小翼宮の厨房にいたことは、知っていたのだろう。きっと五龍の珠ちゃんを探し、度たび々たび、厨房に忍しのんできたに違ちがいない。

　だが、見つからない。彼は焦っただろう。

　そしてその時に、伯礼は理美に遭そう遇ぐうする。彼は、何度も厨房に出入りしているらしい理美を怪あやしんだ。

　その後すぐに、理美の周囲を詳くわしく調べただろう。

　そして理美が、銀毛の鼠ねずみを飼っていることも知ったはず。なにしろ理美は珠ちゃんのことを宦官に伝え、飼っていいかと許可をもらったのだ。

「わたしを手て懐なずけて、珠ちゃんを手に入れようと……」

　伯礼は理美の房ぼうも家や捜さがししたはず。だが賢かしこい珠ちゃんは隠れおおせた。

「そういうことか。丈鉄が理美の香かおり床どこを奪うばったのは、五龍がそこにいると勘かん違ちがいしたのか」

　朱西の呟つぶやきに、理美は目を丸くした。

「わたしの香床を奪った朱西様の知人というのは、秦丈鉄様だったんですか？」

「ええ、そうです。ほんとうにあのときは申し訳ないことをしましたが」

　丈鉄は一度、なにかと勘違いして理美の香床を奪ったのだ。彼はきっと五龍を探していたのだろう。確かあのとき彼は「そのなかにいるんだな」と訊きいていた気がする。

　丈鉄は伯礼を疑っていて、彼の動きが怪しいのを察知した。彼が理美の部屋を家捜しした情報を得て、伯礼が理美の部屋に五龍を隠していると推測したに違いない。丈鉄の推測は、半分あっていたのだ。

　実際は、丈鉄もそうだったが、伯礼自身も五龍を見つけられないでいたのだ。そこで伯礼は理美を籠絡し、珠ちゃんの居所を吐はかせようと考えた。だから親切に振ふる舞まった。

　けれど和国からの貢みつぎ物のせいで理美が連行され、伯礼は焦っただろう。とりあえず理美を助けるため口くち添ぞえし、朱西を呼ぶように仕向け、その場を切り抜ぬけた。

　そして。

　理美がのっぴきならない状じよう況きようにある今、珠ちゃんの居所を吐かせるために、彼女を水すい祇し宮きゆうから連れ出そうとした。しかし理美が拒きよ否ひしたために───。

「でもなんで、内ない侍じの伯礼様が五龍を欲しがるんですか？」

「欲しがるかもしれません。伯礼は……陛下を怨うらんで当然ですから」

「どういうことですか？　そういえば宋貴妃様が、伯礼様は特別なのだと。伯礼様には、なにがあるんですか」

「伯礼は陛下の───龍祥飛様の、腹はら違ちがいの兄上です」
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（寂さびしいとぬかしたな、あの女───雪理美か）

　祥飛は今夜も一人、寝台の上で剣けんの手入れをしていた。刀身に映って揺ゆらめく蠟ろう燭そくの炎ほのおの色を、美しいと感じる。甘やかな誘ゆう惑わくさえ感じ、唇を近づけてそっと舌を這はわせた。冷たく金かな臭くさい。その感かん触しよくがえもいわれぬほどに甘美だ。

「これと同じ味であればいい」

　笑って、呟く。祥飛がなにを食べてもおいしいと思わないと言うと、理美は、それを寂しいと言った。なにが寂しいのかはわからないが、もし、理美が祥飛に饗きようする「おいしいもの」があるとすれば、この刀身の味のように、無機質で強い味でいい。

　所しよ詮せんなにを食べてもおいしくないのだから、この冷たさと強さを味わえれば充じゆう分ぶんだ。

（寂しい、か。そもそも、それはよくわからない）

　寂しいという感覚が、祥飛にはわからない。

　自覚できる負の感覚といえば、嫌けん悪おと恐きよう怖ふだけだ。それだけは幼い頃ころから、強きよう烈れつに感じていた。それ以外の負の感覚が霞かすむほどに、嫌悪して、恐怖してばかりいた。哀かなしいと思ったこともあるかも知れないが、嫌悪と恐怖が強すぎて、忘れてしまった。

「母上、恐こわいよ」と、いつも母に訴うつたえていた気がする。

　祥飛の母は延えん貴き妃ひ。彼女は後宮で、思いのままに振る舞った。祥飛は彼女の振る舞いを嫌悪し、恐怖していた。

　延貴妃は自らの周囲に悪意や憎ぞう悪おや害意を振りまくのに忙いそがしく、祥飛のことなど構ったことがない。たまに声をかけられ手招きされたと思えば、ろくでもないものを見せられた。

　───ほら、あれを見なさい阿あ高こう。宦かん官がんに連れられていくのは、誰だれかわかる？

　祥飛の名「高こう」を呼ぶとき、延貴妃はとてつもなく機き嫌げんがいい。ことに今日は機嫌がいいのか「阿高」───「可愛かわいい高ちゃん」と呼んでいる。

　───伯礼兄上？

　五歳の時。珍めずらしく延貴妃は祥飛の手を引いて、外門へ続く回かい廊ろうに出向いた。

　侍じ女じよ数人に囲まれた延貴妃とともに暫しばらく待っていると、内門から、宦官に連れられた美しい少年がやってきたのだ。

　彼は蔡さい徳とく妃ひの生んだ公子で、祥飛の六つ年上の兄だった。彼の母の蔡徳妃は、半月前に病死したと聞いていた。

　延貴妃が蔡徳妃を嫌きらっていたので、祥飛は伯礼と親しく遊んだことはない。

　ただ時折、母たちのいない場所ですれ違うことはあった。

　そんなとき伯礼はいつも「こんにちは、祥飛。お元気ですか」と、にこやかに話しかけてくれる。「あなたがもう少し大きくなられて外朝に出るようになれば、一いつ緒しよに遊びましょう」と、悪戯いたずらっぽく囁ささやいてもくれた。その邪じや気きのない、天人のような笑え顔がおが祥飛は好きだ。張りついたような作り笑いや、意地悪なほくそ笑みばかり見ていた祥飛は、伯礼の笑顔にはほっとした。だから、彼のことは好きだった。いつか外朝へ出て彼と遊ぶのが、楽しみでならなかった。

　───伯礼兄上は、どこへいくの？

　心配になり問うと、延貴妃は面おも白しろそうに笑って囁いた。

　───どこへも行かないわ。そのかわり、ね。ほら、耳を澄すまして、よく聞いていなさい。

　宦官に連れられて、伯礼が内侍省の堂へと入り、すぐだった。断だん末まつ魔まのような伯礼の悲鳴が響ひびいた。その声に祥飛は恐くなり、母に擦すり寄ろうとした。しかし見あげた延貴妃の顔は、面白い余興を見た時のように口を歪ゆがめていた。げらげら笑い出した。

　───聞いた!?　今の声！　まるで絞しめ殺される鶏にわとりみたい！

　祥飛は混乱した。脅おびえていた。

　───母上、あれはなに？　伯礼兄上は？

　───伯礼はね、今日から宦官になるの。あら、違う。もう、なったわね。

　そう言ってげらげら笑う延貴妃に、ぞっとした。

　無む性しように、全すべてが恐くなった。そして嫌悪感が全身に満ちて、母への執しゆう着ちやくや愛が、五歳の小さな体の中からすうっと溶とけるように抜け落ちた。

　伯礼は宦官として、後宮に居続けた。しかし伯礼を「兄上」と呼ぶことは禁じられ、彼を一人の内侍としてあつかうようにと命じられた。

　後に知ったが、伯礼の母の蔡徳妃は、病で亡なくなったのでない。自害したのだ。

　延貴妃の謀ぼう略りやくで、蔡徳妃に不ふ貞ていの疑ぎ惑わくがかけられたのだ。公子である伯礼も、ある官かん吏りの種ではないかと、皇こう帝ていに疑惑を抱いだかせた。

　そして蔡徳妃は、身の潔白を証明するために自害したのだ。

　蔡徳妃の死で、己おのれが疑惑を抱いたことを後こう悔かいした皇帝は、公子の伯礼を生かしておくことにしたらしい。伯礼の麗れい質しつと、明めい晰せきな頭脳を惜おしんだとも言われている。ただ延貴妃の強い希望と、一度血に疑惑をかけられた子を公子とはできないため、宦官として後宮にとどめておいた。

　その事実を知ったとき、祥飛は淡たん々たんと、冷静に、あの母、延貴妃ならやりかねないと思っただけだ。後宮に、憎悪と恐怖をまき散らすことを生き甲斐がいにしている女なのだ。

　心の底から、嘔おう吐と感すら覚えるほどに、延貴妃を嫌悪していた。

　だから彼女が病になり苦しんでいるときも、後宮へ足を踏ふみ入れることすらしなかった。そして数年前、亡くなったと聞いたときも、「そうか」と、淡々と思っただけだった。

　あれから十一年も経たつが、伯礼は今も宦官として後宮に勤めている。

　もともと賢い伯礼は、内侍のなかでもぐんぐん出世し、最高位にいる。

　即そく位いした祥飛に、伯礼が内侍として側そば仕づかえをする案が内侍省から出たとき、周囲は危あやぶんだ。

　飛び抜けて優ゆう秀しゆうな伯礼が皇帝付きになるのは当然の流れだが、伯礼の出自を鑑かんがみると、なにが起こるかわからない。

　強きよう硬こうに反対したのは、朱西の父、周宰さい相しようだ。

　周宰相は、「十一年間、伯礼が従順に務めているのすら奇き跡せきだ」と言う。「因いん縁ねんのある延貴妃の公子である祥飛様が玉座に座れば、伯礼は、なにかしでかすかも知れない。先代皇帝から宰相として仕えていた自分にしてみれば、伯礼の従順な態度こそ恐怖に思える」と。

　先代皇帝は伯礼に対して負い目があり、彼の従順な態度もあって彼を追放しなかった。

　しかし祥飛には、伯礼に対して負い目もない。いっそここで、伯礼を宮城から追放することも考える必要があると、周宰相は主張した。

　それでも祥飛は、伯礼が側仕えとなることを許した。

　周宰相には幾いく度ども理由を問われた。普ふ段だんは政まつりごとに関かかわりを持ちたがらない宰相の息子むすこ、朱西にすらも、なぜですかと問われた。だがただ「伯礼でかまわない」と、そう思った。それだけだった。追放するほどの者でもない。彼がなにを企たくらもうと、祥飛は油断などしない。だから、かまわない。そうとしか言えなかった。

「陛下」

　剣の刀身を見つめていると、いつの間にか窓辺の下に丈鉄が跪ひざまずいていた。

「どうした」

「やはり、伯礼の動きが気になります。今夜伯礼は、水祇宮へ忍しのんで行ったようです。伯礼は以前から雪理美に、特別な関心を寄せています」

「関心だと？　あの女官に夜よ這ばいにでも行ったか。朱西が気に入るくらいだからな」

「周宰相は、伯礼が五ご龍りゆうを盗ぬすみ出した犯人ではないかと、お考えです」

　祥飛は鼻を鳴らす。

「この前から、おまえの動きが怪あやしかったのは、すべて周考仁の命令か」

「はい」

　朱西も感じていたらしいが、祥飛も、丈鉄の動きが奇き妙みようだとは感じていたのだ。

「伯礼が怪しいと、考仁がそう言うのか？　以前、朱西も、可能性があるとは言っていたが」

　丈鉄は苦く笑しようする。

「しかし親子の違ちがいは大きいですね。朱西は、出自だけで軽々しく疑いたくないと考える。周宰相は、可能性があるというだけで、徹てつ底てい的に追つい及きゆうする。下手へたをすると証しよう拠こすらでっち上げ、ないことすらあったことにしかねませんがね。とにかく周宰相は最初から伯礼を怪しみ、俺に内ない偵ていを命じました。奴やつは、どこかに五龍を隠かくしていると思います。雪理美に必要以上に関心を寄せるのは、彼女に五龍を預けている可能性があるからだと睨にらんでいます」

「雪理美は、五龍を隠しているのか？」

「以前、一度彼女に接せつ触しよくしましたが、彼女自身はなにもわかっていない様子でした。もし預けているとしても、彼女自身が気がつかない方法で、と。そう思いますが」

　周宰相は以前からずっと、伯礼を危険視している。なにかがあればすぐさま伯礼を追放しようと、機会を待っているふしがある。ただ祥飛は、そこまで乗り気になれない。伯礼のことには、触ふれたくない気すらするのだ。

「確証はない。確証が得られるまではただの疑いに過ぎん。でも本当に伯礼だとしたら……」

　祥飛は剣けんを一ひと振ふりし、揺ゆれる炎ほのおの先を切り飛ばした。




　　　二




「ですから伯礼は、陛下を怨うらんでも不思議はない。五龍を盗み出したのは、おそらくそのためでしょう」

　寝しん台だいの上で、長い話を終えた朱西はそう結んだ。

　話を聞いていると息苦しくなり、理美は無意識に胸むな元もとを強く握にぎっていた。

（───つらい）

　聞くのさえつらい。彼らの気持ちを思うだけで、苦しい。

「まさか兄弟だなんて。お二人のご様子は、ただ皇帝と臣下にしか見えなかったです」

「幼い頃ころから十一年間も、その関係で振ふる舞まうように周囲から命じられて育ちましたから、お二人とも。いびつな関係ではあります。だから陛下と伯礼は、憎にくみあって当然なのです」

「でも、なんで陛下は、伯礼様が側仕えになることをお許しになったんですか？」

「情の強こわい、無む頓とん着ちやくなお方ですからね。ただ『伯礼でかまわない』としか言いませんでした」

　そうだろうか。ただ無頓着なだけで、周囲から危険だと言われる人間を侍はべらせるだろうか。無頓着ならば、周囲のすすめ通りにする方がよほど面めん倒どうがない。あえて「かまわない」と、許すのには理由があるはず。

「でも、ただ無頓着なだけでは……」

　朱西の衫さんの胸にしがみつくと、ふと、彼の首から胸にかけての肌はだが目に入る。いつも隙すきのない身なりの彼の肌が顕あらわになっているのが珍めずらしく、そこはかとない色いろ香かがある。そのことに気がついて、理美は今の状じよう況きようをやっと理解した。理美は薄うす着ぎで、朱西に抱だきしめられているのだ。

　いきなり顔が火ほ照てってきた。

「む………むと、無頓着……」

「どうしました？　理美」

「いえ、その……朱西様が……近くて……その……」

「近い？　当たり前ですけれど？　俺は、あなたを抱いているので」

　平然と答えた朱西だったが、その後ぴしっと、全身が凍こおりついたように動かなくなる。そしていきなり、熱いものに触れたように理美から手を離はなし、背後に飛び退のいた。

「失礼しました！　理美！　他意はありません！　本当です！　誓ちかって！」

「いいいい、いえ。そんな、そんな、こちらこそ！　しがみついちゃって！」

「いえ俺こそ、無ぶ遠えん慮りよに！　つい！」

「わたしこそ！」

　二人して寝台の上で、ぺこぺこと頭を下げあっていると、キュウッと小さな鳴き声が聞こえた。珠ちゃんがひょいひょい跳とぶようにして、部屋の中に入ってきた。

「あっ、珠ちゃん！　ありがとう、珠ちゃん！　助けてくれたのね、賢かしこいね、本当に。偉えらいね！」

　理美の膝ひざに飛び乗った珠ちゃんを抱き上げて頰ほおずりすると、朱西は苦笑いする。

「忘れているようなので言っておきますが、賢くて偉くて当然です。神龍ですから」

「伯礼様は珠ちゃんを盗み出すことによって、なにがしたかったんでしょうか。自ら、皇帝になる力を得ようとしているんですか？」

「違う気がしますね。それなら陛下が即位する前に行動した方が、可能性はあります。先代皇こう帝ていの崩ほう御ぎよの時に神龍の力があれば、今上陛下ではなく、伯礼が新皇帝に選ばれる可能性はある。新たに皇帝が選ばれてからひっくり返すより、ずっと物事はやりやすくなるはずです」

「でも宦かん官がんになられた方が、即位することは可能なんですか？」

　宦官は子をなせない。そのため世よ継つぎが必要な皇帝の座につくことに、周囲から強い反発があるだろう。実子が望めないのだから、世継ぎ争いが勃ぼつ発ぱつするのは目に見えているからだ。

「本当に宦官であるなら不可能です。ただ伯礼には噂うわさがあります。彼は宦官となるとき手心を加えられ、男のままであるのだと」

　宋貴妃が言っていた、あの噂だ。

「そんなことあり得るんですか？」

「あり得ません。伯礼が宦官になる段取りを取り仕切ったのは、俺の父。先代皇帝陛下の御み世よより宰相として仕える周考仁。あの人がそんな情けをかけるとは思えません。ただ……、あり得ないとは思うのですが。伯礼の姿を見ていると、俺には他ほかの宦官たちと、なにかが違うように思えてならない」

「だったらなおのこと、自分が即位したいのであれば、珠ちゃんを盗むのが遅おそすぎる行動ですよね。即位が目的ではなく、単純に陛下を恨うらむあまり、治政を壊こわそうと目もく論ろんだとかですか？」

「それも中ちゆう途と半はん端ぱです。それならば『神龍がいなくなった、新皇帝は皇帝の器うつわではないのだ』と、噂を流したほうが効果があります。朝ちよう廷ていは動どう揺ようしますから。しかし神龍がいなくなった話は広まっていません」

　もふもふした珠ちゃんの手て触ざわりを確かめながら、理美は考え込む。

　違い和わ感かんを覚える。奇妙な違和感だ。それは朱西の語った、玉座の陰かげにある暗く残ざん酷こくな過去に端たんを発するなにか。

（なんだろう。これは細い糸のような……）

　様々な事実の中に、微かすかに存在する真実が見える。それは細い、存在するかしないか、目をこらしても見えないほどの細い糸だ。けれど───。

「……もしかしたら」

　理美は顔をあげた。今、気づいた細い糸の存在は、突とつ破ぱ口こうになり得るかもしれない。

「わたし、もしかしたら……陛下が、おいしいって言ってくれる食べ物を、作ることができるかもしれません」

「どういう意味です？」

「伯礼様が珠ちゃんを盗んだ可能性を、朱西様は陛下や宰さい相しよう様に注進しますか？」

「そうなると、あなたのことも知らせなくてはならない。そこが悩なやみどころです」

「じゃあ、わたしが陛下に和国の食材をお試ためし頂くその時まで、黙だまっていてくれませんか？」

「それは、かまいませんが。もしや、なにかを解き明かしてくれるんですか？」

「そういうことではありません。でも、待って欲しいんです。解き明かしはしませんが……。陛下の食事を邪じや魔ましているものを、明らかにしたいんです。そうすればきっと、陛下はおいしい食事ができます」

　理美は寝台から下りると、出入り口の方を見つめて立った。

　開け放してある扉とびらの向こうには、泉の暗い色と一体化した山の遠い稜りよう線せんが見える。その稜線の際きわが、ほのかに明るくなっていた。朝が近い。

（ただ、「おいしい」って。そう言ってもらいたい）
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　夜明けと共に理美は厨ちゆう房ぼうに立った。

　まずは朱西が調達した大工道具の鉋かんなを使い、木ぎれに見える堅けん魚ぎよ堅けんなる食材を薄うすく削けずる。

　料理というより大工仕事に見える作業に、朱西は首を傾かしげていた。

　理美は薄く削りだした鉋かんな屑くずのようなものを、朱西に差しだし、食べてみて下さいと言った。本物の鉋屑に見えたが、好こう奇き心しんの強い朱西は躊躇ためらわず口にした。

　するとなんとも香こうばしい、こくのあるおいしさが口の中に広がり驚おどろいた。

「これは、ただの魚ではない？」

「ただの魚です、もとは。でもこうやって加工すると生なま臭ぐささがなくなり、こくはあるのにさっぱりした、おいしい食べ物になるんです」

「この木ぎれが……」

　かちかちの木ぎれみたいな食材を手にとって、朱西は感かん嘆たんの声をもらす。その声を聞き、理美は嬉うれしそうにほわっと笑い、くるくると動き始める。

（良かった。元気だ）

　その姿に、朱西はほっとした。

　慣れない異国の後宮で、生活することすらも大変だっただろう。そして昨日は、罪人として引き出され首を刎はねられそうになったのだ。

　しかも夜には、貞てい操そうを奪うばわれそうになった。少女にとっては、この上ない恐きよう怖ふだっただろう。

　けれど今朝から彼女は厨房に立っている。それは健けな気げに振る舞っているというよりも、気持ちを立て直し、楽しもうとしている姿だ。だからその姿を見て痛々しく感じることもなく、ほっとしていられる。そのありようが清すが々すがしいのだ。

　薄く削った堅魚堅をどうするのか。興きよう味み津しん々しんで見ていると、理美は売り水を鍋なべに沸ふつ騰とうさせ始めた。そして湯が煮に立たったのを見計らい、薄く削った堅魚堅を、笊ざるいっぱい湯の中へ落とす。

　そして即そく座ざに、鍋を火から下ろす。さらに別の鍋の上に笊を置いて準備していた上へ、鍋の中身をこぼしてこす。

　こされた白湯を、理美は朱西に見せた。

「これが堅魚堅の『出汁だし』……朱西様の言うところの、湯タンです」

「たったあれだけで？」

　前日の海うみ布ふよりも、さらに衝しよう撃げきだった。

　堅魚堅は一いつ瞬しゆん、湯の中を潜くぐらせただけだ。それだけで果たして、味わいのあるものができるのか。見せられた鍋の中身は、澄すんだ黄金色の白湯さゆ。それを碗わんに注ぎ、理美は朱西に手て渡わたす。

「いい香かおりがする」

　口を近づけると、ふんわりと薫かおる香ばしいこくのある香がたつ。口に含ふくむ。

　海布とはまた違ちがう、深い味わいのあるこくだ。なのにすっと、きれのいい後口は海布と似ている。和国の湯タンは、基本的に非常に後口がいい。

「これも大変おいしいです。けれど理美。陛下はこの味わいを理解できないのですよ」

　なんとなく、理美に対して申し訳ないような気持ちになる。

　幼い頃ころから共に過ごし、祥飛の口にするものに気を配ってきたと自負する朱西にしてみれば、この味わいを感じない祥飛の味覚に、責任を感じてしまう。

「それは当然だと思います。あの重くて硬かたい味の水で調理をするなら、きっととても濃こい味にする必要があります。あるいはあの水の味を消すように、香こう辛しん料りようをたくさん使うとか」

「どうやって、これをおいしいと証明するんですか？　濃い味にしてしまえば、この湯タンの本来の味は、わからなくなる。この湯のおかげでおいしくなったと、証明できません」

「陛下は崑国人なので、崑国の料理にこそ、きっかけを見つけられると思うんです。崑国の味わいをもとに考えてみたいんです。この場合は、和国の『出汁』と同じ湯タンをもとに。朱西様。崑国で最も一いつ般ぱん的な湯タンは、どんなふうにして作りますか？」

「好まれ、最もよく作られるのは鶏ズイ湯タンです。骨付きの鶏とり肉にくと、葱ねぎ、生しよう姜がを煮に込みます」

「その材料を用意して欲しいんです」

「それでなにを作るんです？」

「試してみようと思うんです、色々」

　理美の目は、期待に輝かがやいていた。

「またその目ですね。その目にも、俺と近いものを感じますが……。理美は、すこし俺と境きよう遇ぐうが似ています」

「朱西様と境遇がですか？」

「ええ。理美は、斎さい宮ぐう様という方のために料理をするお役目があったので、そこが居場所だったと言いましたが、俺も似たようなものなんです。勉学をきわめて頭脳を使うからこそ、周家に居場所があるんですよ」

　そう話して苦く笑しようした自分が、意外だった。こんな話は誰だれにもしたことがなかったのに、つい口に出してしまった。

　目の前にいる異国の姫ひめが、自分と似た思いを抱かかえる友人のような気がするからだろう。探究者の目に親近感を覚えるのか。

　気き恥はずかしくなり、朱西は軽く咳せき払ばらいし「材料を揃そろえましょう」と言って、厨房を出た。

（なんというか、奇き妙みような感覚だ）

　綺き麗れいな瞳ひとみで見つめられると、ひどく動揺した。なにを言われたわけでも、されたわけでもないのに、胸の奥がざわつくような奇妙さがある。ただけして、いやな奇妙さではない。

（もし、理美が陛下の思いに添そうようなものを作れなければ、どうなるだろう）

　回かい廊ろうを歩きながら考える。

（陛下のことだ。また首を刎ねろと言い出すか……。そうならないように、命だけは助けられないか。俺が取りなせるだろうか？　だが命だけは助けても、そうなれば理美を後宮に置くことはできないだろう。和国へ追放という形になるはずだが）

　しかし和国へ追放となっても、和国が受け入れるとは思えない。一いつ旦たん捧ささげたものをまた手元に戻もどすのは、国の尊厳を傷つける。和国側は、意地でも崑国へとどめておくように言うだろう。そうなれば理美は行き場を失う。

（俺が、彼女を引き取ろうか）

　それは悪くない方法に思えた。




　　　三




　和国の出汁は、それそのものでは、味わいとして祥飛にわかってもらえない。

（かといって和国の料理を捧ささげて、おいしいと感じる可能性は低い。慣れない味だもの。でもだからといって崑国の料理の味つけにすると、濃すぎて、和国の出汁の味は消し飛ぶし……）

　目の前には、くつくつと煮える鍋がある。白はく濁だくしたとろみのあるそれは、鶏と葱と生姜を数時間煮込んで極ごく上じようの湯タンにしている最中だ。

　朱西に鶏湯の材料を調達してもらい、煮込むこと一昼夜。祥飛の訪問を受けてから二日目だ。

「でも、なんとかしなくちゃね」

　小皿に、煮える鶏湯を少量とりわけて味を確かく認にんする。こくりと飲みこむ。

　鶏湯は、強いこくとまろやかさがあり、一口飲めば口の中に味が残り、ずっしりとした存在感で胃いの腑ふに落ちる。広大な大地を駆かけ巡めぐるのに必要な力を得るために発展した、大陸らしい味だ。これは、なかなかおいしい。特に体力を使う人間には、おいしく感じるだろう。

　一方、背後の台にのっている二つの鍋には、澄んだ黄金色の二種類の出汁。海布と堅魚堅の出汁だ。

　食材のおいしさを煮出すという、同じ方法で作られるものでも、あまりにも違う味わい。

「できはどうですか？」

　隣となりにいる朱西が訊きくので、理美はほわっと笑い、味見用の小皿を朱西に差し出す。彼が小皿に口をつける。その口元を見つめながら問う。

「おいしいですか？」

「ええ、おいしいですね。馴な染じんだ鶏湯の味ですから」

「朱西様は和国の『出汁』も、おいしいと言ってくれましたよね。味に敏びん感かんな朱西様なら和国の味も、おいしいと感じる。でも陛下は味がないと。わからない、と」

　特定の味わいが存在すること。そしてそれが、おいしいと証明するには、こうして純じゆん粋すいに味わってもらうのが一番いい。

　けれど祥飛にはそれがわからない。和国の味は繊せん細さいすぎて、崑国の味に慣れた人には、味わいとして認識できないほどに薄うすいのだ。

「認識できないほど薄味だから、存在しなくてもいい味わい、というわけではないですよね」

　思考の正しさを確認するために口に出すと、朱西が答えてくれる。

「そうですね。認識できなくとも、必要な味がありますね」

「それは、あれですよね。隠かくれている……、ないものの、味……」

「隠し味ですか」

「それです。微び妙みような味わいがあるからこそ、料理はおいしくなりますよね。はっきりと前に出て、感じないからこそ深い味になる」

「その微妙な味わいを、おいしいと証明するためにはどうすればいいのか、が今の命題です」

「普ふ通つう、味を際きわ立だたせるなら、味を純粋にすればいいですよね？」

「その方法は、俺には有効でした。しかし陛下の舌には、わからないでしょう」

「でも、一つの味をわかってもらうためには、その味を際立たせる必要がありますよね。もっと、もっと純粋に……わかりやすく……」

　考えながらも理美は何げなく、海布と堅けん魚ぎよ堅けんの出汁を小皿に移し、それぞれ味見する。

　やはり、これはとてもいい出汁だ。そう思いながら手の中にある小皿を見つめると、かつて姉斎宮にも、あれこれと出汁の味に苦情を言われたことを思い出す。その苦情の遠えん慮りよのなさが、呆あきれるほどの遠慮のなさだった。それを思い出し、くすっと笑ってしまう。

「なんですか？」

「あ、ごめんなさい。思い出し笑いです」

　わずかな疲つかれを感じ、近くに置かれていた小さな椅い子すに腰こしかけた。

　和国の出汁だしの味を、どうやって崑国人に理解してもらうのか。考えても、考えても、解決策が浮うかばない。思考が行き止まりに入りこんで、どこへも行けないもどかしさ。その場所で行きつ戻りつしていることが、疲れてしまうのだろう。

　息いき抜ぬきに、懐なつかしい姉斎宮のことを思い返す。視線を宙に彷徨さまよわせる。

「わたしがお仕えしていた斎宮様は、出汁の味にうるさい人で。小さな頃ころは、それはもう強きよう烈れつな苦情を言われました。『立派な馬ば鹿か舌』とか『驚きよう天てん動どう地ちのがさつさ』とか、いろいろ。なにしろ癇かん癪しやく持もちなんです、斎宮様は」

「よく笑えますね、それで。そんな癇癪持ちのお方に仕えるのは、さぞお辛つらかったでしょう」

　朱西は呆れ顔で、茶器を納めてある棚たなのあたりへと向かう。

「いいえ、それがぜんぜん。確かに周りのみんなは、可哀かわい相そうにって言ってましたけれど」

「当然でしょう」

「当然ではないんです。みんなが当然と思っていても案外、当然じゃないんです。美うま味しの宮みやであることを、みんなは、可哀相だと言いました。あんな癇癪持ちの斎宮様の料理番になるなんて、皇女としては可哀相だと。けれどわたしは、ちっとも可哀相ではありませんでした。美味宮の務めは、わたしに居場所をくれました」

　姉斎宮は、ぎゃあぎゃあ癇癪を起こして文句を言っていた。けれど理美が本当においしいものを作ったときには、この世の者とは思えない、まさに神の代理人の優やさしい笑え顔がおで、心の底から「おいしい」と言うのだ。その笑顔にあふれる慈いつくしみは、偽にせ物ものではなかった。

　そしていつも癇癪を起こして文句を言いながらも、姉斎宮は、けして理美を理り不ふ尽じんに傷つけたりはしなかった。毎日「美味宮」と、ある種の尊厳を認めて名を呼んでくれた。

「斎宮様は癇癪持ちでしたが、わたしのことを愛いとおしんでくれていました。わたしは斎宮様が大好きでした。だから、可哀相なのが当然の美味宮は、ちっとも当然ではなかったんです」

「そんなものですか？」

　と言いながら、朱西が手て際ぎわよく茶を淹いれ、理美の前にそっと置いたことに目を瞠みはる。

「どうして、朱西様がお茶を淹れてくれたんですか？」

「すこし疲れているようですからね、お飲みなさい」

「でも男性がお茶を淹れてくれるなんて」

「それが珍めずらしいですか？　崑国では当然ですよ。茶は古代から、男性のたしなみですから。女性も、たしなみとして茶を淹れるようになったのは、ここ数十年のことですよ。和国では違ちがうんですか？」

「和国ではお茶は女性が淹れるもので、男性は飲むだけで」

　その時うっかり力を抜ぬいて、手にしていた小皿が滑すべり落ちた。「あっ」と声を出す間もなく、小皿は理美の爪つま先さきに落ち、石いし床ゆかの上で真っ二つに割れた。

　皿が割れる、甲かん高だかく澄すんだ音が厨ちゆう房ぼう内に響ひびいた瞬しゆん間かんだった。

　その音が響いた爪先から頭の上へと突つき抜けるように、なにかが閃ひらめいた。

（当然……！）

　その閃きが、その言葉に聞こえた。

　割れた小皿で味見をしたのは、和国の味だ。それを崑国人にわかってもらうために理美は、和国の味をどのように際立たせるかばかり考えていた。際立たせるためには、当然、その味をくっきりとさせること。そのためには、和国の味を純粋に味わってもらえるように、と。しかしそれでは祥飛に通じない。だからこそ、そこで思考は行き止まりになっていた。

　だが、今、理美は自分でなにを語っていただろうか。

　可哀相なのが当然の美味宮は、可哀相ではなかったと。

　朱西は崑国の当然として茶を淹れてくれたが、それは和国では当然ではない。

「……あ……そうなの……？」

　当然と思っていることは、実は当然でもなんでもない。

「どうしました、理美」

　朱西に問われたが、理美はしばし呆ぼう然ぜんとし、なかなか言葉が出なかった。

　しかしそれをようやく言葉にしたときに、微かすかに声が震ふるえた。

「朱西様。わたし、……一つの味を感じてもらうためには、純粋で、きれいな方がいいと思っていました」

「そうですね。それは当然です」

　理美は首を横に振ふった。

「いいえ。当然ではないんです。わたしは当然だと思い込んでいたことで、別の方法を、ある意味、真逆の方法を考えられなかった。でも……一つの味を理解してもらうために、純粋にする必要はないんです、きっと」

　静かに瞳ひとみを輝かがやかせる理美に、朱西は目を丸くしている。

　そこで理美は、伯礼と祥飛のことを思う。彼らのことだってそうだ。彼らの行動を考えたとき理美が感じた、二人の間にある細い糸。

　それは当然に捕とらわれていては、きっと見えないものだった。

（全部、当然じゃない）

　確信だった。

　朱西は気け圧おされたように、理美を見つめている。

「朱西様。お願いがあります。陛下とのお約束は、五日後ですよね？　その日にまた陛下に水すい祇し宮きゆうに来てもらうことは可能ですか？　ここで、陛下の前で、和国の貢みつぎ物がおいしい食材だと証明したいんです。わたしに考えがあります」

　理美の考えを朱西に告げると、朱西は、「とんでもないことを！」と、飛びあがった。

　しかし理美は、それが絶対に必要なことだと強く訴うつたえた。「当然のことは、実は当然でもなんでもないのだ」と、渋しぶる朱西を説得した。そして彼に二通の手紙を書いてもらい、それは宮城へと送られた。

　その二通の手紙はどちらとも、五日後、水祇宮へお越こし頂きたいと招く手紙であった。

　一通はもちろん崑国皇こう帝てい、龍祥飛に宛あてたもの。

　そしてもう一通は───。

　朱西は最初から反対だったし、理美も、うまくいくかどうかはわからないと思っている。危険な賭かけなのだとわかっている。

　けれどこうしない限りは、祥飛はきっと「おいしい」とは、口にしないだろう。

　玉座の陰かげにある残ざん酷こくな過去に端たんを発した、細い糸。理美はそれを感じた。ふと感じたその細い糸を命いのち綱づなにして、彼女は立ち向かうしかないのだ。

　たった一言。それがあれば、理美の命はつながるだけではない。この異国の地に、自分の居場所ができるのだ、きっと。
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「あまり名案とは言えないですよ」

　祥飛を水祇宮に招いたその日、朱西は深い溜ため息いきと共に、卓たく子しと椅子が奇き妙みように配置された室を眺ながめた。

「そうですよね～」

　隣となりに立ち、しみじみ同意する理美に、朱西は冷たい視線を向ける。

「あなたの提案だったと思うのですが？　理美。違いましたか？」

「はい。わたしの提案です」

　ほわんと笑うので、毒気を抜かれる。

「そんなに自信がありますか？」

「自信は、猫ねこの額ほどあります」

「それは狭せまいものの喩たとえで、かろうじて意味をくみ取るなら、ほとんど自信がありませんと聞こえます」

「はい、ほとんど自信がないです」

「では、さほど間ま違ちがってないですね……ではなくてっ！」

　仰ぎよう天てんし、朱西は理美の両りよう肩かたをがしっと摑つかんだ。

「自信がないんですか!?」

「あります、猫の額ほどの自信が」

「こんなところで、変な比ひ喩ゆ表現は使わないでいいです！　はっきり自信がないとおっしゃい！　自信がないなら、どうしてこんな真似まねを提案したんです！」

「すみません。こうする他ほかに、陛下が、おいしいと言ってくれる可能性がないと思ったんです」

「陛下がおいしいと言う必要はありません！　和国の食材が、料理の中で味わいとして役に立つことを証明するだけでいいんです」

「でも、和国の味が、味わいになっていると証明するためには、やっぱり、おいしいと思ってもらわないと駄だ目めですよね」

「味が変化している、まずくなっていない、と言うだけでもいいんです」

「いいえ。わたしは陛下に、おいしいものを捧ささげると約束してしまったので。きっと、あの陛下なら……、わたしが陛下の口から『おいしい』という言葉を引き出せなければ、わたしを斬きろうとするはずです」

　確かに祥飛はあのとき、おいしいものを捧げろと命じていた。ただの言葉のあやだったとしても、祥飛の機き嫌げんが悪ければ、その言葉を根こん拠きよにして理美を斬るだろう。

　その可能性があるからこそ、朱西は理美の命を助けるために、自分が取りなせないかとも考えたりしたのだ。

　理美の判断の正しさは、認めざるをえない。彼女はぼんやりしているようでも、人の心の機き微びに聡さといらしい。朱西は覚かく悟ごし、頷うなずいた。

「わかりました。そうなったときは、俺が全力で、あなたの命いのち乞ごいをします。なのであなたは、その時は黙だまってて下さい。あなたの怪あやしい崑語で、陛下がご機嫌を損そこねないように」

「はい」と、素す直なおに微笑ほほえむ理美の足元から、キュキュッと小さな鳴き声がした。五ご龍りゆう───理美の言うところの珠ちゃん───が、理美の裳もを駆かけのぼって肩かたに乗る。

　理美が珠ちゃん珠ちゃんと言っているこの愛あい玩がん動物は、崑国で最も霊れい力りよくの高い神しん獣じゆう、神龍なのだ。しかも五本爪づめの神龍で、神龍の中でもさらに格が高い。

（それを珠ちゃん呼ばわり。よく神しん罰ばつが下らないものだ。しかも理美はこの五龍を……）

　愛玩動物めいた五龍も、朱西の頭痛の種だ。

「理美、本当に？　あなたの提案の通りすすめる気ですか？」

「はい。でないと、きっと陛下は和国の食材の味を確かめるどころか、室に入りもせずに、水祇宮から出て行ってしまうでしょうから」

「そうでしょうね、きっと。俺が陛下でもそうします。なにしろ怪しすぎます、しつらえが。そしてもう一人の客も……」

　回かい廊ろうの方から衣きぬ擦ずれの音がした。

　五龍が慌あわてて理美の裳の中に潜もぐりこむのと同時に、出入り口に美しい宦かん官がんが姿を現した。

「お招きにより参上したよ、雪理美。わたしを招くとは、どうしたこと？」

　微笑むのは蔡伯礼であった。

　朱西がしたためた二通の手紙で、この日、水祇宮に招いたのは皇帝祥飛と、もう一人。

　この伯礼だったのだ。

　わずかに理美の体が強こわばるのを感じ、朱西は彼女の前に出た。あんなことがあったのだから、彼女は伯礼に恐きよう怖ふを感じて当然だった。しかしそれでもあえて、彼女は伯礼を呼んで欲しいと朱西に願ったのだ。

　必要だから、と。

「そちらの席へどうぞ、伯礼」

　朱西の硬かたい声に微笑を返し、彼は示された席に着くと、甘い声で言う。

「君からお誘さそいを受けると思わなかったよ、理美」

「伯礼様がもし、本気であんなことをする人なら、わたしも二度とお目にかかりません。けれど伯礼様の目的はわたしではなかったから……、まあ、我が慢まんできます」

「我慢ね。にしても、このしつらえはなに？」

　室内を見回した伯礼は微笑んでいるが、警けい戒かい心しんが見て取れた。

　奇妙なしつらえだった。

　二間続きの室の仕切り戸を取り払はらい、二つの室を一つにしていた。

　二つの室の床ゆか面めんは平らにつながっている。だが本来つなげて利用する作りではないために、床の敷しき石いしが、仕切り部分で黒と白にはっきり分かれている。

　その敷石の色が変わる境目をまたいで、卓子が一つ置かれていた。

　卓子の両りよう端はしに、席が一つずつ。二つの席が用意されている。黒い床の方に置かれた席と、白い床の方に置かれた席と、向かいあわせだ。伯礼は白い床の席に座っている。

　床の色が違ちがうので、そのしつらえは中ちゆう途と半はん端ぱ感が否いなめない。

「このしつらえは伯礼様に、おいしいものを召めし上がって頂くためです」

　理美が答えたとき、表の方から衛え士じが鉦かねを打ち鳴らす音が響ひびく。

（おみえになった）

　朱西が理美に目配せすると、理美は緊きん張ちようした面おも持もちで頷き、室を出た。回廊を早足で歩いて行く強ばった背中を見つめながら、朱西は心配でたまらなくなった。

（うまくいくのだろうか）

　理美の考えが見当外れで、この目もく論ろ見みが失敗すれば、朱西にも厳しい咎とがめがあるはず。

　だが、理美に乗ってしまった。

　なぜなら理美が気がついた細い糸は、言われてみれば確かに存在するように思えたからだ。そしてそれを手た繰ぐることは、祥飛に必要だと思えたからだ。

　理美は「当然のことは、実は当然でもなんでもない」と言った。そう言われて、朱西は説得されてしまったのだ。

　そして理美自身すら自信がないと胸を張る計画に、朱西は賭かけることになっている。

（このことが父上に知られれば、大変な叱しつ責せきを受けることだろう）

　今の朱西がやっているあれこれを、周宰さい相しようなら時間の無む駄だと言うだろう。

　周宰相であればすぐに宮きゆう廷てい道士を呼び出して五龍を捕ほ縛ばくさせ、さっさと雪理美の首を刎はねる。さらに伯礼も断罪し処しよ刑けいする。彼にとってみれば半日で終わる仕事だ。

（だがそれが本当に、陛下のためになるのか）

　皇こう帝ていのために全すべてを割り切り、冷れい徹てつに処理していくことが、有能な官かん吏りや宰相の資質だ。しかしそうやって全てを冷徹に処理することで、生まれるひずみはある。それは、いつか中和しなければならない。さもなければひずみは大きくなり、なにかを壊こわしてしまう。

　父への反発心だけではなく、理美の言葉を聞いていると、父宰相とは違う方法論が見える気がしたのだ。
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「ようこそお越こし下さいました、陛下」

　回廊で跪き拝はいの礼をとり、理美は祥飛を迎むかえた。

　祥飛の背後には供の侍じ官かんや衛士の姿があったが、彼は理美の出迎えを受けると「別べつ棟むねで待て」と、供の者たちに指示をした。唯ゆい一いつ供として残ったのは、秦丈鉄だ。

　供の者たちが遠ざかるのを確かく認にんし、祥飛は、跪ひざまずく理美に面おも白しろそうに声をかけた。

「朱西からの文ふみには、今日おまえが、和国の貢みつぎ物が崑国にとってもよき食材であると証明するとあったが？　いいのか？　余が満足しなければ、おまえの首を刎ねるぞ。今日」

　その言葉にぞっとしたのは、彼の軽口が、半分本気だとわかるからだ。

「承知しています。どうぞ、こちらへ」

　震ふるえそうになる声を抑おさえ、理美は従順に頷き立ちあがった。

「震えてるのかい？　雪理美」

　からかうような声で丈鉄が問うが、理美はふり返ることもできずに頷く。

「はい。ええ、すこし」

　祥飛と丈鉄の硬かたい沓くつの音を背後に聞くと、緊張と脅おびえと、わずかな興奮で背中がぞくぞくした。神事に向かう前の、緊張と興奮に似ている。

（さあ、これから……）

　自分の感じた細い糸を信じて手繰る。理美には、それしか方法がない。

「こちらの席へお着きください」

　室に案内すると、祥飛は出入り口で足を止めた。一気に不ふ機き嫌げんな顔になる。

「なんだ？　これは？　なぜ伯礼がいる」

　伯礼の姿を目にすると丈鉄の目が細まり、剣けん吞のんなものが光る。

「へぇ、……伯礼か……」

　伯礼も祥飛の登場に表情を強ばらせるが、すぐにいつものそつない微笑を作る。

「これは、陛下。驚おどろきました。陛下がおみえになるとは知りませんでした」

　傍かたわらに控ひかえた理美に、祥飛はふり返った。

「この場でなにをする気だ」

「そちらのお席で陛下に、和国の食材を使った料理を食べて頂きます」

「伯礼が同席しているぞ。宦官は、皇帝と同席してはならないものだ」

　祥飛の怒いかりが、静かに膨ふくれあがる。理美は恐怖心を抑え、首を横に振ふる。

「同席はしていません」

「いるではないか、ここに！」

「いいえ、よくご覧になって下さい。伯礼様は、別室においでです」

　伯礼を指さした祥飛が、その言葉に目を剝むく。

「なにを馬ば鹿かな……！」

　と、怒ど鳴なろうとした祥飛だったが、あることに気がついたらしく、声が途と切ぎれる。

　伯礼も自分が座る周囲を見回し、そして「あっ」と、小さく声を出す。

　丈鉄が「ははっ」と、馬ば鹿か馬ば鹿かしいものを見つけたときのように、軽く笑った。

「これは、これは。恐おそれ入ったぜ。よく考えたもんだよな、雪理美」

　二間続きの室に卓たく子しは跨またがっている。一方の席は黒い床の上に、一方の席は白い床の上にある。要するに卓子をはさんで向かい合ってはいても、二人は別室にいるということなのだ。

「ふざけるな、こんな詭き弁べんを誰だれが受け入れる！　なぜ余が宦官と食事をとる必要がある！」

「お席について下さい、陛下。そちらの黒い床の席に」

　朱西が宥なだめるように言うが、祥飛は腰こしの剣けんの柄つかに手を伸のばす。

「余を愚ぐ弄ろうするのか、女官の分際で！」

　ぞっと、冷や汗あせが吹ふき出す。

（剣を抜ぬく。本気だ）

　そう悟さとったと同時に、隠かくしてあった札を切る。これが理美の切り札だ。震え声で呼んだ。

「珠ちゃん！」
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　理美の呼ぶ声に応じ、しゅるりと、理美の裳も裾すそから銀色の神しん獣じゆうが飛び出してきた。神獣は彼女の裳を駆かけあがり、肩かたに乗ると、愛いとおしそうにくるりと理美の長い髪かみにまとわりつく。

　伯礼が思わず腰を浮うかし、祥飛は目を見開く。

「五ご龍りゆう！」

　丈鉄も啞あ然ぜんとし「どういうことだ、朱西」と問う。朱西は無言で、しばし待てというように目配せする。

　呆ぼう然ぜんとしていた祥飛は、すぐに正気づき、理美と朱西、そして伯礼を睨ねめつける。

「貴様たち、なんのつもりだ。余の五龍を……五龍が、こんなところに……」

「陛下。この五龍は理美が偶ぐう然ぜん後宮で拾ったのです。彼女は五龍がなんなのかも知らず、ずっと可愛かわいがって飼っていたんです」

「なにか知らずに飼っていただと!?　とにかく五龍を余の手に戻もどせ！」

　祥飛は理美に摑つかみかかり、壁かべに乱暴に押しつけた。理美が悲鳴をあげると、珠ちゃんはぱっと理美の肩から飛び下りた。

「あっ！」

　神獣の姿を追って祥飛がふり返る。丈鉄も走り出そうと身構える。

　珠ちゃんはぴょんと飛び跳はねて室の外へ出ると、回かい廊ろうの欄らん干かんに飛び乗ってぐっと空を見つめた。今にも空に向かって飛び立ちそうだった。

「五龍！」

　祥飛は理美を突つき放し、必死に回廊へ駆け出す。丈鉄も駆けた。

　その接近を感じたらしく、珠ちゃんはさらにぐうっと伸び上がる。

「五龍！」

　丈鉄が声をあげ、祥飛が叫さけぶ。

「なぜだ五龍！　行くな！　余が皇帝だ！」

　珠ちゃんは、祥飛の声に反応しない。細い爪つめを欄干に立て、さらに空に首を伸ばす。

　飛ぶ。誰もがそう感じた瞬しゆん間かん。

「珠ちゃん待って！　陛下も丈鉄様も止まって！」

　理美は声をあげた。壁に押しつけられた拍ひよう子しに頭を打った理美は、頭がくらくらしていた。けれどそれをおして、声をあげた。咄とつ嗟さに祥飛と丈鉄が立ち止まると、珠ちゃんは体の緊きん張ちようをゆるめ、「なに？」と問うように理美にふり返る。

　その神獣の目線を追って、祥飛は愕がく然ぜんとした顔になる。

「……理美の言葉を、聞いているのか……？」

　丈鉄は「馬鹿な」と呻うめく。

　ずきずきする頭を押さえながら、理美は壁から背を離はなした。

「陛下。無理に追えば、珠ちゃん───五龍は、きっと逃にげ出します」

　祥飛は悔くやしげに顔を歪ゆがめた。

「なんなのだ、これは。なぜ。どうしてこんなことが」

「陛下。珠ちゃんは、わたしの言うことなら、聞いてくれるんです。たぶん、ごはんをあげたから、好かれたんだと思います。だからお願いです。お席について食事して下さい」

「できるか！　五龍がそこに！　今にも天に駆け戻るぞ！」

「珠ちゃん、来て」

　優やさしく呼んで理美が手を差し出すと、珠ちゃんは欄干を飛び下り、とっとと理美の足元へ来て、するすると肩の上へと登る。それを目まの当たりにして、祥飛はもはや言葉もない様子で、ぽかんとしている。

　丈鉄は、お手上げと言わんばかりに眉まゆの端はしを下げて、溜ため息いきと共に柱にもたれる。

　伯礼は最初こそ驚いた様子だったが、今は席に腰を落ち着け、無表情に理美を見つめていた。

「珠ちゃんは、わたしと一いつ緒しよにここにいます。陛下が無理をすれば、珠ちゃんは空に飛んで帰りかねません。わたしが望めばここにいてくれるので、今、ここにいてもらいます。そのわたしから、陛下にお願いです。席について下さい」

　理美の言葉を支持するかのように、朱西が促うながす。

「お聞きの通りです、陛下。今は、お席について下さい」

「このことは、おまえも承知していたのか朱西。この場も、こうなることを承知で、おまえは余をここに呼んだのか」

「はい」

「わかっているのか、朱西。おまえたちは余を脅きよう迫はくしているのだぞ。五龍を人ひと質じちに、ここに座れと余に強制している」

「そうかもしれません」

「覚えていろ、朱西。おまえもだ、雪理美」

　呻くように告げた祥飛は、そのまま黒い床ゆかの上に用意された席へと座った。

（良かった。陛下は思っていたよりも、素す直なおなお方だ）

　朱西は祥飛のことを情が強こわくて無む頓とん着ちやくと評し、理美も、祥飛の冷れい酷こくな言葉や振る舞まいにぞっとしていた。けれど彼は、神獣五龍に───ひいては、神に対しては従順なのだ。神をも畏おそれない、身の程ほど知らずではない。

（陛下の中でなにかが、きっとおかしくなっている。それだけ）

　彼が冷酷に振る舞っても、けして面おも白しろそうでも楽しそうでもない理由も、なにを食べてもおいしいと感じない理由も、きっと根本は同じだ。彼の中でなにかが、すこしだけ歪んでいる。

　それは伯礼にしても同じだ。

（さあ、いよいよ）

　理美は軽く目を閉じると、己おのれに落ち着けと言い聞かせる。

　丈鉄の気配が、恐こわかった。彼は祥飛に何事かあれば、腰こしに佩はく幅はば広ひろの剣けんで、その場にいる全員を無む慈じ悲ひに叩たたき切りそうだ。そんな雰ふん囲い気きを全身から発している。

（失礼のないように。けれど、気負いすぎてはだめ。そうですよね……斎さい宮ぐう様）

　神に食事を捧ささげる儀ぎ式しきで、美うま味しの宮みやである理美はいつも、同じようなことを言われ姉斎宮から叱しつ責せきされていた。それを思い出す。

　───神の口からすら、おいしいと一言を引き出せるように向き合え。美味宮よ。

　ぴりっとした姉斎宮の言葉が耳に蘇よみがえり、

（はい。斎宮様。承知しました）

　心の中で返事をして、理美は目を開く。

　腕うでを交差させ、その場に座る内ない侍じ蔡伯礼と、崑国皇こう帝てい龍祥飛に、綺き麗れいな礼をとる。

「はじめます」
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（この気配は）

　朱西は、理美の気配の変化に驚おどろいた。常にほわりとしていて、綿花のようにほかほかしている少女だったが、それが一変した。

（これは仙せん……、いや巫女みこの気配なのか？）

　彼女が和国で務めていた美味宮とは、神の食事を作ることが務めであったという。おそらく彼女自身気がついていないのだろうが、それは間ま違ちがいなく聖職であり、そして彼女には、長年聖職を務めた者独特の気が体内に染しみついている。

　和国の聖せい餐さんを饗きようする仙。幾いく度どか朱西は、冗じよう談だんでそう口にしていた。

　しかし今、息を吞のむ。

　今、本物の仙を目の前に見ている気がする。

（彼女は人だ。仙ではない。しかし間違いなく、聖せい餐さんを饗する者だ）
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　凜りんとした理美の声に、伯礼が目を細める。祥飛の怒いかりの表情は変わらず、理美を睨にらむ。

「お食事の前に、必要な儀式があります」

　理美は顔をあげると、伯礼に視線を据すえる。

「蔡伯礼様に質問です。答えて下さい。この五ご龍りゆうを陛下の部屋から盗ぬすみ出したのは、伯礼様ですか？」

　その言葉に、理美を睨みつけていた祥飛は、ぎょっとして伯礼にふり向く。

　控ひかえていた丈鉄の気配が冷えていく。伯礼を見つめる顔が、獲え物ものを狙ねらう猟りよう犬けんの表情になる。

　伯礼はいつもの曖あい昧まいな微び笑しようのままだ。

「なぜそう思うの？　理美」

「五龍は小しよう翼よく宮きゆうの厨ちゆう房ぼうにいました。そしてなぜか伯礼様も、そこに姿を現しました。その理由はなんでしょうか？　厨房に出入りするわたしの事を知ると、調べ、近づき、助けました。わたしが銀色の鼠ねずみを厨房で拾って飼っていると知ったからですよね。伯礼様はそれが五龍だと知っていた。なぜならご自分の手で陛下の側そばから盗み出したから。そうですよね。違ちがいますか？」

「そうだね。違わない」

　にこやかに答えた伯礼に、祥飛は顔を歪めた。

「やはり……おまえが……」

　低く呟つぶやくと祥飛は、卓たく子しの端を強く握にぎり、歯ぎしりした。

　丈鉄が祥飛の傍かたわらに寄り、「斬きりますか？　今、ここで」と冷静に問う。しかし祥飛はその声も耳に入っていないかのように歯を食いしばる。

「なんのつもりだったのだ、伯礼」

「お座り下さい、陛下」

　立ちあがろうとする祥飛を、理美は鋭するどく制した。

「なにを言うか！　おまえのような女官に指図されるいわれは！」

「儀式だと申し上げました！」

　強い言葉で制すると、祥飛は驚いたように目を見開く。これほど厳しく、誰だれかに命じられたことがないのだろう。その驚きの間かん隙げきに、理美は伯礼に向き直る。

「伯礼様。なぜ五龍を盗み出したのです」

「どうしてそんなことを訊きくの、理美？　答えは当然わかっているはず」

「伯礼様の口から聞きたいのです」

「そう？　まあ、いいよ。朱西から文ふみが来たときから、覚かく悟ごはしていた。理美の手にある生いき物ものが五龍としられたからには、わたしが理美に関心を示した理由もしれる。さらに周宰さい相しようも、わたしを疑っている。誤ご魔ま化かしは通用しない。状況証拠だけで充じゆう分ぶん。おそらくわたしは、この場から生きて帰れない。そうですよね、陛下」

　からかうような軽い口調に、祥飛は低く返す。

「知っていることを訊くな」

　伯礼は軽く肩かたをすくめると、物もの憂うげに卓子に頰ほお杖づえをつく。その様はなんとも美しかった。

「わたしは、わたしの母を死に追いやり、わたしの人生を奪うばった延貴妃が憎にくい。あの女が死んだ、今でも。その怒りも憎ぞう悪おももてあましている。当然その子の祥飛も、好きになれるわけはない。わたしの人生は、自分の意思に関係なく、後宮に押しこめられた。わたしが歩むかもしれなかった道を、当然のように歩む祥飛が、妬ねたましい。厭いとわしい。その思いはどうやっても消えない」

　上うわ目め遣づかいに、妖よう艶えんな微笑で伯礼は続ける。

「わたしは、どうあがいても皇こう帝ていにはなれない体だ。祥飛を暗殺して憂うさを晴らしても、帝てい位い争いが勃ぼつ発ぱつするだけだ。国を争乱に陥おとしいれるのは、好ましくはない。でも、このままではわたしの気が済まない。だから五龍を盗んだ」

「あんたが盗み出したのではないかと、うすうすわかっていたさ伯礼。俺も、そして周宰相もな。陛下の周囲で不ふ穏おんな動きをする可能性があるのは、あんたしかいない」

　丈鉄が静かに口を開く。

「ただ一つ、周宰相も疑問を呈ていしておられた。五龍を盗んで、なにをするつもりだった」

「わからない？　丈鉄」

「わからんな」

　伯礼は笑う。

「厭わしくとも妬ましくとも殺せない相手の、器量を見てやろうと思ったんだよ。五龍に選ばれるからこその、皇帝でしょう？　では五龍を閉じこめることなどせず、自由にすればいい。そして五龍が祥飛から離はなれないのであれば、彼は皇帝の器うつわだ。そうなればわたしは、厭わしさも妬みも、全すべてを殺して、弟皇帝に仕えようとね」

　祥飛が眉まゆ根ねを寄せる。伯礼の言葉に、困こん惑わくしたように見えた。伯礼は続ける。

「五龍が空の彼方かなたに飛び去れば、彼は皇帝の器でない。五龍の加護を失った国は、いずれ滅ほろびるはず。そうなれば国を滅めつ亡ぼうさせた皇帝として、龍祥飛の名は歴史に残るだろうね。でも民たみにはその方がいいだろう。無能な皇帝の圧政に苦しむよりは、新たな国が興おこった方がいい。同じ争乱が起きるにしても、そのほうがよほど民のためになる」

　伯礼はその未来を夢想するように、回かい廊ろうの方に視線を彷徨さまよわせた。欄らん干かんの向こう側で、さざ波が立つ緑色の美しい泉を見つめる。

「だからわたしは五龍を盗み出し、宮城の真ん中で空に放った」

「でも、ならば、どうして五龍が後宮にいたんですか？」

　解げせないと言いたげな朱西に、伯礼は苦く笑しようする。

「放った五龍は、そのまま後宮へ飛んでしまったんだよ。飛び去るならまだしも、まさか後宮へ行くと思わなかった。放ほうってはおけないから、慌あわてて探したが見つかるものではない。けれど下働きたちが、小翼宮の厨房で、奇き妙みような銀毛の生き物を見たと噂うわさをしていてね」

　伯礼の告白に、朱西はなんとも腑ふに落ちないような顔をした。

　祥飛の表情にも、先刻まであった怒りよりも戸と惑まどいが強い。

　丈鉄も、不可解なものを見るように、伯礼を見つめている。

　そして理美は確信を持った。自分が感じた細い糸が、確かに存在するのだと。

（このお方は、気がついていない）

　理美は微笑ほほえんだ。

「なぜでしょうか？　とても不思議です。伯礼様」

「なにが不思議なの？　理美」

「伯礼様ならば、完かん膚ぷ無なきまでに陛下を陥れる方法を、いくらでも、いつでも、考えられたのに。なぜわざわざ陛下の器量を試ためそうとなさったのか、不思議なんです」

　美しい微笑ばかりが張りついていた伯礼の顔から表情が消えた。そしてひどく苦しんでいるように、顔を歪ゆがめた。理美の問いに、答えを求めて苦しがっているようだった。

　だが理美は、ここで伯礼から答えを聞く気などなかった。逆に今、理美に対しておざなりな答えを返されることは避さけるべきだった。

　欲しいのは、本当の答えなのだ。それは理美に対して答えるのではなく、伯礼が、伯礼自身に答えて欲しかった。

　理美は、祥飛に向き直った。

「陛下は伯礼様が側そば仕づかえになると決まったときに、かまわないと仰おつしやったと聞きました。本当ですか？」

「それが……どうした……」

　祥飛は警けい戒かいしているようだった。脅おびえているようにすら見えたのは、理美の言葉が、なにか得体のしれないものを引きずり出すことを感じとっているからだろう。

「どうして、かまわないと？」

「かまわないから、かまわないと言っただけだ。他意はない。周考仁は追放しろと言ったが、追放するほどの者ではない。だからどうでもいいのだ。かまわなかった」

「かまわない、と」

　またも、理美は微笑む。

（ほらね、やっぱり）

　喉のど元もとまで出てきそうな言葉を飲みこむ。

　ここにもある、細い糸。

「では、これで儀ぎ式しきを終わります。お食事を準備します」

「なに!?」

　唐とう突とつな理美の終しゆう了りよう宣言に、祥飛は怒ど鳴なった。

「伯礼は五ご龍りゆうを盗ぬすみ出したと認めたぞ！　このまま伯礼を捕ほ縛ばくもせず、食事だと!?」

「お食事して頂きます」

　意味深に、理美が肩の上の珠ちゃんを撫なでると、祥飛はぐっと言葉に詰つまって押し黙だまる。祥飛をその場に大人しくさせるには、これ以上効果的なものはない。

　伯礼は気が抜ぬけたように、小首を傾かしげる。

「本気で今、ものを食べろというの？　理美？」

「はい。召めし上がって頂きます」

「ひどい子だね」

　伯礼の哀かなしげな目を見て、理美は頷うなずく。

「はい。つきあってください、伯礼様。伯礼様が覚悟なさっているなら、なにも急ぐことはありません」
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　室の中に運びこんだのは、巨きよ大だいな三つの鉢はち。それぞれに花鳥の文様があしらわれている。

　二つの鉢を満たすのは、黄金色の澄すんだ液体。そして残り一つには、白はく濁だくした液体。

　それら三つの鉢は卓たく子しとは別の台に置かれ、その上で、熱い湯気を立ちのぼらせていた。

　一つは和国からの貢みつぎ物、海うみ布ふでとった出汁だし。もう一つも同じく、堅けん魚ぎよ堅けんからとった出汁。

　残り一つは、崑国で一いつ般ぱん的に好まれる鶏ズイ湯タンだ。

「こちらの二つは、和国からの貢ぎ物で作った湯タンです。召し上がってください」

　理美は草文様の二つの碗わんに、海布と堅魚堅の出汁をそれぞれ半分ほど入れ、祥飛と伯礼の前に置いた。

　二人とも気が進まない様子で、しかし互たがいを視界に入れるのを嫌きらうように、手元だけを見つめて匙さじを手に取る。ほぼ強制されているのだから当然だが、二人とも義務を果たすように、それぞれの出汁を匙ですくい、口に入れる。そして一口、二口、口に含ふくむと匙を置く。

　祥飛が呻うめく。

「なんなのだ、これは。また白湯さゆだ。おまえは何度、余にこの白湯を飲ませる。なにがしたい」

　伯礼も、小さく溜ため息いきをつく。

「わたしに、なにをさせたいの？　話すべきことは話した。決着をつけるべきではないの？」

　顔をあげた伯礼に、理美は訊きく。

「お味はどうでしたか？　伯礼様」

「味？　こんな時に、さすがにわからないね。二つとも、ただの白湯だよ。すこし風味のある」

「では、これではどうですか？　これで味わってみてください」

　伯礼の傍かたわらに向かうと、一方の碗の中身を、もう一方に入れて混ぜた。そして祥飛のところにも行き、同じようにする。

　これ以上ないほどの不ふ審しんの目で、伯礼と祥飛は理美を見やるが、理美はほわっとした笑え顔がおですすめる。

「さあ、どうぞ」

　先ほどと同じように二人は匙で一口二口出汁を口にして、すぐに顔をあげる。

「同じだ」

　と祥飛。伯礼も碗を見つめたまま、呟つぶやく。

「すこし風味が良くなっただけで、同じだね」

　そこで祥飛がしびれを切らしたように卓子を叩たたいた。

「もうよい！　時間稼かせぎだ！　和国の貢ぎ物では、結局この白湯しか作れないのだろう！」

「そうです。この二つの出汁を合わせて作った『あわせ出汁』と呼ばれる湯タンが、和国の貢ぎ物から作られる最高の味です」

「この白湯が、和国の貢ぎ物の味と認めたな！　ならば即そつ刻こく、この場でおまえの首を刎はねる！」

「陛下。ここで理美の首を刎ねれば、五龍はきっと飛び去ります」

　苛いら立だつ祥飛に、朱西が静かに告げた。その言葉に祥飛はまたも、手た綱づなを締しめられたようになり、拳こぶしを握にぎって口を閉じる。

　伯礼が苦く笑しよう交じりに、憂ゆう鬱うつげに言う。

「これが食事なの？　理美？　わたしにとっては、この世で味わう最後の食事かもしれないのだけれど？」

「いいえ。これからお出しするものが、お二方に食べて頂きたい食事です」

　答えると理美は、三つ並んだ鉢の最後の一つ、白濁した鶏湯の前に移動する。

　白濁した液面から温かい湯気が立ちのぼり、濃のう厚こうな鶏とりと生しよう姜が、葱ねぎの香かおりがたっている。

　脇わきに置いてある小さな壺つぼから、塩をつまみ入れて味を調ととのえる。小さな匙で味見をする。

（濃厚な味。崑国人には馴な染じんだ味）

　確かめて頷き、それを二つの碗に注ぐ。盆ぼんに二つの碗をのせ、祥飛と伯礼の前に置く。

「鶏湯です」

　馴染んだ香と見た目の湯タンを置かれ、伯礼と祥飛は、同時にもの問いたげに理美を見やる。なにがしたいのかと問うのを遮さえぎるように、理美は無む理り矢や理り、笑顔で促うながす。

「どうぞ。召し上がってください。お二人が馴染まれている、いつもの鶏湯です」

　促され、半信半疑で二人は匙を口に運ぶ。口に入れると、二人とも訝いぶかしげな顔をする。

「本当に……、いつもの鶏湯だね」

「こんなものを食べさせて、なにが楽しい」

　二人の答えを聞き、理美は問う。

「おいしいですか？」

　伯礼が、ふっと笑う。

「いつもの味だね」

　祥飛は苛立たしげに答える。

「食えるというだけだ」

　その答えに、理美は微笑ほほえんだ。その答えが欲しかった。その微笑みに意表を突つかれたような祥飛と伯礼に背を向け、理美はまた鉢の前に戻もどる。そしていまだにゆらゆらと湯気を立てる三つの鉢から、それぞれの湯タンをくみあげると、一つの碗へと注ぐ。

「では、こちらと比べてください」

　二つの出汁と一つの湯タンを混ぜたものを、伯礼と祥飛の前に置く。理美は息をつく。

「これが本当の、今日のお食事です。唯ゆい一いつのひと碗です。崑国の湯タンと和国の出汁で作った、顕シエン湯タンと名をつけました」

　そして優ゆう雅がに礼をした。

「それが唯一です。ゆっくりとご賞味ください。これを味わって頂ければ、わたしは満足です。五龍にも、陛下のもとへお帰りになるように説得します。ですからご賞味ください」

「本当に、五龍を返すつもりはあるのか」

「はい。ただし、五龍を説得するだけです。判断はきっと五龍がします」

　理美の肩かたの上にいる珠ちゃんが、祥飛と初めて目を合わせる。「信じろ」と命じるようなその真っ直すぐな青い目に、祥飛は悔くやしげな顔をしながらも頷く。

「わかった。食べればいいのだろう」

「はい。では、これ以上給きゆう仕じは無用、わたしは下がります。後ほど参ります」

「……え……」

「なんだと？」

　伯礼と祥飛が同時に戸と惑まどいの声をあげるが、理美は構わず、背を見せて歩き出す。

　朱西は「丈鉄、来い」と促し、理美と共に歩き出す。丈鉄はしばし迷う素そ振ぶりだったが、朱西に再度「来い。伯礼は丸まる腰ごしだ、心配ない」と促されると、彼と共に室を後にした。
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（なにがしたいの？　雪理美？）

　理美が言うところの顕湯を前に、伯礼は戸惑っていた。

　手元には先刻口にした鶏湯がある。顕湯はその鶏湯に比べいくぶん濃のう度どが薄うすいようで、白濁しながらも、さらりとした感じが見て取れた。あの白湯と混ぜ合わせたのだから、鶏湯が薄まっているだけだろう。

（その薄まった鶏湯を、唯一のひと碗とは。これは鶏湯だ。これで和国の貢ぎ物が食材だと証明できるわけはないのに。それとも他ほかになにか目もく論ろ見みがある？　わたしを、さらに陥おとしいれるなにか？　わからない……）

　彼女はなにを考えて、なにをしたくて、こんなことをしているのだろうか。

　そもそも伯礼の罪を暴あばくのであれば、もっと適切な方法と場所があったのではないか。

　こんな場所に、五ご龍りゆうを人ひと質じちに取られて身動きがとれない祥飛と共に座らされているのは、苦痛でしかない。そもそも祥飛と共に、こうやって向き合うことなど、今まで一度もなかった。

　伯礼は常に臣下として、一段低い場所にいて、祥飛の顎あごより上に目をあげて話すこともできなかった。こんなふうに目線が同じ高さにあるのは、十年以上前の幼い頃ころの記き憶おくにあるだけだ。

　あの頃はまだ伯礼は少年であり、幼い祥飛の目線に自分が下りて、彼の目を見て話した。

　伯礼は溜息をつく。考えても、わからない。わかったところで、自分が五龍を盗ぬすみ出したことがしれた今となっては、どのみち断罪されるだけだ。

　逃にげようもないのなら、考えるだけ愚おろかしい。

（理美がなにを考えているにしても、おそらくこれが、わたしが口にする最後の食事だ）

　この場には丈鉄もいる。幼い頃から祥飛を守る剣けんのように側そばにいる彼が、伯礼の所業を見み逃のがすとは思えない。今も伯礼を斬きりたくてうずうずしていることだろう。

　物事のままならなさに苦笑し、匙を手にする。

「わたしは、頂こうかな。せっかくだものね」

　祥飛が苛立たしげに伯礼を睨にらんでいるので、微び笑しようを返した。

「陛下もどうぞ、お召めし上がりになっては？　これを食べれば、理美の気もおさまるでしよう。そうすればゆっくりと、わたしを捕ほ縛ばくし、すきなだけ罪を問えばいいのですから」

「五龍はどうするのだ。おまえが盗み出した五龍を」

「さあ、それは陛下が理美と交こう渉しようしてはいかが？　わたしは陛下に捕縛される身ですから、助言申し上げられません」

　もはや、臣下としての礼をとる必要はない。あっさりと祥飛を突き放す。

「よくわかった。そういうことか、伯礼。ここには誰だれ一人、余の味方はいないということだ。これを食べ終われば、五龍を余のもとへと返すと雪理美が約束した。そうなればおまえも捕縛し、あの生意気な雪理美も、朱西も、まとめて罪人にしてやる」

　祥飛は匙さじを手に取ると、乱暴に一口をすすった。

　その瞬しゆん間かん、祥飛の表情が変わった。

「……なんだ、これは」
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　苛立ち紛まぎれに口にした一口は、思いがけない味だった。

「これは鶏ズイ湯タンではない……」

　祥飛は啞あ然ぜんと碗わんを見おろした。

　鶏湯は濃厚な鶏の味と生姜の風味と葱の風味が、直接胃いの腑ふに落ちこむような濃厚な味わいで喉のどを通り過ぎる。こくがあり、とろみがあり、はっきりとした味だ。

　慣れ親しんだはずのその味が、なぜかさらにこくを増している。

　なにかの風味が、鶏のこっくりとした味わいの後に広がり、口の中にいつまでも残る鶏の脂あぶら臭くささを消している。そのかわりにふわりと、鼻に抜ぬけるような香がある。

　あまりの驚おどろきに、伯礼に対する苛立ちを一いつ瞬しゆん忘れる。

「……鶏湯を、あの白湯さゆで薄めただけのはずだ……」

　理美は祥飛と伯礼の前で、そうしていたのだ。鶏湯に、あの味もそっけもない和国の食材から作った、湯タンとは名ばかりの白湯を混ぜただけ。それがなぜか味は薄まらず、それどころか未知の香が加わって、鶏湯にない味わいの深みと、きれを生み出している。

　祥飛の声に伯礼も興味を引かれたらしく、口元へ匙を運ぶ。一口口に含ふくみ「これは」と、微かすかな声を出す。

　思わず祥飛は顔をあげ、訊たずねた。

「わかるか、伯礼」

　伯礼も顔をあげ頷うなずく。

「薄めただけのようだと思ったけれど、風味が良くなっています」

「なぜだ!?」

　そう訊きいた瞬間、自分から伯礼にあれこれ話しかけている事実に気がつき、はっとした。急いで渋じゆう面めんを作ると、伯礼が苦く笑しようした。

「原因はあの和国の食材から作った湯タンでしょうね。あれの風味が、鶏湯の風味を引きあげているように思います」

　五龍を盗み出し、祥飛に害意を抱いだいているはずの伯礼に、これ以上の言葉などかけたくはなかった。だが、どうしてもこの場合は訊きたかった。これだけはと思い、問う。

「しかし、あれはただの白湯だ」

「いいえ。すこしだけ風味がありました」

「余には感じられない程度の風味が、ここまで、濃こい味の鶏湯の味を変えるものか」

「逆に濃い味わいの中に入れたからこそ、あの和国の湯タンの風味が際きわ立だったのでしょう」

　伯礼はもう一匙口に含み、頷く。

「白い紙の上に白の顔料を落としても、色は見えません。けれど漆しつ黒こくの中に白の顔料を落とせば、それは靄もやのように渦うず巻まく形に見える。感じづらいほど繊せん細さいなものを際立たせるために、あえて、濃いものの中へと入れてみたのでしょう」

　祥飛には、和国の食材で作った湯タンは白湯にしか思えなかった。

　けれどそれは確かに湯タンとして、味わいがあったということなのか。

（余が、感じられなかっただけか）

　驚き、もう一匙口に含むと不思議な感覚がした。今まで無かったものが、突とつ然ぜん出現した不可解さだ。こんなことがあるのだろうか。

　そしてふと目をあげると、同じ卓たく子しに伯礼の姿があった。

（なぜ、伯礼は）

　心にわずかに引っかかっていた疑問が、この湯タンの中から現れた見えないなにかのように、祥飛の心に浮うかぶ。胃の腑に落ちる温かな顕湯の心ここ地ちよさに、導かれたようだった。

（なぜ伯礼は、五龍を盗み出すにとどめた？　余が即そく位いするまでに十一年もあった。その間に、なぜなにもしなかった。即位した余が憎にくければ、寝ね首くびを搔かくことも簡単だったはず。なのになぜだ。憎ければ、民たみだの争乱だの考えずとも、殺せば良かった。なのに）

　腹の中にたまる温かみが、ふと、昔の、幼かった頃の記憶を呼ぶ。

　───あなたがもう少し大きくなられて外朝に出るようになれば、一いつ緒しよに遊びましょう。

　伯礼は祥飛にそう声をかけてくれた。延貴妃と蔡徳妃の仲が険悪なことは、子供心に互たがいにわかっていたから、伯礼はそっと囁ささやいたのだ。互いの母同士が反目していても、それは、子供には関係ないことだ。あのとき幼かった伯礼はそう思っていたからこそ、そう囁いたのだろう。

　あれは、延貴妃がどうであれ、伯礼は祥飛を嫌きらいではないと、そんな意味が隠かくされていた。

（ならば、まさか）

　祥飛は細い声で訊いた。

「伯礼……本当に……余が、憎いか」

　思わず訊いた声に、伯礼が目を見開く。暫しばらく驚いたように祥飛を見つめてたが、困ったような顔をして答えた。

「そうですね、ええ。わたしの母を死に追いやった女の生んだ公子なのですから。好きにはなれませんね。きっと……当然……」
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「当然、憎い」そう答えそうになった伯礼は、その直前で口を噤つぐみ戸と惑まどった。

（憎くて当然、なのだろうか……）

　未知の温かさで体の中へと落ちていく顕シエン湯タンの熱が、昔の記憶を呼び起こす。

　延貴妃と蔡徳妃が犬けん猿えんの仲なのは知られていて、周囲は当然、二人の公子もなるべく顔を合わせないようにと配はい慮りよしていた。けれど時折、遠くに見かける幼い弟公子は、いつもなにかを怖こわがっているような顔をしていて、それが可哀かわい相そうに思えていた。偶ぐう然ぜん鉢はち合あわせした機会に、弟公子は伯礼に対しても脅おびえたような様子だった。あまりにも痛々しかったので、伯礼は声をかけた。あのときは、けして祥飛のことを嫌いではなかった。

　周囲は、当然、二人は反目しあう仲だと思っていただろうが、子供には関係なかった。

　母の蔡徳妃が自害し、自らも宦かん官がんになった時、周囲は伯礼を延貴妃と祥飛から遠ざけた。間ま違ちがいなく延貴妃は憎かった。だから、その息子むすこの祥飛も憎いと思うのが当然だったのだろう。

　周囲もそれが当然と囁いていた。

（しかし……当然だったのだろうか）

　祥飛は母の延貴妃に対して、愛情の欠片かけらも示していなかった。伯礼に対しては、周囲から命じられるままに振ふる舞まっていた。そのさっぱりとした割り切りようを見て、果たして伯礼は、彼に対してそこまで憎ぞう悪おを抱いたのだろうか。

　好きではない。それは間違いない。だが救いがたい憎悪を抱くほどに、憎いのだろうか。もしそこまで憎ければ、これほど落ち着いて祥飛と向かい合えない気がした。

　そもそも。五ご龍りゆうを盗ぬすみ出して器うつわを試ためすというまどろっこしい真似まねを、なぜ自分は選んだのだろうか。

　延貴妃への憎悪ならば、今もまだ有り余るほどに胸の奥に渦巻いている。けれど延貴妃が死に、その憎悪は中ちゆう途と半はん端ぱに取り残されている。その中途半端な憎悪を抱かかえる苛立ちが、あらゆるものへの中途半端な憎悪になっている。

　それは祥飛への、中途半端な憎悪。先せん帝ていへの中途半端な憎悪。自死した母への中途半端な憎悪。そして生きることを選んだ自分への、中途半端な憎悪。

　伯礼の中にある全すべての憎悪は、中途半端なのだ。

　無意識に一ひと匙さじ、顕湯を口に含む。その隠された味わいに、ふと心の奥を叩たたかれる。

　───なにかここに、隠れていませんか？

　そう問う声は、雪理美だ。

（中途半端な憎悪と同居しているもの。隠れているもの？）

　理美の声に導かれるように、祥飛に問い返していた。

「陛下はなぜ、わたしが側そば仕づかえになることを許しました？」

　祥飛は視線を泳がせた。

「かまわないと、そう思っただけだ」

　祥飛も戸惑っているようだった。彼も伯礼を追放しようと思えばできたのに、追放もせず、あまつさえ側に仕えさせたのだ。その真意を、彼自身も理解しかねているようだった。

　祥飛の胸の奥にも、なにか隠されている。

（なにかがある？　祥飛も……）

　それを感じる。それは伯礼よりももっと単純だ。相手を怖がって身構えるようなのに、それでも相手を信しん頼らいしたがっているような、純じゆん粋すいな少年の気配がある。そんな気がしてしまう。

「伯礼。自由になった五龍は、余の手に戻もどらない。そのことでおまえは、余は皇こう帝ていの器でないと見なすか」

　自信なげに祥飛が問うので、伯礼もすこし困ってしまう。

「さあ、どうでしょうか。五龍が天に帰ればそう思えましたが、五龍は陛下のものである後宮に飛びこみ、そして陛下の妃ひ嬪ひんである理美に懐なついてしまった。陛下から離はなれたとも言えるし、離れていないとも言える。判断に迷うところです」

「おまえは、もし余が皇帝の器ならば、わだかまりを捨て仕えると誓ちかうために五龍を盗み出したと言ったな。ならばこの現状はどうなる。おまえはどうするつもりだ」

「迷っています」

　そう答えてまた、顕湯を一匙口にした。

「ままならないことです。五龍は、わたしが予想だにしなかった行動をとってしまった。判断には時間がかかりそうです」

「そうか。ならば余も、……おまえを断罪するまでには、時間がかかるんだな」

　どこか頼たよりない、安あん堵どしたような声に、伯礼は懐かしいものを感じる。幼い日の祥飛の、きらきらした目を思い出す。

　二人静かに、匙を使って黙もく々もくと顕湯を口に運び始める。

　口に入れて広がる味わいと、胃の腑ふに落ちる温かさ。胃の腑は満ちてくるのに、いつものような重苦しさはない。

（ああ……）

　溜ため息いきのように、心の中で思った。

（おいしい）
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　一匙、二匙と顕湯を口に運ぶ。伯礼に見つめられていることが恥はずかしいようないたたまれないような気持ちになるが、匙を動かしていれば気にならない。

（伯礼は、余を好きになれないと言った。だが、余のことを憎いとは答えなかった）

　今の伯礼の言葉の奥に、一緒に遊びましょうと悪戯いたずらっぽく囁いた少年の響ひびきが残っている。今まで感じ取ることができなかったそれが、はっきりと見える。見つけ出したその響きに、忘れていた嬉うれしさのような温かさが、胸の奥に灯ともる。

（まるでこの顕湯の味わいのようだ）

　本来あるはずのものを、祥飛は感じられていなかった。けれどこんな混乱に放ほうりこまれて、ようやく感じた。確かに存在するなにか。

　口の中に広がる鶏とりと生しよう姜がと葱ねぎの濃こい味と、それに風味を加え、なおかつさらりと飲み口をよくする、不思議な異国の味わい。

（うまいな）

　そう思った自分に驚おどろいた。この味を、自分はおいしいと感じている。

（どうして）

　この顕湯は、特別に贅ぜい沢たくで豪ごう華かな料理ではない。馴な染じんだ味に、すこしの変化が加えられただけだ。だがこの味をなぜかおいしいと感じる。

　舌の感覚が変わったわけではない。それでもこの風味を感じ、それをおいしいと思えるのは、自分の体の中心にあるなにかが、とろりと蕩とろけて、姿を見せたからのような気がする。

　どこか、ほっとしているのだ。だから感じるのだ、おいしさを。

（確かに、寂さびしいのかもしれない）

　ものを食べてもおいしいと感じないと祥飛が言ったとき、理美は「寂しい」と口にした。その意味が、今ようやく理解できた。

　おいしいと思える、この心持ちを知らない人間は、確かに、寂しいのだろう。

　伯礼が側にいることを祥飛は「かまわない」と思った。それはもしかしたら、幼い日に優やさしかった兄公子と憎にくみあうことを、祥飛自身が無意識に、避さけようとしたのかもしれない。失った絆きずなを探したくなるほどに、周囲にたくさんの臣下を侍はべらせる皇帝でいながらも、祥飛は寂しかったのだろうか。

　祥飛自身すら意識していなかった寂しさを、見み抜ぬかれたのだ。あの少女に。

（雪理美）

　祥飛は、ほわっとした気の抜けた笑え顔がおを見せる少女の顔を思い出し、微笑ほほえんだ。

（生意気な女だ）

　そう思うのに、なぜか嬉しかった。




　　　三




「呆あきれたな。なんてことをするんだ、おまえら。朱西、なんのつもりだ、あれは。理美も。あの状じよう況きようで、あの二人にどうしろっていうんだ」

　背後からついてくる丈鉄は文句たらたらだったが、朱西自身も、実は気が気ではなかった。

「それは俺も、理美に訊きくしかない」

　丈鉄の文句を遮さえぎり、理美の背中へ問いかける。

「丈鉄も言うように、これからどうするつもりですか理美？　俺には、あなたがあの二人を散々引っ搔かき回した後に、放りっぱなしにして出てきたように見えますよ。この後どうするつもりですか」

　祥飛と伯礼に、とりあえず顕シエン湯タンを飲めと命じ（明らかに、命令だった）、さっさと室を後にした理美は、するすると回かい廊ろうを歩いていた。それに追いついた朱西はあまりの不安感に、理美の肩かたを背後から摑つかむ。すると理美がその衝しよう撃げきに耐たえかねたかのように、くたくたっとその場に崩くずれてしまった。

「理美！」

　仰ぎよう天てんした朱西が、理美が回廊にぺしゃんこになる直前に抱だきかかえると、彼女は軽く呻うめいて朱西の腕うでにすがりつく。

「あ、……すみません。なんだか緊きん張ちようがとけて……膝ひざが笑ってます……あはは……」

「緊張してたんですか？　なかなかの横暴っぷりに見えましたが。こんな状態のあなたに訊くのは酷こくですが、どうするつもりですか」

「実は、どうすることもできません」

　理美は泣き笑いのような顔になった。

「はぁ？」と、呆れ顔の丈鉄に、理美は申し訳なさそうに答える。

「もう、わたしが信じたことに賭かけるしかないんです。あのお二人の中にあるものを、わたしがうまく引き出せなければ、きっとわたしはこの後すぐに、陛下に首を刎はねられます。伯礼様は罪人として引っ立てられて、処しよ罰ばつされます。珠ちゃんは天に帰るんでしょうけれど」

「あれが、あなたの企くわだての全すべてですか」

　朱西が確かく認にんすると、理美は「はい」と頷うなずく。

「危なっかしい賭かけですね。乗った俺も、どうかしてますが」

　呆れるのを通り越こしておかしくなり、朱西は笑顔になってしまった。

「どういうことだ、理美？　朱西」

　わけがわからないと言いたげな丈鉄に、朱西は静かに告げた。

「理美が信じたのは、陛下と伯礼の間にある兄弟の情、愛情だ」

「愛情だ？　まさか。あの二人の関係に限って、そんなことはあり得ない。あの二人は憎みあって当然の二人だ」

「当然ではない」

「どうしてそう言える」

「なら逆に問う。丈鉄。あの二人はなぜ、あれほど互たがいの行動が中ちゆう途と半はん端ぱなんだ？」

　反論をしようと口を開きかけた丈鉄だったが、思いあたることがあるようで口を噤つぐむ。そして「まさか」と呟つぶやく。

「そのまさかを、理美は信じて、俺も乗ったんだ」

　回廊の向こうにある部屋に目を向け、朱西は祈いのった。微かすかにすら見えなかった糸に、あの二人が気がつくことを。

　伯礼と祥飛の行いを冷静に分ぶん析せきすれば、彼らの間に、互いに対する微かな思いやりや愛情があるからこその行動ばかりだった。だが彼ら本人すら、当然自分たちは、憎みあうべき立場だという思いにとらわれて、その細い糸に気がついていなかった。

　理美は「当然ではない」のだと言った。

　そして、見えないものを見つけるために、きっかけを与あたえた。それがあの中途半端な儀ぎ式しきだ。

　全ての事実をぶちまけるだけぶちまけて、本来、向かい合ってはならないものを向かい合わせにさせて、互いを見つめるように仕向けた。

　そして見えないものを見つけさせるために、顕湯を饗きようした。

　顕湯の顕の文字は、言わずもがな。見えないものを顕あらわにする、その役目を負うもの。それはただの名ではあったが、名には力があり、名づけられたものには力が宿る。

　理美はそのことも承知で、その名をつけたのだろう。

（この人は食の巫女みこであり、仙せん人にんであり、探究者だ。珍めずらしい人だ。この人の視点があれば食しき学がくも、思わぬ方向に発展をするかもしれない）

　ふと朱西は、新しい可能性を感じた。

　丈鉄は、降参というように肩をすくめた。

「いい度胸だな、二人とも」

「勝算は五分五分だ。ただ、理美……」

　理美の体をしっかりと支え、朱西は請うけ合った。

「あなたの目もく論ろ見みが失敗に終わっても、俺が、あなたの首を守ります。食学博士として、あなたが陛下に饗したものはとても興味深い」

「朱西様。ありがとうございます」

　理美の肩の上の五ご龍りゆうがキュウキュウ鳴いて、理美の髪かみにぐるぐる絡からみつく。

「ありがとう、珠ちゃんも。ごめんね、協力してもらって」

　理美に頰ほおずりする五龍の様子に、丈鉄は溜ため息いきをつく。

「それで理美も朱西も。その五龍をどうするつもりだよ」

「もちろん、陛下にお返ししたいですけど……。珠ちゃん、陛下のもとへ帰ってくれる？」

　と、理美が訊いた途と端たん、

「ひゃっ！」

　またも五龍は理美の裳もの中へ、ぴゃっと逃にげ込んでしまった。

「……うぅ……。……帰ってくれそうにないです。どうしましょう……」

　ようよう朱西の腕を借り、しっかりと体を持ち直した理美が、情けない声を出す。朱西も眉まゆ尻じりを下げるしかない。

「まあ、ゆっくりと考えましょう」

「そうですね、それより。もうそろそろ、陛下と伯礼様のもとへ帰らないと」
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　珠ちゃんが祥飛のもとへ戻もどらなければ、どのみち理美は祥飛に斬きられるのだろうか。しかし理美が斬られると、きっと珠ちゃんは天に帰る。となると祥飛も、うかつに理美に手を出せないのではないか。そんな楽観的な希望も抱いだきつつ、理美は祥飛と伯礼が待つ室へと足を向けた。

　どんなふうに事が運んでいるのか、不安でたまらなかった。

　けれど後ろに朱西がいてくれることが、心強い。なにが起こっても彼は、きっと理美の首を守ると約束してくれた。崑国に来て、これほど理美を大切にして、親切にしてくれる人はいなかった。しかも彼は理美を信しん頼らいしてくれた。

　朱西は理美が見つけた、伯礼と祥飛の間にある微かな糸を信じてくれた。

　信頼してくれた朱西のためにも、たった一言が欲しかった。

　静かに室の出入り口に立つと、黒と白に色分けされた床ゆかの上に、二人は向かい合って、先刻と同じように座っていた。理美は彼らの手元に目を向けた。

　その瞬しゆん間かん、口元がほころぶ。そして、ほころびと同時に、問う言葉がこぼれていた。

「陛下、伯礼様。顕湯のお味はいかがでした？」

　二人の手元にある顕湯の碗わんは、空になっていた。

　伯礼が、ほんのりと血色の良い顔で答える。

「おいしかったよ、理美」

　そして祥飛が、硬かたい声で言う。

「……うまかった」

　祥飛の声を聞くと、ほわっと笑ってしまった。

（わたし、この一言が欲しかった）

　理美の作った顕湯は、特別な料理でもなんでもない。

　ただおいしく食べるためには、心のありようが必要なのだ。

　理美が後宮に入って味を感じられなくなったのと同じで、伯礼は常に胃いの腑ふが重くて食しよく欲よくがなかった。祥飛に至っては、食べ物をおいしいと感じたことすらなかったという。それらは二人の心のありようが苦しかったからだ。

　今、こうやって「おいしい」と二人が感じたということは、きっと、二人の間でなにかを感じあったからだ。それは理美の目論見が成功したことを物語っていた。

「良かった。おいしいって、言って欲しかったんです。ただ、……それだけだったんです」

　嬉うれしくて、ほっとして、理美はさらに笑えみを深くしたが、その瞬間にすこんと意識の底が抜ぬけるような感覚がした。

　極きよく端たんな緊きん張ちよう感かんからの解放と安あん堵どと嬉しさのために、理美は気を失ってしまった。

　遠のく意識の向こうで「理美」と呼ぶ朱西の声と、ついでに祥飛と伯礼、丈鉄の声も聞こえた。珠ちゃんの問題をどうするかとか、色々心配事は山積みだったが、とりあえずは、心から嬉しかった。
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　意識が消える直前、姉斎さい宮ぐうの声を聞いた気がする。

　───上々。美うま味しの宮みや。

　理美はその声に応こたえた。

（斎宮様。わたしは、ここに、居場所を見つけられそうな気がします）
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「掌てのひらを返すとはこのことですね、陛下」

　朝議が終わり居室に帰った祥飛に、朱西は半ば呆あきれていた。

「理美が余に、うまいと言わせたのだ。和国の貢みつぎ物は、間ま違ちがいなく食材だ」

「そうですけれどね」

　顕シエン湯タンを口にした翌日だった。

　先ほど終わった朝議の席で祥飛は、和国の貢ぎ物は崑国に有益な素す晴ばらしい食材である、と宣言した。そして、和国へは丁てい寧ねいな礼状を送るようにと指示したのだ。

　理美が、和国の貢ぎ物を食材と証明したのは確かだ。だが八日前には、理美の首を刎はねて塩しお漬づけにすると言っていたのだから、朱西のみならず、吏り部ぶ尚しよう書しよも礼れい部ぶ尚書も驚おどろき呆れていた。

（まあ、それほどに陛下は顕湯を気に入ったということか）

　そのことが嬉しくはある。

「それで陛下。伯礼のことはどうするつもりですか」

「別にどうするつもりもない。伯礼は五龍を連れ出したが、結局、五龍は理美と共に宮城に留とどまっているのだから、問題はないだろう」

　五龍はあのあと、意識を回復した理美がいくら説得しようとも、彼女から離はなれる気配がなかった。あまつさえ、「道士を呼んで捕ほ獲かくさせようか」と、丈鉄と囁ささやきあっていた朱西に嚙かみつき、道士を呼んだら飛んで逃げてやると言いたげな、恨うらめしげな目で睨にらまれた。

　結局、五龍は理美と共に後宮に帰っている。

　これからもしばらくの間は、理美が五龍を飼うしかなさそうだった。

「しかし伯礼が五龍を盗ぬすみ出したのは事実ですよ。それを許すおつもりですか」

　窓まど枠わくに腰こしかけていた丈鉄が問う。

「伯礼は五龍が余から完全に離れない限りは、余に仕えると言った。あの言葉に噓うそはないはず」

「だからといって、罪を見て見ぬふりですか？」

「余を試ためそうとしたことを、罪と思えぬ」

「皇こう帝ていの器うつわを計られることを、あえて受け入れるので？」

「余は、不運な兄に代わって玉座に座った。そのくらいの責任はあるのだろう」

　祥飛は開け放たれている窓から、庭院にわの木々に目を向ける。細い楓かえでの枝先には、新緑が芽め吹ぶいていた。祥飛の言葉に、朱西は胸をつかれる。

（陛下は、情が強こわいばかりと思っていたが）

　若い、ほっそりとした背中を見つめる。

　冷れい酷こくな振ふる舞まいばかりが目立ち、怒おこりっぽい性しよう分ぶんは昔からだ。しかし彼の心の奥深くに潜ひそむものがある。冷静に思い返してみれば、祥飛は実に素す直なおなところもあるのだ。

（俺は、見誤っていたかもしれない。陛下の器は、それほど小さくはない）

　祥飛の寛かん容ようさを引き出したのは、きっと理美が饗きようした顕湯だ。

（この陛下のもとであれば伯礼すらも、陛下を支える臣となるのかもしれない）

　丈鉄はそれ以上なにも言わず、眠ねむそうに目を半眼にして床に視線を落とす。

「そういえば、理美はどうしている」

　ふと思い出したように祥飛が問う。

「朝議の前に、侍じ女じよを呼び出して話を聞きました。理美が後宮に帰ったことを、宋貴妃が大変喜んだようですよ」

「宋貴妃？　あの阿あ呆ほうか」

「宋貴妃は直々に小しよう翼よく宮きゆうまで行き、丁寧に理美をねぎらったそうです。その後、香かおり漬づけ……和国の美び肌はだ料理をねだって帰って行ったそうですが。理美は面おも白しろがっていたようです。己おのれの欲よくと感情にまったく素直な宋貴妃は、陛下や伯礼に比べれば可愛かわいいと」

　暗に可愛くないと言われた祥飛は、顔をしかめる。

「しかし五ご龍りゆうが理美から離れないとはいえ、理美をあのままにしておいて良いものか。朱西、どう思う」

「国の礎いしずえとなる神しん獣じゆうを、後宮の一女官の愛あい玩がん動物にしておくのは、いかにも具合が悪いですが」

　考えあぐね、朱西も眉まゆ根ねを寄せる。が、そこで卓たく子しの上に置かれた、冷え切った朝あさ餉げの器に気がつく。

「陛下。朝餉に手をつけていませんね。昨夜、俺が夜食を準備できなかったので、これは今朝特別に、夜食の分を朝餉用に作り替かえさせたものですよ。陛下の霊れい力りよくを増す効能があります。五龍に懐なつかれたいのでしたら、こういったものを積極的に食してください」

「朱西。前々から言おうと思っていた。おまえがすすめる食しき学がく的な食い物は、まずくて食えたものではない。余は金輪際、まずいものを食さぬ」

「しかしこれは、俺が陛下に必要と判じた食材を料理人に料理させ、味を調ととのえ」

「魚の目玉や、苔こけの味がする、しかも人の顔に見える不気味な茸きのこがどうやったらうまくなるのか、まず料理人に教えてやってから提供しろ！　散歩に行く」

　ふいと出て行った祥飛を啞あ然ぜんと見送ると、くくくっと丈鉄が笑い出す。

「やっと陛下が、まともにものを食えるようになりそうだな。反省しろよ、朱西。おまえの忠誠心は、陛下への嫌いやがらせと紙かみ一重ひとえだったぜ」

　冷え切った朝餉を見おろし、朱西は苦く笑しようをもらす。

「まあ、そうだな。陛下は理美の湯タンを、おいしいと言って平らげたし」

　そこであることに気がつく。

（陛下は理美を自由にさせている。けれど気にしてはいる）

　今までの祥飛にはないことだ。今までの祥飛ならば、こんな手ぬるいことはしない。自由を制限し、監かん視しをつけ、理美をがんじがらめにしたことだろう。

　しかし今、祥飛は理美に自由を与あたえているし、気き遣づかっている気配すらある。

「まさか、陛下は理美を」

　と冗じよう談だん半分で口にしたとき、その言葉が本当のような気がして、己でもぎくりとする。

　丈鉄が窓辺から立ちあがり出入り口に向かいながら、捨て台詞ぜりふみたいに言った。

「気がついたか。陛下は、理美に特別な感情を抱いだいているぜ、きっと」

　室を出て行く丈鉄の背中を見送りながら、血の気が引く。

（ならば理美はいつか、陛下のものになるのか？）

　しかしそう思った自分に、もう一人の冷静な自分が告げた。

（なにを言う。彼女は後宮の妃ひ嬪ひんの一人。もともと陛下のものだ）

　もう一人の自分が告げた事実に息苦しくなり、軽く目を閉じる。

「俺は、どうした……。なにを考えている」

　馬ば鹿かな思いは押し殺すべきだ。けれどなんとも、苦しい。そのことに自分でも驚いている。

　彼は、恋こい知らずの博士のはずだったのに。







　それから数日後のこと。

　五龍を後宮の一女官の愛玩動物にしておくのは、どうにも落ち着かなかったらしい祥飛は、一計を案じたと朱西に告げた。それは───。
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　水すい祇し宮きゆうでの一件が終わり、数日。後宮に戻もどった理美は、温かい粥かゆの香で目を覚ました。

「温かい香……、揚あげ菓が子しの香もするなぁ。あれを砕くだいて粥に入れると、ほんのり甘くてこくがあって、いいのよねぇ……」

　にやにや笑いながら珠ちゃんを抱かかえて起きあがると、ぼさぼさの頭の寝ねぼけ眼まなこで、寝しん室しつから居室の方へとふらりと出た。しかしそこに、意外すぎる人物がいた。

「ようやくお目覚め？　理美」

　居室の長なが椅い子すにゆったりと座る、早朝には刺し激げきが強すぎる美び貌ぼうを目にして、理美はひゃっと悲鳴をあげた。珠ちゃんはその声に驚いて寝室へと飛んで帰ってしまう。

「うわぁ…………伯礼様。なんでこんな朝っぱらから……」

「その嫌そうな顔はなに？　わたしなど気にせずに、どうぞ朝餉を食べて」

「そんな超ちよう絶ぜつ綺き麗れいな顔が後ろにあったら、いやでも気になります」

「では前に行こうか？」

　朝あさ粥がゆが準備された卓子に着くと、伯礼は手て際ぎわよく碗わんに粥を注ぎ、「どうぞ」と促うながす。

（ああ～、失敗した～。正面の方が余計に気になるぅ～）

　卓子に着いてみたものの、正面から妖よう艶えんな美貌に見つめられると、どうにもこうにも食事に手をつける気がしない。

「あの……なんでここにいるんですか？　嫌がらせかなにかですか？」

「違ちがうよ。君にお知らせがあってね。まあ、それはおいおい。どうぞ、お食べ」

「どうせなら、伯礼様もいかがですか？」

　すすめると伯礼はちょっと笑って、では、と別の碗に粥を注ぐ。

　伯礼は近ちか頃ごろ、すこし顔色がいい。そのことを感じて嬉うれしくなる。

　卓子には粥と共に、粥に添そえる揚げ菓子の皿と春はる瓜うりの香漬の皿が並んでいた。それを一いつ緒しよにどうぞとすすめて、匙さじを手に取る。

「陛下とは仲良くしているんですか？」

「仲良くもなにも、以前と変わらずだよ。互たがいに、何事もなかったかのような態度でね」

　粥を口にして、伯礼は微笑する。

「まあ、わたしも暫しばらくは陛下の器量を見守らせてもらうから。陛下もそのおつもりだろうね」

「……とても不思議なんです。伯礼様はなぜ、憎ぞう悪おにまみれていないのか。もっともっと、陛下を殺そうとするほどに、我を忘れるほどに陛下を憎にくんでも、おかしくないと思うんです」

　祥飛の方はきっと、伯礼に対しては憎悪よりも、後ろめたさや恐きよう怖ふを強く感じるはずだ。その中に微かすかに愛情が残る可能性はある。

　けれど伯礼は、真っ黒な憎悪と怒いかりをたぎらせていても不思議ではない。彼がなぜ、真っ黒な思いだけに支配されなかったのか。彼の中に微かな愛情の糸が残ったのは、なぜだろうか。

「自ら選んだからだろうね、生きることを」

　伯礼は匙を止め、理美の顔を見る。その瞳ひとみは理美の向こう側に、誰だれか他ほかの人を見つめているように遠かった。

「母は自死するとき、わたしに選ばせたんだよ。自分は身の潔白を証明するために、死なねばならない。おまえはどうするか、とね。母とともに死ぬか、もしくは生きることを選ぶか。もし生きることを選んだときは、人として耐たえられないほどの屈くつ辱じよくを味わうだろうと」

　蔡徳妃が自害したとき、伯礼はたった十一歳だったはず。その少年に決断を迫せまった母親の思いは、どれほど切せつ羽ぱ詰つまっていただろうか。きっと母親には選べなかったのだ。

「わたしは、生きたいと言ったんだ。どんなことになろうとも、と。母はそれを聞いて、よくわかったと頷うなずいた。そして選んだのならば覚かく悟ごして生きよと言った。だから、わたしは……なにが起こっても、半分は覚悟していたのかもしれない。だから納なつ得とくしないまでも、致いたし方ないと思っていた気がする」

　理美は、俯うつむいてしまった。

（このお方に、どんな言葉をかけても、なんの慰なぐさめにもならない）

　彼は生しよう涯がい、傷を負った心と体で生きるのだ。そんな彼が真っ黒なものだけに支配されず、微かな愛情の糸を心に残すことができたのは奇き跡せきだ。きっと彼自身の、生まれもった人ひと柄がらがあるのだ。もし彼が皇こう帝ていとなれば慈じ悲ひ深い皇帝になれただろうに。

「五ご龍りゆうを盗ぬすみ自由にしたのは、もしかしたら言い訳が欲しかったのかもしれないね。母を死に追いやった延貴妃の子である陛下を、心の底から憎悪できず、彼に仕える自分に対してね。五龍が陛下を選んだ、だからわたしは彼に仕えるのだ、と。逆に五龍が天に帰ればそれを理由に、わたしは陛下に仕えることを止やめられる。それはそれで、わたしは楽になる」

　慰める言葉を知らない理美は、そっと香かおり漬づけの皿を伯礼の方へと押し出す。

「もっと、食べてください。もっとお顔の色が良くなればいいんです、伯礼様は」

「理美」

　優やさしく呼ばれて顔をあげると、伯礼が手を伸のばして理美の顎あごに触ふれる。

「揚げかすがついているよ」

「えっ!?」

　揚げかすを指先で摘つまむと口に入れ、伯礼は立ちあがった。

「お粥をごちそうさま。水祇宮で君に触れたことは心から詫わびるよ。ではね、理美」

「あ、あの。伯礼様？　お知らせっていうのは」

　ちらりと回かい廊ろうの方へ目を向けた伯礼は、肩かたをすくめた。

「必要ないようだよ。早々に、本人が来てしまったみたいだから。ではね」

　伯礼が室を出て入れ代わりに、理美つきの老侍じ女じよが、血相を変えて飛びこんできた。

「大変です、理美様！　陛下が、陛下が、おなりです！」

「陛下が？　いやいや、まさか。こんな朝から女性に会いに、後宮に来るような可愛かわいらしいお方ではないし。しかもここは後宮のはずれもはずれ……」

　はははと笑おうとしたが、その笑え顔がおが凍こおりつく。老侍女の背後から、水すい祇し宮きゆうで嫌いやと言うほど目にした、美しい皇帝の顔が現れたのだ。

「へ、陛下……」

　伯礼のお知らせは、これだったのか。祥飛がここへ乗りこんでくる、と。

「大変不細工な寝ね起おき姿だな、雪理美」

　失礼な挨あい拶さつに頰ほおが引きつる。先日の危機は切り抜ぬけた。祥飛は理美を認め、無罪放ほう免めんとしてくれた。とはいえ、けっこうな残ざん虐ぎやく性のある彼とは、積極的に関かかわりたくない。

「な、なぜに？　陛下が……」

　緊きん張ちようした半笑いで問うと、ぐいと腕うでを摑つかまれて立たされる。

「来い。貴き妃ひにしてやる」

「は、はい？」

　背後から「理美様～、なんてこと～、理美様に陛下のお手がついた～っ」と叫さけぶ老侍女の狂きよう喜きの声が聞こえていた。だが寝起きでいきなり引きずられている理美には、なにがなんだか状じよう況きようが飲みこめていなかった。

　引きずられるままに後宮の内門を抜け、外門を抜け、皇帝の居室へと連れ込まれる。

　そこには朱西がいた。明らかに、無む理り矢や理り突とつ然ぜん連れてこられた有様の理美に、彼は気の毒そうな顔をした。

「とりあえず連れてきた。朱西、すぐに内ない侍じ省に命じろ。雪理美を貴妃とし、宋貴妃を宝ほう林りんにしろと」

（雪理美を貴妃……というのは、わたしを貴妃にしろということ？　そして宋貴妃を、宝林にというと、女官にしろと……はあ、そういうこと……ふぅん………へっ!?）

　その意味を理解した瞬しゆん間かん、理美は悲鳴をあげて壁かべに背中から張りついた。

「いいい、いまなんと仰おつしやいましたか!?　陛下！　この世ならぬ世よ迷まいごとを、ほざかれ召めされたようですが！」

「ほざかれ召された、は敬語ではありませんよ。理美」

　朱西は複雑な表情で注意して、続ける。

「落ち着いて、理美。あなたは仮にも五龍を飼うのですから、陛下は、あなたの位を貴妃に上げようとお考えなんですよ。まあ神しん獣じゆうの守護者なのですから、そのくらいの待たい遇ぐうは必要かと」

「全力で嫌です」

　即そく答とうで拒きよ絶ぜつすると、祥飛は眉まゆ根ねを寄せた。

「余の貴妃になるのは気に入らないとぬかすのか。これは褒ほう美びの意味もあるんだぞ」

「気に入らないとかではなく、今は貴妃として宋貴妃がおいでです。わたしは女官で、それなりにやっと生活に慣れました。なのにここで、そんな天変地異を起こされたら、わたしはまた大変な苦労をします」

「知らん。なんとかしろ」

「ひ、ひとごと……。え、いえ。それに、陛下は後宮が諍いさかいなくつつがなく営まれることが望ましいんですよね!?　こんなことをしたら、つつがないどころじゃなくなります」

「ならばおまえが、つつがなく営め」

「そんな無む茶ちやな～」

　乱暴きわまりない命令に、情けない声が出た。どこかに助けの神がいないものか。視線を彷徨さまよわせると、朱西と目が合った。ここに唯ゆい一いつ、理美の助けになってくれそうな人がいる。

（朱西様！　なにか名案は、名案はありませんか!?）

　崑国一の博士に、必死に目で訴うつたえた。

　朱西はそれに気がついたらしく、はじめは「無理です」と言いたげな困った顔をしていた。けれど理美があまりにも必死に見つめるので、根負けしたようだ。眉根を寄せ、しばし考える様子になる。それから、なにか考えついたように視線をあげた。

「陛下、こういった方法はどうでしょうか？　陛下が安心できるように毎日、理美が五龍と共に、陛下のところへご挨拶にうかがうというのは。そうすれば陛下も、心穏おだやかでいられるでしょう」

「後宮の女官が毎日、ふらふらと用もないのに外朝へ来られないだろう」

　もっともな祥飛の意見に、朱西は頷く。

「ええ、ですから毎日外朝へ来ても許されるお役目を、理美に与あたえればいいのです。もし理美さえ良ければ、わたしの食しき学がく研究の助手になってもらえれば助かります。そうすれば毎日後宮を出ても、周囲の者には怪あやしまれません」

「食学研究の助手!?」

　意外すぎる言葉に、理美は目を瞠みはる。

（食学。助手って、手伝い？　まさか学問のお手伝いをできるの？）

　学問は男子のものである。女子である理美は、それができると考えてみたこともなかった。

　けれど理美を支えているのは食である。もしそれを学問として探究する食学研究の手伝いができれば、これほど素す晴ばらしいことはないはず。

「でも、わたしなんかが。いいんですか？」

「あなたが陛下に饗きようした顕シエン湯タンは、食べ物の効能のみならず、食べ方の効能を示していた。あなたがいれば、俺の考えとは違ちがった角度から、食学が発展する可能性がある。そう確信してます。ですから俺は、ともに探究者となって欲しい。あなたは嫌ですか？」

「嫌だなんてまさか！　わたしは……、わたしも！　食学を探究して、学んで。たくさんの人に、もちろん陛下にも毎日、『おいしい』って言ってもらいたいです」

　理美の返答を聞いた朱西は、祥飛に水を向ける。

「と、いうことです。どうでしょうか、陛下」

「そんなものでいいのか？」

　なんだと言いたげな祥飛に、理美は何度も頷うなずく。

「いいんです、それが。いいです」

「なら、許す」

　あっさりと、いとも簡単に許可されて、逆に理美の方が目を丸くする。

　朱西も意外そうに問う。

「やけに素直に認めてくださいましたね、陛下。本当にいいのですか？」

「いい。許す。毎日、そのきょとんとした顔を余に見せに来るのであれば、なんでもいい」

「わたしは毎日、陛下のもとへ参ります。必ず。約束します」

「ならば決まりだ」

　祥飛の言葉を受け朱西は微笑ほほえむ。さらに「理美」と呼び、導くように手を差しだす。

「あなたが助手になってくれるのを、歓かん迎げいします。学究の友として。ともに」

「は、はい！」

　予想外の嬉うれしさに頰を染め、理美は朱西の手をとった。

　温かい手は、最初からこうやって理美に優しかったことを思い出す。そして彼は、彼の傍かたわらに、しっかりとした理美の居場所を作ってくれたのだ。

（ともに、と）

　そう言ってくれたことが嬉しかった。自分がそこにいる意味があると、言外に伝えてくれたような気がした。

（朱西様と一いつ緒しよにって）

　うるむ瞳ひとみで、崑国一の優やさしい博士を見つめる。

　朱西は、はにかむような困ったような、複雑な微笑で理美を見つめ返してくれる。

　互たがいの掌てのひらを通して感じるほのかな温ぬくもりの名は、なんだろうか。それの名を、二人はまだ互いにはっきりと知らない。

　晩春の花は盛りを過ぎて散り、新緑が目に眩まぶしい季節にさしかかろうとしていた。

　異国から崑国の後宮に送られてきた一輪の草花は、今咲さくべき場所を見つけようとしている。
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　皆みな様さま、こんにちは。あるいは、はじめまして。三み川かわみりです。

　この物語は、いわゆる中ちゆう華か風ふうファンタジーです。わたしにとって、本にしていただく初中華。あることないこと取り混ぜて世界を作りました。そして登場人物は、「時々緊きん張ちよう感かんが足りない漬つけ物ものヒロイン」と「天然むらむら博士のヒーロー」という、恋れん愛あい力が低そうな二人がメインです。今まで馴な染じみのなかった世界で物語を書くのは、とても新しん鮮せんで面おも白しろかったです。

　担当様。いつも明るく朗ほがらかに接してもらえて、お話しするのが楽しいです。毎回至らないところをご指導いただき、頭が上がりません。これからも、よろしくお願いいたします。

　挿さし絵えを描かいてくださった、凪なぎかすみ様。ありがとうございます。美しく可愛かわいい凪様の絵に相応ふさわしく、良い原げん稿こうにしなければと身が引ひき締しまりました。描いていただけて本当に嬉うれしいです。

　最後になりましたが、読者の皆様。この本を手に取っていただき、ありがとうございます。ついでに宣伝で恐きよう縮しゆくですが、この本の発売の一ヶ月後（七月二十五日）に角川文庫様より『ここは神楽坂西洋館』の二巻が出ます。気が向きましたら、そちらも手にとってみてください。

　なにはともあれ、初中華。凪様のイラストだけでも一見の価値ありとは思いますが、物語としてひとときでも、皆様に楽しんでいただければ幸いです。
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